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ソライロ♪プロジェクト




①初はつ投とう稿こうは夢ゆめのはじまり！








一いちノの瀬せ三み葉よ・作

夏なつ芽めもも・絵
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〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































　どきん、どきん

　こんなにココロがはずむのなんて、はじめて。

　なんだかじっとしていられなくて。

　今いますぐ走はしりだしたくなってくる。

　これは、なに？

　この気き持もちに、名な前まえをつけるとしたら……？











１　運うん命めいのファーストメール






「──秋あき吉よしさん！　おーい。秋あき吉よし一いち歌かさーん！」

　ハッとわれにかえると、先せん生せいの顔かおが目めの前まえにあった。

「聞きいてた？　今いまの話はなし、ちょぉお重じゅう要ようだよ！」

　担たん任にんの「まるちゃん先せん生せい」こと丸まる子こちよみ先せん生せいが、腰こしに手てを当あてて、わたしの顔かおをのぞきこんでいる。

　ドッキーン！

（しまった、ボーッとしてた！）

　わたしはどぎまぎしながら、その場ばに小ちいさくちぢこまる。

「ごっ、ごめんなさい。聞きいてませんでした……」

「うん、正しょう直じきでよろしいっ！」

　こっくりうなずく先せん生せい。

（……ふぅ～。よかった、怒おこられなくて！）

　まるちゃん先せん生せいって、ふだんは「元げん気きなお姉ねえちゃん」って感かんじの雰ふん囲い気きなんだけど……怒おこるとコワイって有ゆう名めいなの。

「そんじゃ、もう一いち度ど言いいまーす！　ニュースでも見みたと思おもうけど、このあいだ、となり町まちの中ちゅう学がく生せいがネットで知しり合あった人ひとに会あいに行いって、連つれ去さられそうになるという事じ件けんが起おきました。相あい手ては自じ分ぶんのことを『モデルをしてるイケメン高こう校こう生せい』って言いってたのに、じっさいにあらわれたのは、四十代だいのオジサンだったんだって」

　先せん生せいはゆっくり教きょう室しつを一いっ周しゅうしながら、真しん剣けんな口く調ちょうで話はなす。

「ネットは世せ界かい中じゅうの人ひととつながることができるけど、相あい手ての顔かおが見みえないということは、そういう危き険けんもたくさん潜ひそんでいるということを忘わすれないでほしい。みんな、くれぐれも気きをつけるようにね！」
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　みんなが、（自じ分ぶんは関かん係けいないし～）って顔かおをしているなか、わたしは内ない心しん、冷ひや汗あせタラタラで先せん生せいの話はなしを聞きいていた。

　顔かおの見みえない相あい手て……ネットで知しり合あった人ひと……。

　先せん生せいの話はなしが、今いまは、とても〝ヒトゴト〟とは思おもえない。

（やっぱり、ダメだよね。わたしだって、危あぶない目めになんかあいたくないし……でも……）

　ぐるぐる考かんがえる頭あたまのなかに浮うかぶのは、あるメールの一いち文ぶん。





『もしＯＫなら、顔かお合あわせをしてくわしい話はなしをしたいです。返へん事じ待まってます』






　待まってます。

（……って、言いわれてもこまるよぉっ！）

　帰かえりの会かいが終おわると同どう時じに、頭あたまをかかえて机つくえにつっぷした。

　もう、どうしたらいいかわかんない！

　あのメールのことばっかり考かんがえちゃって、今日きょうは一いち日にち中じゅう、ボーッとしっぱなしだったし！

　かといって、こんな話はなし、だれかに相そう談だんってわけにもいかないし～～～～っ！

　ぐわ～っと髪かみの毛けをくしゃくしゃにしていたら、

「一いち歌かちゃん」

　わたしの名な前まえを呼よぶ声こえがした。

　顔かおを上あげると、五年ねん生せいのときから同おなじクラスの広ひろ海みちゃんと樹じゅ里りちゃんがならんで立たっている。

「頼たのんでたアレ、もうできた？」

　一いっ瞬しゅん、なんのことを言いわれてるのかわからなくて、ぼーっとフリーズ。

「ほら、昨日きのうお願ねがいしたじゃん。絵え、描かいてって！」

「……あぁ～、その話はなしね！　うん、持もってきたよ！」

　ようやくピンときて、わたしは机つくえの中なかから紙かみを二枚まいとりだした。

　ふたりはそれを受うけ取とるなり、ぱあっと目めをかがやかせる。

「わぁ！　ありがとう！」

「きゃ～！　やっぱ一いち歌かちゃん上う手ますぎるよ！　すっごくカッコイイ～！」

　キャッキャとはしゃぐふたり。

　よろこんでくれている姿すがたを見みると、こっちまでうれしくなってきて、さっきまで心こころにあったモヤモヤがスッキリと晴はれていく。




　勉べん強きょうも運うん動どうもフツー（よりちょい下した）なわたしの、たったひとつのとりえ。

　それは、「絵えを描かくこと」！

　今いままで三回かいの転てん校こうを経けい験けんしたけど、このとりえのおかげで助たすかったこともたくさんあるんだ。

　ほら、新あたらしい学がっ校こうに転てん校こうしたときって、「秋あき吉よし一いち歌かです。○△ホニャララ県けんから来きました」って、みんなの前まえで自じ己こ紹しょう介かいがあるでしょ？

　そのとき、かならず、

「絵えを描かくのが好すきです！」って言いうの。

　そうすると、休やすみ時じ間かんに「どんな絵え描かくの？」って話はなしかけてもらえたり、みんなに「絵えの上う手まい秋あき吉よしさん」って、覚おぼえてもらえたりして、どの学がっ校こうでもすぐに友ともだちができた。

　だから、絵えを描かくことは、わたしにとってただの趣しゅ味みじゃない。

　大だい好すきなのと同どう時じに、すごく大たい切せつなことなんだ！

「うらやましいなぁ～！　樹じゅ里りも、一いち歌かちゃんくらい絵えが上う手まければよかったのに」

　ふいに、樹じゅ里りちゃんが言いう。

　ちなみに頼たのまれていたのは、今いま人にん気きの少しょう女じょ漫まん画がに出でてくるイケメンキャラクターのイラスト。

　ふたりは「超ちょう」がつく漫まん画が好ずきで、よく一いっ緒しょに漫まん画がの話はなしをしたり、こうやって、わたしに「絵えを描かいてほしい」って言いってくれたりするんだ。

「……でも、もし樹じゅ里りが一いち歌かちゃんだったら、『もっと大おお勢ぜいに見みてもらいたい』って思おもっちゃうかも！　たとえば、ほら、ネットにアップしてみたりとか～」

　ドキッ！

「あ、『絵え師し』ってやつでしょ？　たしかに最さい近きん、漫まん画が家かさんでも、ネットからデビューする人ひと、多おおいって聞きくよね。一いち歌かちゃんパソコンクラブだし、私わたしたちよりもくわしいんじゃない？」

　ドキドキドキーッ！

「あああ、あのあの、えっと…………」

「ダメダメ。一いち歌かはそういうの、ぜーったいむいてないよ」

　こたえにこまっていると、後うしろの席せきの和泉いずみ雪ゆきちゃんが割わって入はいってきた。

「ネットに書かかれるようなキツイ悪わる口くちなんて見みたら、自じ分ぶんのことじゃなくても傷きずついちゃいそうだし。さっきまるちゃん先せん生せいも言いってたけど、ネットには変へんなヤツもいっぱいいるしさ。一いち歌かみたいにぼんやりしてる子こは、確かく実じつにターゲットにされるって」

　バシバシ、わたしの背せ中なかをたたくユキちゃん。

　ユキちゃんは、ここ晴せい天てん小しょう学がっ校こうで、一いち番ばんはじめにできた友ともだちなんだ。

　スポーツが得とく意いで、高たかめの位い置ちでしばったポニーテールが似に合あってて、かっこいいの。

　……背せ中なかをたたくときの力ちからは、ちょっと強つよすぎるけどね。




　それから少すこし話はなして、樹じゅ里りちゃんたちは教きょう室しつから出でて行いった。

　……ふぅ。

「どうしたの、一いち歌か。ため息いきなんかついて」

「ん～、ちょっと寝ね不ぶ足そくかなぁ」

「寝ね不ぶ足そく？……あ、もしかして、また頼たのまれた絵え、おそくまで描かいてたんでしょ？」

　ユキちゃんが、じろーり、わたしを見みる。

「ダメだよ、イヤなときはハッキリ断ことわらないと！　嫌きらわれるのがこわいから断ことわれないとか、我が慢まんするとか、一いち歌かのそういうとこ、マジで直なおした方ほうがいいと思おもう」

　強つよめの口く調ちょうで言いわれて、わたしはポリポリとほほをかく。

　たしかに、忙いそがしいときは大たい変へんに思おもうこともあるけど……。

「わたしの絵えでよろこんでくれるの、すごくうれしいんだもん！」

　笑え顔がおで言いうわたしに、ユキちゃんはあきれたように肩かたをすくめた。

「……ハァ。おひとよしだねぇ、一いち歌かは」

　ユキちゃんがこうやって注ちゅう意いしてくれるのは、わたしのことを本ほん気きで心しん配ぱいしてくれてるからだってことは、ちゃんとわかってる。

　わかってるだけに……このままユキちゃんにだまっているのは、すごく後うしろめたい。

（でも……やっぱりダメ！　ユキちゃんには、言いえないよ！）

　この寝ね不ぶ足そくの原因が、「頼たのまれた絵えを描かいてた」わけじゃないってこと。




　──はじまりは、とある一本ぽんの動どう画がだった。

　昨日きのうの夜よる、わたしのもとにとどいた、一通つうのメール。

　送おくり主ぬしは、顔かおも名な前まえも知しらないヒト……。











２　史し上じょう最さい大だいのなやみ






　さかのぼること数すう日じつ。

　日にち曜よう日びのお昼ひるごろに、わたしは自じ分ぶんの部へ屋やでパソコンをつけてあそんでいた。

　好すきな漫まん画がの画が像ぞうを見みていたとちゅうで、たまたまひらいた動どう画が投とう稿こうサイト。

　そこのトップページでたまたま見みた『新しん着ちゃく動どう画が』のうちの、ひとつ。

　あざやかな色しき彩さいのサムネイル写しゃ真しんと、タイトルが目めにとまった。





『【ソライロ】メロンソーダ【オリジナル曲きょく】』






　ちょうど、ママが買かってきてくれたメロンソーダを飲のむところだったから。

　そんな、なんてことないキッカケで再さい生せいボタンをクリックした瞬しゅん間かん──、





　バリバリ、ズドーンッ！






　頭あたまの中なかに、カミナリが落おちた。
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　耳みみにすっと入はいってくるさわやかなメロディーと、まっすぐな歌か詞しを歌うたい上あげる、ハイトーンのボーイソプラノ。

　まるで、わたしに──わたしだけに語かたりかけてくるみたいな、不ふ思し議ぎな感かん覚かくがして。

　そのあと、頭あたまの中なかに、はっきりとしたイメージが浮うかんでくる。




　ひとりの女おんなの子こが、青あお空ぞらの下したを全ぜん力りょくで走はしっている。

　高たか鳴なる心しん臓ぞうがリズムをきざんで、公こう園えんを、街まちを、ひたすら突つっ走ぱしる。

　胸むねを満みたすのは、甘あまいソーダの香かおり。

　それは、炭たん酸さんがはじけるような、はじめて感かんじるドキドキ──。




（すごい……！）

　飲のみ物ものがぬるくなるのも忘わすれて、画が面めんに見み入いっていた。

　もともと、音おん楽がくにはそんなに興きょう味みはなかったのに。

　アイドルとか、ロックバンドとか。クラスの子こが話はなすはやりの歌うたも、よくわからないのに。

　その曲きょくだけが、わたしのココロに触ふれた。

　胸むねの奥おくがさわさわする。

（この気き持もちは、なに……？）

　頭あたまに浮うかんだイメージが消きえてしまわないうちに、わたしは、いそいで鉛えん筆ぴつをにぎった。

　いてもたってもいられなくて、夢む中ちゅうで絵えを描かいて。

　そして、気きづいたら。

　動どう画がを投とう稿こうした人ひとのメールアドレスに、描かき上あげたイラストを送おくっていたのだった。





『はじめまして、いっちーといいます。急きゅうにメールしてごめんなさい。ソライロさんの「メロンソーダ」をきいてイラストを描かいたので、もしよかったら見みてください！』






　こんなことするのは、もちろんはじめてで、自じ分ぶんでもおどろいてる。

　でも……たとえるなら、「あこがれの芸げい能のう人じんにファンレターを書かく気き持もち」っていうのかな。

　だから、返へん事じがほしいなんてこれっぽっちも思おもってなかったし、イラストを送おくったあとは、満まん足ぞく感かんでいっぱいだった。

　──昨日きのうの夜よる、あのメールが届とどくまでは。





『いっちーさんへ

　はじめまして。「ソライロ」で曲きょくをつくってるアオイといいます。

　このあいだは、イラストを送おくってくれてありがとう。

　こんなことを言いうとおどろくかもしれないけど、僕ぼくはキミを待まってた。

　ぜひ、ソライロの絵え師しとして、これから先さきも僕ぼくの曲きょくに挿さし絵えを描かいてくれませんか。

　もしＯＫなら、顔かお合あわせをしてくわしい話はなしをしたいです。返へん事じ待まってます』






　あの曲きょくをつくったひとが、わたしの絵えを見みてくれた！

　さいしょは、それだけですっごくうれしくて、舞まい上あがってたんだけど……。

　時じ間かんが経たって冷れい静せいになってくると、最さい後ごの二行ぎょうに書かかれた内ない容ように、ひっくりかえった。

「顔かお合あわせ」って、つまり──「じっさいに会あう」ってことだよね!?

　それに、「ソライロの絵え師しとして」!?

　パソコンのマウスをにぎる手てが、ガタガタふるえだす。

　こんな返へん事じがくるなんて、思おもってもみなかった。

　あの絵えは、そういうつもりで送おくったわけじゃない。

　ただ、「この曲きょくが好すき！」って気き持もちがおさえられなかっただけで。

　それなのに、いきなり、「会あおう」って言いわれても…………。

　なんて、ぐるぐる悩なやんでたのが、寝ね不ぶ足そくになった〝本ほん当とうの原げん因いん〟だったんだ。




（はぁ。ホント、どうしよう……）

　放ほう課か後ご。

　しずかなパソコンルームで、メール画が面めんとにらめっこ。

　わたしが所しょ属ぞくするパソコンクラブは、部ぶ員いんたったの五人にん。活かつ動どう内ない容ようは、それぞれ自じ分ぶんの席せきでパソコンを好すきなように使つかってるだけという、超ちょう地じ味みなクラブだ。

　もともと、このクラブに興きょう味みがあったわけじゃないよ。

　五年ねん生せいの一学がっ期きに転てん校こうしてきたとき、どのクラブに入はいるか迷まよってたら、担たん任にんの先せん生せいに「人にん数ずうが少すくなくてつぶれそうなクラブがあるんだ……」って話はなしをされたの。それで、そのままパソコンクラブに決きめたんだ。

　わたしって、そんな風ふうに、ちょっとまわりの空くう気きに流ながされちゃうところがある。

　自じ分ぶんの意い見けんを言いうのも得とく意いじゃないし、新あたらしいことに挑ちょう戦せんするのもニガテ。

　だから今こん回かいのメールのことだって、今いままでだったら無む視しを決きめこむか、すぐに断ことわりの返へん事じをしてたはずなんだ。

　それなのに……ある言こと葉ばが、わたしの心こころをとらえてはなさない。





『──僕ぼくはキミを待まってた』






　とくん

　心しん臓ぞうが、小ちいさく鳴なる。

　顔かおも、名な前まえも知しらない人ひと。

　それなのになぜか、文ぶん章しょうを読よんだだけで、なにかトクベツな気き持もちを感かんじる。

　それに……わたしのこと、「待まってた」って、どういうことだろう？

　うぅっ、気きになる。すごく気きになるっ！

　わたしは、じわりと汗あせばむ手てをキーボードへと伸のばした。





『アオイさんへ

　返へん信しんありがとうございます。挿さし絵えを描かいてもいいなら、ぜひ描かきたいです！』






　ためしにＯＫの返へん事じをつくってみる。

　けれども、そう気き軽がるに送そう信しんボタンは押おせない。

　これを送おくってしまったら、とりかえしがつかないことになる気きがするもん。

　ふつうに考かんがえて、やめたほうがいいに決きまってる。決きまってるけど……。

（でもでもでも……っ！）

　次つぎの一いっ手てが決きめられなくて、ぐわ～っと頭あたまをかきむしる。

「そのメール、送おくらないの？」

「わあぁっ!?」
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　急きゅうに後うしろから声こえをかけられて、思おもわずとびあがった。

　ふりかえると、すらりと背せが高たかくて、顔かおがものすごーく整ととのった男おとこの子こが立たっていた。

　クラスメイトの冴さえ木き奏そう太たくん。

　わたしはあんまりしゃべったことないけど、女じょ子しからすごく人にん気きがあるんだ。

　サラサラ流ながれるような前まえ髪がみからのぞく、うす茶ちゃ色いろの瞳ひとみ。

　わぁ、まつげも長ながい。

　思おもわず見みとれちゃう。

「……えっと、そんなにビックリした？」

　じっと見みつめたままのわたしに、冴さえ木きくんが不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげた。

　どきっ！

　顔かおが近ちかづいてきて、あわてて下したをむく。

「う、ううん！　ちょっとおどろいただけで…………あっ！」

　画が面めんに表ひょう示じされた文も字じが目めに入はいった瞬しゅん間かん、わたしは、はっと息いきを止とめた。





『送そう信しん完かん了りょうしました』






「なっ……」

　なんだってえええええっ!?

「どうしよう！　まちがえて、送そう信しんボタン押おしちゃった！」

　頭あたまが真まっ白しろになって、思おもわずディスプレイを両りょう手てでつかむ。

　あのメール、送おくろうか迷まよってたのにっ！

「なんか、ごめん。俺おれのせいだよね？」

　気きまずそうな表ひょう情じょうでわたしを見みる冴さえ木きくん。

　本ほん音ねを言いえば、すごく、こまったことになっちゃったけど……。

「ううん。冴さえ木きくんが悪わるいわけじゃないから気きにしないで。そもそも、一いち度どは送おくろうと思おもってつくったメールだったし……」

　ちょっぴりムリして、笑え顔がおをつくる。

　あんまり気きをつかわせちゃうのも悪わるいもんね。

　どっちにしろ、いっぺん送おくっちゃったメールは二に度どと取とり消けせない。

　今いまはとにかく、一秒びょうでもはやく次つぎのメールを送おくらないと！

　内ない容ようはどうしよう？

『今いまのはまちがいでした。やっぱり挿さし絵えは描かけません』とか……？

　キーボードに指ゆびを置おくけど、そこで、手てが動うごかなくなる。

（本ほん当とうに、取とり消けしちゃっていいの……？）

　目めを閉とじれば、頭あたまのなかに、あの曲きょくが流ながれだす。

　心ここ地ちのいい音おん楽がくの世せ界かいが広ひろがって、イメージが止とまらなくなる。

　──描かきたい！

　体からだの奥おくから、ふつふつとわきあがるような熱ねつを感かんじる。

　もっと描かきたい。

　あの曲きょくの絵えを、もっと、もっと！

　だけど……。

　小ちいさく震ふるえだした手てを、ぎゅっとにぎりしめる。

　冷れい静せいになって考かんがえれば、ダメだってことはわかる。

　ぜったいできない。ネットで知しり合あった人ひとにひとりで会あいに行いくなんて……。

　………………ひとりで？




「じゃ。俺おれ、帰かえるね」

　冴さえ木きくんの声こえで現げん実じつに引ひき戻もどされる。

　気きづけば、クラブ活かつ動どうも終しゅう了りょうの時じ間かん。

　パソコンルームには、わたしと冴さえ木きくん以い外がい、もうだれも残のこっていない。

　冴さえ木きくんは、「電でん気き消けすのよろしく」って言いいながら、荷に物もつを肩かたにひっかけて歩あるき出だす。

「──待まって！」

　とっさに、冴さえ木きくんの服ふくをつかんだ。

　びよーんと伸のびたカーディガンのすそを、無む言ごんで見みつめる冴さえ木きくん。

「……なに？」

「あっ、ごめん！」

　ぱっと手てをはなす。

（あぁ、心しん臓ぞうがバクバクする！）

　あせる気き持もちを必ひっ死しにおさえて、頭あたまをフル回かい転てんさせる。

　いま、わたしは冴さえ木きくんとふたりきりだ。

　休やすみ時じ間かんや放ほう課か後ごも、わりと、ひとりでいることが多おおい冴さえ木きくん。

　ものしずかで、口くち数かずがとっても少すくない冴さえ木きくん。

　そうだ。

　冴さえ木きくんなら……！

　わたしはまっすぐ冴さえ木きくんの目めを見みると、スゥーッと大おおきく息いきをすいこんだ。




「お願ねがいします！　わたしと、つきあってください！」




　冴さえ木きくんはクールな表ひょう情じょうをくずし、目めをぱちくり。

　それから、口くち元もとに小ちいさな笑えみをうかべて。

　ハッキリ、こう答こたえた。




「いいよ」











３　目め印じるしは、雲くも！






「──あ、冴さえ木きくん」

　日にち曜ようの午ご後ごすぎ。

　駅えきのホームに冴さえ木きくんの姿すがたを見みつけて、ホッと胸むねをなでおろす。

　ＯＫの返へん事じをもらったものの、本ほん当とうに来きてくれるかどうか、ずっと不ふ安あんだったんだもん。

　冴さえ木きくんは、ひとり、ベンチに座すわっていた。

　黒くろのカーディガンに細ほそ身みのジーンズというシンプルなファッションで、耳みみにはブルーのヘッドフォンをつけている。

　こうしてあらためて見みると、モデルさんか、俳はい優ゆうさんみたい。

　大人おとなっぽくて、同おない年どしとは思おもえないよ。

　見みとれていたら、冴さえ木きくんが、ふと顔かおを上あげた。

「ん。来きてたんだ」

　ヘッドフォンを首くびにかけて、すっと立たち上あがる冴さえ木きくん。

　横よこに立たつと、見み上あげるくらい身しん長ちょうが高たかい。

　それだけのことで、なぜかみょうにドキッとする。

　学がっ校こうで話はなすときと、どうしてこうもちがう風ふうに感かんじるんだろう？

「あの……今日きょうは、無む理りなおねがいしちゃってごめんね」

「まぁ。俺おれ、ちょうど大おおきめのＣＤショップで買かいたいものあったから」

「そうなんだ」

「うん」

「…………」

「…………」

（だ、ダメだ！　会かい話わがつづかないよーっ！）

　変へんに緊きん張ちょうするわたしを置おいて、冴さえ木きくんはやってきた電でん車しゃにさっさとのりこんだ。

　わたしもあわてて、そのあとにつづく。




　あ。

　ゴカイしないでほしいんだけど、これは『デート』じゃないですよ！

　わたしは冴さえ木きくんのことを「好すき」なわけじゃないし、冴さえ木きくんだって、もちろんそう。

　そもそもわたし、この学がっ校こうに転てん校こうしてきてまだ一年ねんだし、去きょ年ねんは冴さえ木きくんとは別べつのクラス。

　同おなじパソコンクラブ所しょ属ぞくとはいえ、活かつ動どう時じ間かん中ちゅうにしゃべることなんてほとんどなかった。

　だから、好すきとか嫌きらいとか感かんじる時じ間かんもないほど、冴さえ木きくんのことを知しらないんだ。

　それに、冴さえ木きくんって、ちょっと不ふ思し議ぎなの。

　勉べん強きょうもスポーツもよくできるけど、夢む中ちゅうでなにかをしてる姿すがたは見みたことないし。

　いつも眠ねむそうで、なにを考かんがえているのか、さっぱりわからない。

　でも……そんな冴さえ木きくんだからこそ、わたしはあのセリフを言いえたんだと思おもう。

　──そう。

　この前まえのクラブ活かつ動どうの日ひに言いった「つきあって」は、「ネットで知しり合あった人ひととの顔かお合あわせにつきあって」ってことだったんだ。

　冴さえ木きくんなら、だれかに言いいふらしたりもしなそうだし。

　それに、大人おとなっぽくて背せも高たかいから、イザというときも頼たよりになりそうだし！

　……いやいや。イザというときがきたら、こまるんだけどね。

　なんてことを考かんがえてたら、大だい事じなことを思おもい出だした。

「あ、そうだ。今日きょうのこと、だれにも言いわないでね」

「なんで？」

「えっ……だって、ほら。ネットで知しり合あった人ひとに会あったなんて、先せん生せいに知しられたら怒おこられちゃうよ。それに、ふたりで出でかけたことも、みんなに変へんな誤ご解かいされちゃうかもしれないし……」

　シドロモドロになるわたしに、冴さえ木きくんは、「ふーん」と、うすいリアクション。

「ま、俺おれはどっちでもいいけど」

　興きょう味みないし。

　そんな声こえが聞きこえてきそうで、ちょっぴり、さみしい気き持もちになった。

　ガタン、ゴトン

　しばらく無む言ごんがつづくと、冴さえ木きくんは、首くびにさげていたヘッドフォンをふたたび耳みみにつける。

　ぼーっと、眠ねむそうな目めで窓まどの外そとをながめる横よこ顔がお。

　冴さえ木きくんって、どんな音おん楽がく聴きくんだろう？

　どんなことに興きょう味みがあるんだろう？

　こうしてふたりきりになっても、冴さえ木きくんがなにを考かんがえてるか、全ぜん然ぜんわかんないなぁ。




　二十分ぷんほど電でん車しゃにゆられて、待まち合あわせ場ば所しょの「春はる風かぜ駅えき」についた。

　ショッピングビルやおしゃれなお店みせが建たち並ならぶ、このあたりではいちばん大おおきな駅えき。

　休きゅう日じつということもあって、そこらじゅう人ひとでごったがえしている。

　大人おとななしで電でん車しゃに乗のって出でかけたことってほとんどないし、なんだか気き後おくれしちゃう。

（えーっと、目め印じるしは……）

　携けい帯たいをとりだして、メールを確かく認にんする。


『待まち合あわせ場ば所しょは、春はる風かぜ駅えき前まえにある鳥とりの銅どう像ぞうの前まえ。目め印じるしに、おたがい「空そらの模も様よう（雲くも柄がら）が描かかれたなにか」を持もつことにしよう』



　よし！

　小ちいさくこぶしをにぎって、気き合あいを入いれる。

　まずは念ねんのため、目め印じるしは持もたないで、先さきに相あい手てをチェックしておこうっと。

　とにかく安あん全ぜん第だい一いち！　危あぶない目めにはぜったいあいたくないもんね。

「ちょっと確かく認にんするから、冴さえ木きくんはここで待まってて」

　鳥とりの銅どう像ぞうの近ちかくまで行いくと、少すこし離はなれた場ば所しょから、そーっと様よう子すをうかがう。

（雲くも柄がら、雲くも柄がら…………あっ！）

　目めにとびこんできた、あざやかなスカイブルー。

　雲くも柄がらのトートバッグを肩かたからさげている人ひとがいた。

　銅どう像ぞうの台だい座ざにもたれかかって、ちらちらと道みち行ゆく人ひとを見みている。

（あの人ひと、なのかな？）

　でも……三十代だいくらいのオジサンだよ？

　イメージでは、メールの「アオイさん」って、高こう校こう生せいくらいかと思おもってたんだけどな。

（どうしよう、声こえをかける？）

　迷まよっていると、ふと、この前まえの帰かえりの会かいで先せん生せいがしていた、「中ちゅう学がく生せいが事じ件けんに巻まきこまれた」って話はなしが頭あたまをよぎる。

『相あい手ては自じ分ぶんのことを「モデルをしてるイケメン高こう校こう生せい」って言いってたのに、じっさいにあらわれたのは、四十代だいのオジサンだったんだって』

　これって……まさに、同おなじようなシチュエーションじゃない!?

　不ふ安あんな気き持もちが、どんどんふくらんでいく。

（だっ、だいじょうぶ！　落おちつけ、わたし！）

　すーはー、深しん呼こ吸きゅうを一回かい。

　むこうは気きづいてないんだし、いったん距きょ離りをとって、アオイさんに確かく認にんのメールを……。

（…………えっ？）

　そのとき視し界かいに入はいってきた人ひと影かげにギョッとして、思おもわず携けい帯たいを落おとしそうになった。

　わ、わ、ウソ!?

　あのオジサン、こっちに近ちかづいてくる!?

「ねぇ、キミ。今いまこっち見みてなかった？」

　オジサンは、ニヤニヤと笑えみを浮うかべて話はなしかけてきた。

　どっくん

　耳みみ慣なれない低ひくい声こえに、心しん臓ぞうがつめたくちぢみあがる。

「えっ、ち、ちがいます！　わたしは、その……」

「もしかしてこれって運うん命めいかもしれないね！　ボク、芸げい能のう事じ務む所しょのスカウトやってるんだ。すぐそこのビルで面めん接せつができるから、ちょっと一いっ緒しょに行いかない？　ジュースごちそうするからさあ」

　ぬうっと目めの前まえに伸のびてくる、太ふとい指ゆび。

　どうしようっ！　これ、ぜったいやばいよ！

　この場ばからはやく逃にげなきゃって思おもうのに、体からだが棒ぼうみたいに固かたまって、うまく動うごかない。

　どくん、どくん、どくん

（……こわい！　だれか、助たすけて！）

　心こころの中なかでさけんだ。

　──そのとき。

　スッと目めの前まえが真まっ黒くろになって、オジサンの姿すがたが消きえた。

「すみません。これから予よ定ていがあるので」

（──え？）

　数すう秒びょう後ごに、ようやく、この〝黒くろ〟が、〝冴さえ木きくんの背せ中なか〟だって気きづく。

「行いこう」

　冴さえ木きくんに手てを引ひかれて、固かたまっていた足あしがウソみたいに動うごきだす。

「お、おい。ちょっと！」

　オジサンの声こえは、それっきり聞きこえなくなった。

　すたすた、速はやいスピードで人ひと混ごみの中なかに分わけ入いっていく。

　冴さえ木きくんの手ては、思おもったよりも大おおきくて、あったかい。

　不ふ安あんでつめたくなっていた心こころがゆっくりとほぐれて、ようやく頭あたまがまわりはじめた。

「あ……」

　冴さえ木きくん、わたしのこと助たすけてくれたんだ！

　お礼れい言いわなきゃ！

　そう思おもって顔かおを上あげたとき、ちょうど、冴さえ木きくんがこっちをむいた。

「あっ、あの、ありがと──」

「気き、ぬきすぎ」

　いつになく鋭するどい視し線せんに、どきりとする。

「危あぶない目めにあったらどうすんの」

　声こえも低ひくくて、心しん臓ぞうにひびく感かんじ。

　まるで、大人おとなに怒おこられたときみたいな気き分ぶんになる。

「ご、ごめん。あの人ひとも目め印じるしの雲くも柄がらアイテム持もってたから、かんちがいしちゃって……」

　しゅんと肩かたを落おとしていると、冴さえ木きくんはバツが悪わるそうにわたしから手てをはなした。

　そして、まっすぐある方ほう向こうを指ゆびさす。

「秋あき吉よしが探さがしてる相あい手てって、あっちじゃない？」

　──そこにいたのは、男おとこの子こと女おんなの子この二人ふたり組ぐみだった。

　男おとこの子この足あし下もとは、ブルーの雲くも柄がらスニーカー。

　女おんなの子この手てには、雲くも柄がらの折おりたたみ傘がさがにぎられている。
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（えっと……ふたりって、どういうこと？）

　またまた、イメージしていたのとはちがう相あい手てに、なにがなんだかわからなくなってくる。

　見みたところ、どちらもわたしと同おない年どしくらいかな。

　男おとこの子このほうは、気きの強つよい子こ猫ねこみたいな顔かおつきで、派は手でな色いろ合あいのパーカーに、だぼっとしたズボンという、ちょっとやんちゃそうな出いで立たち。

　一いっ方ぽう、女おんなの子このほうは目めがぱっちり大おおきくて、ハッとするほどかわいい子こ。

　ふわふわしたロングヘアーに、シンプルなワンピースという姿すがたは、まるで、ファンタジー映えい画がに出でてくる妖よう精せいみたいだ。

（どっちが〝アオイさん〟なんだろう？）

　どちらかといえば、女おんなの子このほうが、あのやさしそうなメールの雰ふん囲い気きに近ちかいような。

　となると、わたしたちと同おなじで、男おとこの子このほうはつきそい？

　でも、アオイさんはメールで「僕ぼく」って言いってたしなぁ……？

（………あれ？）

　アレコレ考かんがえこんでいるうちに、となりにいたはずの冴さえ木きくんがいなくなっていた。

（もしかして、はぐれちゃった!?）

　あわててあたりを見み回まわすと──、

「ども」

　冴さえ木きくん、二人ふたり組ぐみに声こえをかけてるしっ!?

　ええええっ？　そんなのアリ!?

　待まって待まって！　まだ、心こころの準じゅん備びがっ！

　あたふたしてたら、冴さえ木きくんがこっちをふりかえった。

　二人ふたり組ぐみの視し線せんも、おのずとわたしにあつまる。

　にっこり笑わらってみようとするけど、緊きん張ちょうで顔かおがこわばって、うまくいかない。

（あっ、そうだ。目め印じるし！）

　バッグをがさごそしてる間あいだに、雲くも柄がらスニーカーの男おとこの子こがずんずん近ちかづいてきた。

「オイ。あんたが『いっちー』か？」

　ぎょろっと見み上あげてくる、猫ねこみたいな目め。

　正しょう面めんに立たたれると、わたしよりも相あい手ての方ほうが少すこし背せが低ひくい。

　下したから来くるプレッシャーにちょっぴり気け圧おされつつ、わたしはようやくひっぱり出だした『雲くも柄がらポストカード』を顔かおの前まえにかかげて、こくこくうなずく。

「……ん！　とりあえず、合ごう格かくってことで！」

　ごうかく？　言こと葉ばの意い味みがピンとこなくて、首くびをかしげる。

「うちの代だい表ひょうのアオイさんから言いわれてたんだよ。『ネットで知しり合あったヤツにひとりでホイホイ会あいに来くるような不ぶ用よう心じんな子こだったら、不ふ合ごう格かくにして帰かえしちゃって』って。アオイさん、そのへんスゲー厳きびしい人ひとだからな」

　男おとこの子この話はなしを聞ききながら、わたしは、「ふむ」とうなずく。

　ということは、この子こは、アオイさんじゃないってことだね。

「つまり、そっちの女おんなの子こがアオイさんだ！」

「いえ。ちがいますよ」

　女おんなの子こは、あっさり首くびを横よこにふる。

「へっ!?　どっちもちがう？　あれ？」

　えーと、えーと……どういうこと？

　予よ想そうしてなかったことばっかり起おきて、もう頭あたまがバクハツしそうだよ！

「あっ。もしかしていっちーさん、『ソライロ』のメンバーが、アオイさんひとりだと思おもっていらっしゃったとか？」

　…………え？

　ぽかーんとするわたしに、女おんなの子こは、おっとりとほほえみを浮うかべた。

「『ソライロ』は、複ふく数すう人にんがあつまって結けっ成せいされた音おん楽がく創そう作さくサークル。メンバーは私わたしたちふたりとアオイさんをいれて、現げん在ざい三名めいです」

「そうだったんだ！　ごめんなさい、わたし、勝かっ手てに思おもいこんじゃって」

　ソライロっていうのは、サークル名めいだったんだ。

　すっかり、メールをくれたアオイさんのことしか頭あたまになかったよ。

「でも、びっくりだなぁ。あんなすごい動どう画がをつくってるサークルのメンバーに、小しょう学がく生せいがふたりもいるなんて……」

「はああっ!?」

　おもわずつぶやいたら、猫ねこ目め男だん子しがさけび声ごえをあげた。

　ずんっ、と地じ面めんを踏ふみならし。

　わたしを思おもいっきりにらみつける。

「だぁ～～～～れが小しょう学がく生せいだっ！　オレは中ちゅう一！　ばりばりの中ちゅう学がく生せいだっつーの！」











４　曲きょくに恋こいした仲なか間またち






　わたしたちは、近ちかくにあるハンバーガー屋やさんに入はいった。

　四人にんで、窓まど際ぎわのテーブル席せきに向むかい合あって座すわる。

「オレ、『コウスケ』。ソライロの歌うたい手てやってる。バンドでいったらボーカルってやつだな」

　わたしのナナメ前まえに座すわる猫ねこ目め男だん子し、あらため、コウスケ先せん輩ぱいが、むすっとした顔かおで言いう。

「学がく年ねんは中ちゅう一！　先せん輩ぱいだっ！」

「すいませんでした……」

「身しん長ちょうはな、これから伸のびる予よ定ていなんだよ。成せい長ちょう期きは個こ人じん差さがあるからな！　今いま低ひくくても、高こう校こう卒そつ業ぎょうするころには大だい逆ぎゃく転てんが起おきている可か能のう性せいはじゅうぶんあるぜ！」

　頭あたまを下さげるわたしに早はや口くちでまくしたてると、コウスケ先せん輩ぱいは冴さえ木きくんをジロリと見みる。

　肝かん心じんの冴さえ木きくんは、ぼーっと窓まどの外そとを見みていて、その視し線せんに気きづいてないけど。

「私わたしは動どう画が師しの『Ｒｉｉりー』といいます。小しょう五です」

　わたしの前まえに座すわる女おんなの子こが、ぺこりとおじぎをする。

「動どう画が師しって？」

「イラストや音おん楽がくなど、ばらばらの素そ材ざいを組くみ合あわせて動どう画がに編へん集しゅうする人ひとのことです。動どう画が編へん集しゅうは、コウちゃんが『歌うたってみた』動どう画がを投とう稿こうしたいと言いうので、興きょう味みを持もって勉べん強きょうしはじめました」

「オレら幼おさななじみなんだよ、家いえがとなりでさ。アオイさんをさそってソライロを組くむ前まえから、ふたりで動どう画がつくって投とう稿こうしてたんだ」

　わぁ、幼おさななじみだって！

　そういえばふたりって、「友ともだち」とか「サークル仲なか間ま」っていうよりは、兄妹きょうだいみたいな雰ふん囲い気きがあるかも。

　わたしはひとりっ子こなうえに引ひっ越こしが多おおかったから、幼おさななじみってあこがれちゃうな。

「では、次つぎはいっちーさん」

「あっ、うん！」

　よし、わたしの番ばんだ！

　転てん校こうは三回かいもしてるから、自じ己こ紹しょう介かいなら慣なれてるんだ。

　え～、コホン。

「わたしは、あきよし──」

「ストーップ！」

　とつぜん、コウスケ先せん輩ぱいがわたしの声こえをさえぎった。

「本ほん名みょうは言いわなくていい。つーか、言いうな」

　思おもいがけない言こと葉ばにびっくりして、頭あたまが混こん乱らんする。

　え？　言いうなって、どういうこと？

　自じ己こ紹しょう介かいをするんじゃ……？

「ソライロのルールなんだよ。『個こ人じん情じょう報ほうのあつかいに気きをつけて、メンバー間かんであってもむやみにもらさないこと』ってな」

「個こ人じん情じょう報ほう？」

「学がっ校こうで習ならわねーか？　ほら、あの～……なんだっけ？」

「本ほん名みょうや年ねん齢れい、住じゅう所しょ、電でん話わ番ばん号ごう、学がっ校こう名めいなど、個こ人じんを特とく定ていできる情じょう報ほうのことです」

　りーちゃんが説せつ明めいをつけ加くわえる。

「ネットに個こ人じん情じょう報ほうを書かきこまない──これは自じ分ぶんの身みを守まもるために当あたり前まえのことですが、ソライロでは念ねんのため、『ネットで知しり合あったメンバー同どう士し』も、なるべく個こ人じん情じょう報ほうは明あかさないことにしています。なので、私わたしたちとアオイさんは、おたがいにハンドルネーム以い外がい、年ねん齢れいや性せい別べつも知しりませんし、公こう表ひょうもせずに活かつ動どうしています」

「ソライロを立たち上あげるとき、アオイさんの提てい案あんで決きまったんだよ。まぁ、年としをかくすのはオレも賛さん成せい。『どうせ小しょう学がく生せいや中ちゅう学がく生せいがつくった動どう画がだろ』っていう色いろ眼鏡めがねで見みられたくねーし」

　ふたりの話はなしを、フムフムとうなずきながら聞きく。

　今いままで、ネットの掲けい示じ板ばんとかＳＮＳに書かきこんだことがないから深ふかく考かんがえたこともなかったけど、これからは、いろいろ気きをつけなきゃ。
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「そういえば、いっちーさんは、なにがキッカケでソライロの動どう画がに興きょう味みを持もったのですか？」

　ふいに、りーちゃんが、はずんだ声こえで言いった。

「キッカケは……うーん、たまたま見みかけて目めにとまったから、かなぁ」

　質しつ問もんに答こたえながら、あの動どう画がをはじめて見みた日ひのことを思おもい返かえす。

「動どう画がサイトはふだんそんなに見みないし、あのときは本ほん当とうにたまたま見みかけて、『メロンソーダ』を再さい生せいしたの。でも聴きいた瞬しゅん間かん、カミナリに打うたれたみたいなショーゲキを受うけて……」

「ハハハ。そんなにほめるなって」

「え？」

「オレの美び声せいに聴ききほれちゃったんだろ？　キモチはわかるぜ！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、照てれくさそうに鼻はなをこする。

　えーっと……。

　じつのところ、いったいなにがカミナリだったのか、わたしも、よくわかってないんだ。

　メロディー？

　歌か詞し？　映えい像ぞう？　それとも歌うた声ごえ？

　わからないけど、とにかくドキドキして、動うごきださずにはいられなくて。

　はじめて感かんじる気き持もちだった。

　もし、あの気き持もちに、名な前まえをつけるとしたら……？

「それはたぶん、恋こいですね！」

　りーちゃんが目めをかがやかせる。

「えっ？　こ、恋こい!?」

「はい！　きっと、恋こいしちゃったのですよ、いっちーさんは」

　頭あたまの中なかにハテナがうかぶ。

「……だれに？」

「曲きょくに！」

〝曲きょくに〟？

　それを聞きいて、なにかがストンと胸むねに落おちた。

　たしかに……恋こいみたいなものなのかも。恋こいというか、一ひと目め惚ぼれ？

　耳みみにした瞬しゅん間かんから、寝ねても覚さめても、あの曲きょくのことで頭あたまがいっぱいになっちゃったんだから。

「私わたしも、いっちーさんと同おなじですよ」

　りーちゃんが話はなしをつづける。

「アオイさんがまだおひとりで活かつ動どうしていたとき、たまたま『メロンソーダ』を聴きいて、直ちょっ感かんで『この曲きょくにＰＶ（＝プロモーションビデオ）をつけたい！』って思おもったのです」

「そうそう！　オレたち、そのときちょうど一いっ緒しょにいてさ。オレも、『この曲きょく歌うたいたい！』って思おもって。そんで、アオイさんに『サークル組くみませんか』ってメール送おくったんだ」

　コウスケ先せん輩ぱいが、興こう奮ふん気ぎ味みに身みを乗のり出だす。

「あのころのアオイさんの動どう画が、はっきりいって超ちょうダメダメだったんだぜ？　歌うた声ごえは入はいってないし、挿さし絵えもない。白しろい画が面めんに主しゅ旋せん律りつの音おとと歌か詞しが流ながれるだけ、みたいな地じ味み動どう画がでさ。せっかくいい曲きょくなのに、スゲーもったいねーじゃん。だからオレたちが力ちからを合あわせて、『この曲きょくをもっと広ひろめてやろう！』って思おもったんだよな～」

「つまり私わたしたちはみんな、同おなじ曲きょくに惹ひきつけられて、ここに集あつまっているというわけです！　これはもう、運うん命めいの出で会あいと呼よぶしかありません！」

　りーちゃんの言こと葉ばに、ごくりと息いきをのむ。

　ちがう町まちで暮くらしていたわたしたちが、たまたま一曲きょくの音おん楽がくを耳みみにしたことで、こうして出で会あって、話はなしをしてる。

　それって、ものすごい確かく率りつで起おきた、キセキみたいなことなのかもしれない。

「──あの。それで、アオイさんはいつ来くるの？」

　自じ己こ紹しょう介かいがひととおりすんだところで、ちょっぴりソワソワしながら聞きいてみる。

　コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんは、少すこし言いいにくそうに、ちらりと視し線せんを交かわした。

「じつは……アオイさんは人ひと前まえに姿すがたを見みせない主しゅ義ぎみたいで、私わたしたちもお会あいしたことがないのです。今日きょうも、『雲くも柄がらのアイテムを目め印じるしに待まち合あわせて』と連れん絡らくをもらっただけで……」

「まー、一いち度ども会あったことない相あい手てと組くむとか、ネット交こう流りゅうから結けっ成せいされたサークルじゃ、べつにめずらしいことでもねーしな」

「えっ……じゃあ、アオイさんは、今日きょうここには来こないってこと……？」

　あまりのショックに、ぽかーんと口くちがあいてしまう。

　アオイさんの方ほうから「顔かお合あわせをしたい」って言いったのに、本ほん人にんは来こないなんて！

　わたし、あの曲きょくをつくった人ひとに……アオイさんに会あえると思おもったからこそ、勇ゆう気きを出だしてここまで来きたのに……。

　がっかりするわたしを見みて、りーちゃんはあわてたように、ぱちんと手てをたたいた。

「あ、でも、この顔かお合あわせにはチャットで参さん加かしてくれることになっていますから！　いま、『いっちーさんと会あえました』ってメッセージを送おくってみますね！」

　大おおげさに明あかるい声こえで言いうと、リュックから最さい新しん型がたのノートパソコンをとりだす。

「──あのさ」

　そのときふいに、となりの席せきから声こえがした。

「俺おれ、そろそろ買かいもの行いってもいいかな？」

　横よこを見みると、冴さえ木きくんが席せきを立たつところだった。

　わたしは、ようやくハッと気きがつく。

（しっ、しまった～～～っ！）

　自じ分ぶんのことで頭あたまがいっぱいで、冴さえ木きくんの存そん在ざいをすっかり忘わすれてた！

　今いまの今いままでずーっと、退たい屈くつだったよね!?

　もともとＣＤショップに行いくついでってことで、つきそいもＯＫしてくれたんだし。

　よし、と決けつ意いして、冴さえ木きくんを見み上あげる。

「あの、冴さえ木きくん」

　ちゃんと、「今日きょうはありがとう」って、笑え顔がおでお礼れいを言いおう。

　そう思おもったはずだったのに。

　目めが合あったとたん、急きゅうに心こころ細ぼそくなった。

「……ほんとに、行いっちゃうの？」

「え？」

　……って、なに言いってんの、わたし!?

　考かんがえていたのとぜんぜんちがう言こと葉ばを口くち走ばしったことに、自じ分ぶんがいちばんびっくりする。

　引ひきとめられた冴さえ木きくんは、こまったように眉まゆをひそめてる。

「俺おれがいなくても、この人ひとたちなら、危き険けんな目めにあわされる心しん配ぱいはないと思おもうけど」

「ったりめーだろ！　オレほど紳しん士しな中ちゅう学がく生せいは、そういねーぞ！」

「コウちゃん。本ほん物ものの紳しん士しさんはそんな言こと葉ば遣づかいはしないと思おもいますよ」

　うん。見みてのとおり、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんが悪わるい人ひとじゃないってことはわかる。

　でも……それでもやっぱり、〝今日きょうはじめて会あった相あい手て〟ってことにはかわりない。

　冴さえ木きくんが、ただとなりにいてくれるだけで、どれほど安あん心しん感かんをくれていたか、今いまになってようやく思おもい知しった。

　さっき知しらないオジサンに話はなしかけられたときだって、冴さえ木きくんが助たすけてくれなかったら、わたし……。

「んー……じゃあ、こうしようか」

　わたしがよっぽど不ふ安あんそうな顔かおをしていたからか、冴さえ木きくんがあらためて口くちを開ひらく。

「俺おれ、買かいものして、一時じ間かんくらいしたらこの店みせにもどってくる。そしたら、帰かえりも一いっ緒しょに帰かえれるけど」

　そっけない声こえだけど、不ふ思し議ぎなことに、そのひとことで不ふ安あんがすーっと消きえていく。

「ありがとう！　わたし、この席せきで待まってるね」

　冴さえ木きくんは小ちいさくうなずいて、そのままお店みせを出でて行いった。




　残のこされたわたしたち三人にんは、だまってその背せ中なかを見み送おくる。

「イケメンだけど愛あい想そのないヤツだな。いっちーの彼かれ氏し」

　コウスケ先せん輩ぱいのひとことに、どっきーんと心しん臓ぞうがはねあがる。

「かっ、彼かれ氏しじゃありません！」

「え、ちげーの？」

「ちがいます！　ただのクラスメイトで、頼たのみやすかったからつきそいを頼たのんだだけで……」

「ふーん。ま、どっちにしろ、身しん長ちょう以い外がいはオレの圧あっ勝しょうだしな！」

　自じ信しんたっぷりに胸むねをはるコウスケ先せん輩ぱい。

　年とし下したの小しょう学がく生せいに身しん長ちょう負まけてるの、よっぽど気きになるみたい。

「それじゃあ、アオイさんからの返へん事じを待まつあいだ、私わたしたちの活かつ動どう内ない容ようなど、簡かん単たんに説せつ明めいしますね。いっちーさんは、動どう画が投とう稿こうをした経けい験けんはありますか？」

　りーちゃんに聞きかれて、首くびを横よこにふる。

「動どう画がどころか、ネットはいつも見みるだけなんだ。掲けい示じ板ばんに書かきこんだりしたこともないよ」

「なるほど。では、じっさいにサイトを見みながらお話はなししたほうがいいですね」

　りーちゃんは慣なれた様よう子すでパソコンを操そう作さして、わたしが『メロンソーダ』に出で会あった動どう画がサイトのページを表ひょう示じさせる。

「私わたしたちが活かつ動どうしている『ワクワク動どう画が』、通つう称しょう・ワク動どうは、日に本ほんでトップクラスのユーザー数すうをほこる動どう画がサイトです。ユーザーは自じ分ぶんで動どう画がをつくって投とう稿こうしたり、だれかの動どう画がにコメントをつけたりして、交こう流りゅうをたのしむことができます」

　トップページにならぶサムネイルのなかから、いちばん目め立だつ場ば所しょにある動どう画がをクリック。

　その再さい生せいページには、数かぞえ切きれないほどたくさんのコメントがついていた。

　再さい生せい回かい数すうは、いち、じゅう、ひゃく……一〇〇万まん!?

　この動どう画が、一〇〇万まん回かいも見みられたってこと!?

　はぁ。すごすぎて、別べっ世せ界かいの話はなしみたい。

「スゲーよなぁ、『アンエス』。ついにＣＤデビューだってよ」

　コウスケ先せん輩ぱいが、うらやましそうに目めを細ほそめる。

「あんえす？」

「この曲きょくをつくっているサークル、『＆アンドＳエス』のことです。ここ数すう年ねんでダントツの人にん気きをあつめていて、ついに今こん月げつ、大おお手てレーベルからＣＤアルバムが発はつ売ばいされたらしいですよ」

　ネットからＣＤデビュー!?

　話はなしが大おおきすぎて、あいた口くちがふさがらない。

「だあ～っ、オレもプロになりてぇ！　女じょ子しからキャーキャーいわれて、モテまくりてぇ～っ！」

　とつぜんさけびながら席せきを立たったコウスケ先せん輩ぱいを、りーちゃんがあわててたしなめる。

「もう。コウちゃん、他ほかのお客きゃく様さまの迷めい惑わくになります！」

　怒おこってぷくっとふくらんだほっぺが、とってもかわいい。

　りーちゃんに怒おこられたコウスケ先せん輩ぱいは、決きまりが悪わるそうに、「わりーわりー」って平ひら謝あやまりする。

　兄妹きょうだいみたいって思おもったけど、これじゃ、まるで、りーちゃんがお姉ねえさんみたい。

　……こんなこと言いったら、またコウスケ先せん輩ぱいに怒おこられるから、ぜったい言いわないけど！




　ピロリーン♪

　ふいに、パソコンのお知しらせ音おんが鳴なった。

　画が面めんを確かく認にんするや、りーちゃんが、ぱっと笑え顔がおになる。

「あ。アオイさんからメッセージがきました！」

　えっ、アオイさん!?

　名な前まえを聞きいただけで、きゅんと胸むねが高たか鳴なる。

『──僕ぼくはキミを待まってた』

　あのメッセージが、頭あたまに浮うかんで離はなれない。

　はぁぁ、緊きん張ちょうするなぁ……。

「ほら、いっちーさんも見みてください」

　りーちゃんはネットのブラウザを閉とじて、かわりに、メッセージアプリのグループトーク画が面めんをひらいて見みせてくれた。





アオイ『いっちーさんと会あえたんだね。よかった』
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　さらりとした風かぜが、心こころの中なかをふきぬける。

「なんで顔かお合あわせに来きてくれなかったんだろう？」って、もやもやと胸むねにつかえていたものが、いっぺんにふきとんじゃった！

　あのメールをくれたひとは、たしかにこの世よに実じつ在ざいしていて。

　今いま、この画が面めんの向むこうに、いる。

　いるんだ……。

　ドキドキしながら画が面めんを見みつめていると、また、「ピロリーン♪」と音おとがして、新あたらしいメッセージが表ひょう示じされる。





コウスケ『アオイさんおつかれさまッス！』






　ぱっとふりかえると、コウスケ先せん輩ぱいが、うれしそうに自じ分ぶんの携けい帯たいを操そう作さしていた。

　りーちゃんも、キーボードでメッセージを打うちこむ。

　ばしゃばしゃっと、おどろくようなタッチスピード。

（うわぁ、速はやっ!!）

　わたし、パソコンクラブだけど、こんなにタイピングが速はやい人ひと、はじめて見みたかも……。





Ｒｉｉりー『いま、いっちーさんと一いっ緒しょです。ちゃんとつきそいの人ひとを連つれて会あいに来きてくださったので、合ごう格かくということで大だい丈じょう夫ぶですよね？』

アオイ『もちろん。いっちーさん、こんにちは。来きてくれてよかった』






「はい、こんにちは！」

　声こえに出だしてから、「あっ」と気きづいて口くちを押おさえる。

　はずかしい！

　わたし、文ぶん章しょうに声こえで返へん事じしちゃった！

「あとで、いっちーさんもグループに招しょう待たいしますね」

　ふふっとほほえんで、またキーボードをたたくりーちゃん。





Ｒｉｉりー『いっちーさんが、「こんにちは」とおっしゃっています』

アオイ『うん。今日きょうは直ちょく接せつあいさつができず、ごめんね。でも、キミが僕ぼくたちの仲なか間まになってくれて、とてもうれしいよ。僕ぼくが代だい表ひょうなんて頼たよりないかもしれないけど、これから、四人にんで一いっ緒しょにがんばっていこう』






　曲きょくのイメージとぴったりの、やさしそうな文ぶん章しょう。

　きっと、すごくかっこよくて、大人おとなっぽい雰ふん囲い気きの人ひとなんだろうなぁ。

　うきうきと期き待たいに胸むねをふくらませて、わたしはそのメッセージをくりかえし読よみかえした。











５　ソライロ、活かつ動どうスタート！






「さて。アオイさんもいらっしゃったことですし、さっそく、『メロンソーダ』をリミックスする相そう談だんをはじめましょうか」

　りーちゃんはパソコンをテーブルのすみに移い動どうさせると、ノートと筆ひっ記き用よう具ぐを広ひろげる。

「リミックスって？」

「新しん生せいソライロの四人にんで『メロンソーダ』をつくり直なおして、さらにパワーアップさせよう！　ってことです。曲きょくのアレンジや挿さし絵え、動どう画がの構こう成せいも新あたらしくする予よ定ていですよ！」

「挿さし絵えって……つまり、わたしが？」

「もちろんです！　今いままでの動どう画がはフリー素そ材ざいの写しゃ真しんなどを使つかってつくっていましたが、今いまは、専せん属ぞく絵え師しさんがいますから！　私わたしも動どう画が師しとして気き合あいが入はいりますっ！」

　りーちゃんは、うれしそうにぎゅっとにぎりこぶしをつくる。




　わたしたちソライロがつくるのは、「音おん楽がく動どう画が」と呼よばれるジャンル。

　ようは、プロのアーティストが新しん曲きょくを出だすとテレビで流ながれる、ＰＶみたいなものだ。

　アーティストのＰＶというと、本ほん人にんが歌うたっている映えい像ぞうや、俳はい優ゆうさんが演えん技ぎをするドラマ仕じ立たてのものなんかが多おおいけど、今こん回かいつくろうとしているのは、数すう枚まいの絵えをつなぎあわせて歌か詞しを表ひょう示じさせていく、スライドショー形けい式しきの動どう画が。

　動どう画が編へん集しゅうの初しょ心しん者しゃでもはじめやすいから、ワク動どうで活かつ動どうしている音おん楽がくサークルのＰＶは、この形けい式しきが多おおいんだって。

「いいか？　星ほしの数かずほどある動どう画がのなかからユーザーの目めにとまって再さい生せいさせるためには、絵え師しの腕うでがスゲー重じゅう要ようだ。イラストは、その曲きょくの〝顔かお〟だからな！　期き待たいしてるぜ、いっちー！」

　ドキッ！

　コウスケ先せん輩ぱいの言こと葉ばに、思おもわず息いきをのむ。

（あんなすごい曲きょくの〝顔かお〟になるなんて……わたしにできるの!?）

　大だい好すきなアオイさんの曲きょく、大だい好すきなソライロの動どう画が。

　わたしの絵えで、みんなの足あしを引ひっ張ぱっちゃったらどうしよう？

　すごく、すごく不ふ安あんだけど……。

　わたしは、アオイさんの曲きょくに、もっとイラストを描かきたい！

　だからこそ、今日きょう、勇ゆう気きを出だしてここへ来きたんだもん！

「……はいっ！　せいいっぱい、やってみます！」

　わたしは覚かく悟ごを決きめて、ピンと背せ筋すじを伸のばした。




　はじめにとりかかったのは、「絵えコンテ」づくり。

　絵えコンテは、動どう画がの流ながれを四コマ漫まん画がみたいな形かたちで簡かん単たんにメモ書がきした、動どう画がの設せっ計けい図ずみたいなもの。動どう画が師しのりーちゃんが中ちゅう心しんになって決きめていく。

　今こん回かいは、わたしがアオイさんに送おくった一枚まいの絵えとあわせて、三枚まいのイラストで構こう成せいを組くむことになった。





アオイ『曲きょくの解かい釈しゃくやストーリーは、基き本ほん的てきに絵え師しのいっちーさんにまかせたいと思おもってる。送おくってくれた絵えは、ぜひサビに使つかってほしいけどね』






（ストーリーか……）

　はじめてこの曲きょくを聴きいたとき。

　主しゅ人じん公こうが青あお空ぞらの下したを駆かけぬける姿すがたが、はっきりと浮うかんできた。

　すっごく気き持もちよさそうで、たのしそうで……ワクワクした。

　わたしも、一いっ緒しょに走はしりたい！

　そう思おもいながら、絵えを描かいたんだ。

「この曲きょくのイメージは、『青あお空ぞら』と『初はつ恋こい』と……それから、『全ぜん力りょくダッシュ』です！」

　わたしは、頭あたまに浮うかんだストーリーを、そのままみんなに話はなした。




　──主しゅ人じん公こうの女おんなの子こは、中ちゅう学がく生せい。名な前まえはソラ。

　ソラには気きになる男おとこの子こがいる。

　となりのクラスで、サッカー部ぶのエース。まだしゃべったことはない。

　そんなある日ひ、キセキが起おこる。

　ずっと遠とおくから見みているだけだったそのひとに、はじめて、名な前まえを呼よばれるの。

　トキメキがはじけて、ソラは走はしり出だす。

　きらきらかがやく世せ界かいを、全ぜん速そく力りょくで突つっ走ぱしる！

　そんな、はじまったばかりの、恋こいの物もの語がたり……。




「──それじゃあ、なにかあったら、いつでも連れん絡らくしてくださいね！」

　リミックスの相そう談だんがだいたいまとまったところで、タイミングよく冴さえ木きくんが帰かえってきて、顔かお合あわせ会かいはおひらきとなった。

　りーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいと別わかれて、冴さえ木きくんとふたり、電でん車しゃに乗のりこむ。

　ガタンゴトン

　帰かえりも、冴さえ木きくんはあいかわらず眠ねむそうに音おん楽がくを聴きいていて、ほとんど会かい話わはなかった。

　だけど、行いきとちがって、時じ間かんが過すぎるのがあっというまに感かんじた。

　だって、イラストのイメージが次つぎ々つぎに浮うかんできて、止とまらないんだもん！

　さいしょの絵えは、相あい手ての男おとこの子この姿すがたを、ソラが遠とおくから見みつめるシーンにしよう、とか。

　男おとこの子ことはじめて言こと葉ばをかわすシーンは、どんな構こう図ずにしよう、とか。

　そんなこと考かんがえてたら、もう最も寄よりの駅えきについていた。

「冴さえ木きくん、今日きょうはどうもありがとう！」

　わたしは、晴はれやかな気き持もちでお礼れいを言いって、冴さえ木きくんと別わかれた。

（よ～し、帰かえったら描かくぞ～っ！）

　体からだ中じゅうがふわふわ軽かるくて、気きづいたらスキップしてた。

　自じ分ぶんの絵えがネットに公こう開かいされるなんてはじめての経けい験けんだし、不ふ安あんも緊きん張ちょうもあるはずなのに。

（大だい好すきなあの曲きょくの挿さし絵えが描かける！）

　そう思おもうだけで、ワクワクがみなぎってくるんだ！




　家いえに帰かえると、さっそくノートを広ひろげる。

　まずはキャラクターのデザイン。

　それからイラストの構こう図ずを決きめて、鉛えん筆ぴつで下した書がき。

「二週しゅう間かん後ごの日にち曜よう日び」というしめきりを気きにしながら、納なっ得とくがいくまで、くりかえし描かきなおす。

　そうしてようやくできあがった下した書がきを、今こん度どはプリンターでスキャンして、みんなに相そう談だん。





アオイ『うん。これで決けっ定ていでいいんじゃないかな』

コウスケ『オレもさんせい！』

Ｒｉｉりー『それでは、送おくっていただいたラフをもとに、私わたしも作さ業ぎょうをすすめますね！』






　下した書がきにＯＫが出でたら、やっと仕し上あげに入はいる。

　ちなみにわたし、色いろ塗ぬりは、パソコンで絵えを描かけるペン型がたマウス、『ペンタブレット』を使つかってるんだ！

　ずっとデジタルイラストにあこがれてて、今こ年としのお年とし玉だまでようやく手てに入いれたんだけど、五年ねん生せいまではふつうに色いろ鉛えん筆ぴつで塗ぬってたから、慣なれるまではすごく大たい変へんだった。

　使つかいはじめのころは、線せんを一本ぽん引ひくだけで苦く労ろうしてたっけ。





アオイ『こんばんは、イントロのアレンジサンプル送おくるね。よかったら感かん想そうおしえて』

Ｒｉｉりー『私わたしも、タイトルを表ひょう示じする部ぶ分ぶんをつくってみたので、送おくりますね！』

コウスケ『サビのとこだけ歌うたい直なおしてみた！　前まえのとどっちがいいか意い見けんくれ～！』






　作さ業ぎょうをしていると、みんなが制せい作さく途と中ちゅうの動どう画がや、音おん楽がくデータを送おくってくれたりする。

　遠とおくにいても、みんながそれぞれ、ひとつの作さく品ひんのためにがんばってるんだ。

　わたしが今いまこうして描かいてる絵えも、みんなの音おん楽がくや映えい像ぞうとあわさると、きっと何なん倍ばいも何なん十じゅう倍ばいもすごいものになっちゃうんだ！

　はじめは、わたしの絵えが作さく品ひんの〝顔かお〟になるなんて、正しょう直じきすごくこわかったけど……。

　今いまなら──みんなの力ちからを合あわせたら、きっと大だい丈じょう夫ぶだって、自じ信しんがわいてくる。

　ドキドキ、ワクワク。

「走はしりたい！」って気き持もちがおさえられない。

　まるで、主しゅ人じん公こうのソラの気き持もちと自じ分ぶんの気き持もちが、ぴったりシンクロするみたい！





コウスケ『やべー！　オレ、また歌うたいたくなってきた！』

いっちー『わたしも、走はしりたい！』

コウスケ『走はしる？　いっちー、ランニングでもするのか？』






　あ、そっか。

　急きゅうに走はしりたいなんて言いったら、ヘンだよね。

　すぐに、「まちがえました」って送おくろうとしたら、

　ピロリーン♪

　携けい帯たいのお知しらせ音おんが鳴なった。





アオイ『走はしろう。四人にんで一いっ緒しょに』






　とくん

　胸むねがときめく。

（すごい！　アオイさんも、わたしと同おなじことを考かんがえてたなんて！）

　くすぐったくなるようなうれしさに、思おもわず顔かおがニヤけちゃう。

　あこがれの、遠とおい存そん在ざいだと思おもってたアオイさんと、はじめて心こころが通つうじ合あった気きがした。

　この世せ界かいのどこかで暮くらしてる、会あったこともないひと。

　だけど、わたしたちの「心こころ」は、今いま、すごく近ちかいところにあるのかもしれない。

　だって……こうして同おなじ目もく標ひょうにむかって、同おなじ作さく品ひんにとりくんでるんだもん！







　ソライロの顔かお合あわせ会かいから、数すう日じつが経たった朝あさ。

　下げ駄た箱ばこで靴くつをはきかえようとしたら、ばったり、冴さえ木きくんに会あった。

「おはよう、冴さえ木きくん」

「うん。おはよ」

　冴さえ木きくんは、ねむたそうに目めをこする。

　そういえば、わたしたちって、あの日ひから一いち度どもしゃべってなかったな。

　まわりにだれもいないことを確かく認にんしてから、声こえをひそめて話はなしかけてみる。

「あの……この前まえのこと、だれにも言いわないでくれてありがとう」

　すると冴さえ木きくんは、わたしの顔かおを、穴あながあくほどじ～っと見みつめてくる。

　どきりとして、思おもわずあとずさる。

「……な、なに？」

「いや。秋あき吉よしがそんなにたのしそうな顔かおしてるの、はじめて見みたなーと思おもって」

「えっ!?」

　ぱっと両りょう手てでほっぺをおさえる。

（うそ。わたし、そんなニヤついちゃってた!?）

　うわ～、はずかしい！

　ソライロの絵え師しとして絵えを描かくのがたのしすぎて、最さい近きん、気きをぬくと、勝かっ手てにニヤニヤしてきちゃうんだよね。気きをつけなきゃ……！

　顔かおをおおったまま下したを向むく。

　──と、そのとき、

「べつに、かくさなくていいじゃん。せっかくかわいいのに」

　空そら耳みみかと思おもうほど、ものすごーく小ちいさな声こえが耳みみをかすめた。

（…………へっ？）

　がばっと顔かおを上あげるけど、冴さえ木きくんは何なに事ごともなかったように、しれっとした表ひょう情じょう。

「だれにも言いわないから心しん配ぱいしないで。俺おれ、口くち堅かたいし」

　くるりと背せ中なかを向むけて、階かい段だんの方ほうへ歩あるいていく。

　やっぱり、冴さえ木きくんってナゾすぎる…………けど。

（男おとこの子こから「かわいい」なんて言いわれたの、はじめてかも！……へへへ）

「おっはよー、一いち歌かぁっ！」

「わあっ!?」

　バシーン！　と、背せ中なかに強つよいショーゲキが走はしる。

「げほっ……ゆ、ユキちゃん、おはよ……」

　びっくりしたうえに、ユキちゃんは手て加か減げんってものができないから、かなりイタイ。

「あれ？　一いち歌か、なんか顔かお赤あかくない？」

「えっ!?　そそそ、そんなことないよ！」

「ん～？　なんか、アヤシイな～？」

　ユキちゃんが、じろーんと顔かおをのぞきこんでくる。

「……一いち歌か。あたしになにかかくしごとしてるでしょ？」

　ぎくっ

「そ、そんなのないって……」

　視し線せんが泳およいだのを気きづかれないように、首くびをぶんぶん横よこにふる。
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　その態たい度どがかえって怪あやしさを倍ばい増ぞうさせたらしくて、ユキちゃんはうさんくさそうに、口くちをとがらせた。

「そういや一いち歌か、最さい近きんあたしに絵えもくれないしさ」

「えっ？　そうだっけ？」

「うん。前まえは頼たのんでもいないのに、しょっちゅう落らく書がきの紙かみをくれたり、パソコンで色いろ塗ぬったやつとか、メールで送おくってきたじゃん」

　たしかにわたし、ユキちゃんに絵えを見みてもらうのが好すきで、よくプレゼントしてた。

　ユキちゃんは漫まん画がとかぜんぜん読よまないって言いうし、アニメにもくわしくないんだけど、いつもかならず、「一いち歌かの絵え、大だい好すき」って、すごくほめてくれるから。

（でも、今いまはちょっと、そこまで時じ間かんがないし……）

　それに、「ネットで知しり合あった人ひとたちと会あった」なんて、ユキちゃんにはぜったい言いえない！

「ねぇ、今こん度どまた見みせてよ」

「うん、また……あっ、そんなことより、ユキちゃんは漢かん字じテストの勉べん強きょうした？」

「漢かん字じ……？　うわっ、すっかり忘わすれてた！　国こく語ごって何なん時じ間かん目めだっけ？」

「一時じ間かん目めだよ」

「やっば！　今いまからやってくる！」

　バタバタとあわただしく走はしり出だすユキちゃん。

　わたしもそのあとを追おいかける。

（ふ～っ、うまく話はなしをそらせてよかった）

　親しん友ゆうのユキちゃんにかくしごとをするのは、ちょっと気きが引ひける。

　だけど、どうしても言いいだせなかった。

　ユキちゃんは前まえに、「一いち歌かはネットにむいてないよ」って反はん対たいしてたし、わたしがネットのサークルの絵え師しになった、なんて知しられたら、「あぶないからやめなよ！」とか言いって、止とめられちゃうかもしれない。

　そんなの、ぜったいイヤだもん。




　だって、こんなにも「描かきたい！」って気き持もちがわきでてくるのって、はじめてなんだ。

　じつをいうと、今いままではときどき、絵えを描かくのがきゅうくつに感かんじることもあった。

　絵えを描かくことはずっと大だい好すきだったけど、やっぱり気きがのらない日ひもあって。

　それでも、学がっ校こうで「絵えの上う手まい秋あき吉よしさん」って覚おぼえてもらえるように、「絵えを描かいて」ってお願ねがいされたら、ぜったい断ことわらないようにしたり。

　クラスのだれより上う手まくならなきゃ、っていうプレッシャーもあったり。

　たまに描かくのがつらくて、無む理りして描かくような日ひもあったんだ。

　それが今いまでは、まったくちがう。

　気きがのらない日ひどころか、気きがのらない瞬しゅん間かんさえ、なくなっちゃったの！

　ヒマさえあれば、『メロンソーダ』のイラストのことを考かんがえてるし、絵えを描かいていないときもついニヤけちゃうくらい、毎まい日にちたのしくてしょうがなくって！

　いつもの教きょう室しつも、見み慣なれた通つう学がく路ろも。

　なんでもない景け色しきさえ、きらきらして見みえるんだ！





アオイ『相そう談だんしてくれたソラの髪かみ色いろのことだけど、今いまの色いろがすごくイメージに合あっているから、僕ぼくはこのままでいいと思おもうよ』






　その晩ばん。パソコンに向むかって色いろ塗ぬり作さ業ぎょうをしていると、携けい帯たいにメッセージが届とどいた。





アオイ『昨日きのうは夜よふかししちゃったから、今日きょうは授じゅ業ぎょう中ちゅうずっと眠ねむかったな。ノートがミミズ大だい行こう進しん状じょう態たいでやばい』






　ふふっ。

　自し然ぜんと笑えみがもれる。

　アオイさんは動どう画が制せい作さくの連れん絡らくや相そう談だん以い外がいにも、こういうなにげないメッセージをけっこう送おくってくるの。

　わたしの携けい帯たいは、前まえの学がっ校こうを転てん校こうすることになったとき、「お別わかれする友ともだちと連れん絡らくをとりたいから」って、パパにねだって買かってもらったものなんだけど……けっきょく、半はん年としくらいで、なんとなく連れん絡らくはとらなくなっちゃってた。

　だからこうしてだれかからメッセージがくるだけで、すごくうれしいんだ。

（アオイさんって、どんなひとなんだろう？）

　いつか会あえるときがきたら、はじめてもらったメールに書かいてあったあの言こと葉ば、

『──僕ぼくはキミを待まってた』

　あれはどういう意い味みだったのか、聞きけたらいいな…………ふぁぁ。

　急きゅうに眠ねむ気けがおそってきて時と計けいを見みると、もう十一時じをすぎていた。

（わぁ、もうこんな時じ間かん！）

　あわててパソコンの電でん源げんと部へ屋やの電でん気きを消けして、ベッドにはいって。

　寝ねる前まえに、もう一いち度どだけメッセージを送おくる。





いっちー『そろそろ寝ねます！　おやすみなさい！』






　返へん事じは、すぐ送おくられてきた。





アオイ『おやすみ。また気きになることがあったら、いつでも連れん絡らくしてね』






　とくん

　ただ文も字じが並ならんでるだけなのに、どうしてか、胸むねの奥おくがキュッてなる。

　眠ねむかったはずなのに、目めを閉とじても勝かっ手てに口くち元もとがニヤけてきて、ぜんぜん眠ねむれない。

（んん～っ、なんだろ、この気き持もち！）

　ドキドキして、ムズムズして。

　今いまならこの部へ屋やをとびだして、空そらまで駆かけ上あがって行いけそう。

　そのくらいの。なんか。

　なんか……、すっごくいい感かんじ！











６　氷こおりの王おう子じさま






「えっ!?　冴さえ木きくんの絵え!?」

　わたしが声こえをあげると、樹じゅ里りちゃんは、シーッと唇くちびるにひとさし指ゆびをあてた。

　今いまは体たい育いくの授じゅ業ぎょう中ちゅう。

　もうすぐひらかれる六年ねん生せいの学がく年ねん行ぎょう事じ、『晴せい天てん小しょう　クラス対たい抗こうミニサッカー大たい会かい』にむけて、男だん子しも女じょ子しも練れん習しゅうにはげんでいるところだ。

　一いち部ぶの女じょ子しは、練れん習しゅうそっちのけで男だん子しのプレーを見みては、キャーキャーさわいでるけど。

「あのね。じつは、一組くみの友ともだちに一いち歌かちゃんの絵えを自じ慢まんしてたら、『わたしも描かいてほしい！』って頼たのまれちゃったの。ほら、冴さえ木きくんって、すごく人にん気きあるからさ～」

　樹じゅ里りちゃんが、「おねがい！」って顔かおの前まえで手てを合あわせる。

（ん～、どうしよう……）

　返へん事じを迷まよっていると、また、むこうのほうで「キャ～ッ！」と黄き色いろい声こえがあがった。

「あっ、また活かつ躍やくしたんだ！　さすが氷こおりの王おう子じさま！」

「王おう子じさま？」

「一いち歌かちゃん知しらないの？　冴さえ木きくんって、ファンのあいだでは、『氷こおりの王おう子じさま』って呼よばれてるんだよ！」

　広ひろ海みちゃんが目めをキラキラさせる。

「クールなのにスポーツもできるなんて、反はん則そく級きゅうにカッコイイよね！　漫まん画がのキャラみたい！」

　ふたりは、肩かたを寄よせあって大おおはしゃぎ。

　男だん子しが練れん習しゅうしている方ほうのコートを見みると、ゴールをきめた冴さえ木きくんが、チームの男だん子しにもみくちゃにされていた。

　いつもは見みせない表ひょう情じょうに、ドキッとする。

　キラリと汗あせが光ひかる冴さえ木きくんの顔かおから、なぜだか目めがはなせない。

「……あれ？　もしかして、一いち歌かちゃんも冴さえ木きくんのこと好すきなの？」

　ふと、広ひろ海みちゃんが探さぐるような目めでわたしを見みた。

「好すきだから、ライバルの子こに絵えを描かいてあげるなんてイヤだとか？」

「ええっ!?　ううん、ぜんぜん！　そういうわけじゃないよ！」

　冴さえ木きくんのことはかっこいいと思おもうけど、正しょう直じき言いうと、ちょっぴりニガテだもん。

　会かい話わもつづかないし、なに考かんがえてるかわかんないし。

　わたしはどっちかというと、もっと話はなしやすくて、やさしくて、大人おとなな感かんじの人ひとが……、

「おぉーい！　そのへんの女じょ子し！　練れん習しゅうサボるなーっ！」

　遠とおくから鋭するどい声こえがとんできた。

　ユキちゃんが目めをとがらせて、男だん子しの練れん習しゅうを見けん学がくする女じょ子し集しゅう団だんを注ちゅう意いしてる。

「わ、ヤバ。ユキが怒おこってるよ！　うちらも戻もどらなきゃ！」

　すると、樹じゅ里りちゃんが、ぽんとわたしの肩かたをたたいた。

「それじゃあ、さっきの話はなし、よろしくね～！」

「えっ、あ……」

　けっきょく、押おし切きられて「わかった」って言いっちゃった。

（冴さえ木きくんの絵えかぁ……）

　わたしが描かく絵えって、肖しょう像ぞう画がとか美び術じゅつ系けいの絵えじゃなくて漫まん画がやゲームのキャラみたいなイラストの方ほうだし、現げん実じつにいる人ひとの絵えは、あんまり描かいたことないからニガテなんだ。

　それに、今いまは絵え師しのしごともあって、けっこう忙いそがしい。

（……ちゃんと、断ことわればよかったかな）

　なんて、いまさら思おもっても、もうおそいけどさ。

　ううっ、最さい近きんすごくハッピーだったのに……ちょっぴりユーウツだよ。




　ところがその日ひ。

　ブルーな気き分ぶんを、さらに落おちこませるできごとがあった。

　帰かえりの会かいで、サッカー大たい会かいの『応おう援えんフラッグをつくる係かかり』を決きめることになったんだ。

「男だん女じょひとりずつです。立りっ候こう補ほしたい人ひと！　さぁ、遠えん慮りょせずカモンッ！」

　まるちゃん先せん生せいが、ぐるりと教きょう室しつをみまわす。

　いつもは騒さわがしいみんなも、こういうときだけ、しーんとおとなしくなる。

　フラッグ係がかりは、ふだんの係かかりとはまたべつに、イベント限げん定ていでトクベツにもうけられる係かかり。つまり、だれかが追つい加かでやらなきゃいけなくなるってこと。

（めんどくさいことはイヤだよね）って心こころの声こえが、あちこちから聞きこえてきそう。

　ああ、やだな。こういう空くう気きってニガテ。

　目め立だたないように下したを向むいて、やりすごそう──、

「──はい！　女じょ子しは秋あき吉よしさんがいいと思おもいまーす！」

　とつぜん、だれかが声こえをあげた。

　ドキッとしてふりかえると、オシャレ系けいグループのリーダー、リリアちゃんが手てを挙あげていた。

「さんせーい！　クラスでいちばん絵えが上う手まいし！」「いいじゃん、決きまりで！」

　リリアちゃんのグループの子こたちが次つぎ々つぎに意い見けんを合あわせはじめる。

　するとそこに、男だん子しまで乗のっかって、

「なぁ、秋あき吉よしさんがやるなら、男だん子しはいらなくね？」

「たしかに！　ひとりで描かいてもらった方ほうがクオリティー高たかくなりそうだよな」

　なんて、教きょう室しつはすっかり、わたしひとりに係かかりを押おしつけることに賛さん成せいのムード。

（ひい～、なんでこんなことにっ!?）

　じわり、背せ中なかに嫌いやな汗あせがにじむ。

　ちょっと前まえのわたしなら、「断ことわる」なんて選せん択たく肢しを考かんがえることもなく引ひき受うけてたと思おもう。

「絵えが上う手まいから」って推すい薦せんしてくれたことは、すごくうれしいし。

　でも今いまは、ソライロの絵え師しのしごとに、樹じゅ里りちゃんから頼たのまれた絵えも描かかなきゃならない。

　それに加くわえてフラッグづくりとなれば……時じ間かんがいくらあっても足たりないかも!?

（けど……わたし、試し合あいでは足あしひっぱっちゃいそうだし、やっぱり引ひき受うけたほうが……）

　プレッシャーを感かんじつつ、あたふたと悩なやんでいたら、

　ざわっ

　ふいに、教きょう室しつがどよめいた。

「男だん子しでだれもやりたい人ひといないなら、俺おれ、やります」

　はっきりした声こえが、教きょう室しつにひびく。

　まっすぐ手てを挙あげているのは──なんと、冴さえ木きくん!?

「ただ、係かかりにぜんぶ押おしつけるんじゃなくて、みんなにも協きょう力りょくしてほしい。サッカー大たい会かいではクラスみんなでチームなんだし、フラッグも一いっ緒しょにつくったほうが団だん結けつ力りょくも高たかまると思おもう」

　クラスのみんなが、しずかに耳みみをかたむけている。

　いつもは無む口くちな冴さえ木きくんの言こと葉ばには、不ふ思し議ぎな重おもみがあった。

　そして冴さえ木きくんが話はなし終おえたときには、教きょう室しつにただよっていた嫌いやな空くう気きは、すっかりいれかわっていた。

「よし！　みんなでアイディア出だしあって、超ちょうかっこいいフラッグにしようぜ！」

　ムードメーカーの武たけ宮みやくんが言いうと、男だん子しが「おーっ」と大おお盛もり上あがり。

　女じょ子したちからも、ぱちぱち賛さん成せいの拍はく手しゅが起おこる。

「うん！　じゃあフラッグ係がかりは、女じょ子しが秋あき吉よしさんで男だん子しが冴さえ木きくんで決けっ定ていにします。ふたりは放ほう課か後ご、職しょく員いん室しつに道どう具ぐをとりにきてください。みんな、今いま決きめたとおり、全ぜん員いんが協きょう力りょくしあってフラッグづくりをすすめよう！　では以い上じょう、日にっ直ちょく！…………秋あき吉よしさん！」

「あ……はいっ、起き立りつ！」

　そういえば日にっ直ちょくだった！　わたしはあわてて号ごう令れいをかけた。





　ゴゴゴゴゴゴゴ……!!



　漫まん画がならそんな効こう果か音おんがつきそうな表ひょう情じょうで、ユキちゃんがわたしの机つくえの前まえで腕うでを組くんで、仁に王おう立だちしていた。

「一いち歌か！　さっき、本ほん当とうは断ことわりたかったんじゃないの？」

　あまりの迫はく力りょくに、思おもわず首くびをひっこめる。

「いや、えーっと……ちょっと忙いそがしくなるなーとは思おもったけど、せっかく推すい薦せんしてもらったし、いいかなって……」

「よくないっ！」

　バシン！　ユキちゃんが机つくえをたたく。

「いつも言いってるじゃん、イヤなときはハッキリ断ことわらないとダメだって！」

「で、でも、まぁ、冴さえ木きくんのおかげで、みんな手て伝つだってくれることになったしさ」

「一いち歌かは、まわりに気きをつかいすぎなんだよ。もっとわがままになっていいし、自じ分ぶんの本ほん音ねをぶつけるべき！　ちゃんと言いわなきゃ、だれもわかってくれないんだからね？」

　ユキちゃんは口くちをへの字じに曲まげて、ため息いきをつく。

（あちゃ～、また心しん配ぱいかけちゃったなぁ……）

　ユキちゃん、わたしのことになると、すごく心しん配ぱい性しょうになるんだよね。

　こうやって、自じ分ぶんのことのように気きにかけてくれるのはうれしいけど……。

　本ほん当とうは、親しん友ゆうのユキちゃんだからこそ、心しん配ぱいも迷めい惑わくもかけたくないのにな。

「……けどさ。そういえば意い外がいだったよね、冴さえ木きがあんなこと言いうなんて。一いち歌かって、冴さえ木きと仲なかいいんだっけ？」

　ぎくぅ！

　仲なかがいいわけじゃないけど、冴さえ木きくんには大だい事じな秘ひ密みつをナイショにしてもらってます。

「あ……ほら、冴さえ木きくんサッカー上じょう手ずだし。サッカー大たい会かいにむけて気き合あい入はいってるんじゃない？」

「気き合あい？　あの年ねん中じゅう寝ね不ぶ足そくの冴さえ木きが？」

　首くびをかしげるユキちゃん。

　でも、ユキちゃんの言いうとおり、冴さえ木きくんが立りっ候こう補ほしたのは意い外がいだった。

　……もしかして、だけど。

　係かかりを押おしつけられそうだったわたしのこと、助たすけてくれたのかな？

　そう思おもって、うしろをふりかえると、教きょう室しつには冴さえ木きくんの姿すがたが見み当あたらなかった。

　わたしたちフラッグ係がかりは、ふたりで道どう具ぐ一いっ式しきを職しょく員いん室しつへとりにいくことになってるのに。

（冴さえ木きくん、どこ行いったんだろ？）

　念ねんのため冴さえ木きくんの席せきを確かく認にんすると、まだ荷に物もつは置おいてある。帰かえってはいないみたい。

（まぁ、ちょうど日にっ直ちょくで職しょく員いん室しつに用よう事じもあるし、もし戻もどってこなかったらひとりで行いけばいいか）

　ユキちゃんとバイバイしてから、わたしはゆっくりめに日にっ誌しを書かいて、教きょう室しつを出でた。




　今日きょうは委い員いん会かいもクラブ活かつ動どうもないから、もう校こう舎しゃにはほとんど人ひとが残のこってない。

　廊ろう下かの窓まどから下したをのぞくと、下げ校こうしていくみんなの姿すがたが見みえる。

（…………ん？）

　階かい段だんを下おりようとしたとき、ざわざわと聞きこえる話はなし声ごえにまざって、かすかにきれいな音おとが聞きこえてきた。

　ピアノの音おとだ。

　それも、すごく上じょう手ず。

　その音ね色いろに吸すい寄よせられるように、くるりと方ほう向こう転てん換かんする。

　階かい段だんを上のぼって、四階かいのつきあたり。

　音おん楽がく室しつの中なかを、ちらりとのぞきこむ。

（……えっ!?）

　びっくりした。

　ピアノを弾ひいていたのは、冴さえ木きくんだった。
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（知しらなかった。冴さえ木きくん、ピアノ弾ひけるんだ！）

　こうして見みると、本ほん当とうに王おう子じさまみたい。

　鍵けん盤ばんの上うえをすべるように動うごく細ほそい指ゆび。

　美うつくしいメロディーが、あたりをつつみこんでいる。

（知しらない曲きょくだけど、すごくきれい。ずっと聴きいていたいな……）

　まるで夢ゆめの中なかにいるような気き分ぶんで耳みみをかたむけていた──そのとき。

　バサッ

　日にっ誌しがするりと手てをすべり、床ゆかに落おちた。

　ハッとわれにかえって拾ひろいあげたけど、時ときすでに遅おそし。

　冴さえ木きくんと、ばちっと目めが合あう。

（わ～～～、どうしよう、どうしよう！）

　冴さえ木きくんはピアノのふたを閉とじて、険けわしい表ひょう情じょうで出で口ぐちへ歩あるいてくる。

　演えん奏そうの邪じゃ魔まをして、怒おこらせちゃったかな!?

「あ、あのっ……！」

「ごめん、秋あき吉よしが日にっ誌し書かき終おわる前まえには戻もどるつもりだったんだけど。職しょく員いん室しつだよね、今いまから一いっ緒しょに行いこう」

　わたしの横よこをすりぬけて、そのまま廊ろう下かを歩あるいて行いく冴さえ木きくん。

　なんて声こえをかけようか迷まよったあげく、わたしは、一いち番ばんあたりさわりがなさそうな言こと葉ばをえらぶ。

「冴さえ木きくんって、ピアノ弾ひけるんだね。知しらなかったなぁ」

　………………あれ？

　反はん応のうがない。

　不ふ思し議ぎに思おもって、その横よこ顔がおを見み上あげた瞬しゅん間かん、

　──どきりと息いきをのんだ。

　だって、冴さえ木きくん。

　まるでどこか遠とおくを見みるような、さみしそうな目めをしてる。

「……今いまの忘わすれて」

「え？」

「ピアノはもう弾ひかないから」

　冴さえ木きくんは小ちいさな声こえで言いって、そのままだまりこむ。

　どうしたんだろう、冴さえ木きくん。

　どうして、そんなこと言いうんだろう？

「もう弾ひかないってどういうこと？　さっきの、すごくきれいな曲きょくだったのに」

「…………」

「なんていう曲きょくなの？　ねぇ、冴さえ木きくん──」

　冴さえ木きくんが足あしを止とめた。

　足あし下もとに目めを落おとしたまま、ぎゅっと、眉まゆをくもらせる。

「──きれいなんかじゃないよ、あんな曲きょく」

　氷こおりのようにつめたい声こえが、グサッとつきささる。

　冴さえ木きくんは、ショックでかたまるわたしに見み向むきもせず、足あし早ばやに廊ろう下かの向むこうへ消きえた。

（や…………やっぱ、ニガテだ！）

　同おなじ係かかりになったんだし、少すこしは仲なか良よくなれたらいいなって思おもったけど！

　なに考かんがえてるんだか、ぜんっぜんわかりませんっ！











７　祝しゅく・初はつコメント！






　その次つぎの日にち曜よう日び。

　わたしは、りーちゃんにさそわれて、ひとりでおでかけをした。

　待まち合あわせ場ば所しょは、さいしょに待まち合あわせたのと同おなじ、春はる風かぜ駅えき。

　りーちゃんとコウスケ先せん輩ぱいと合ごう流りゅうして、駅えき前まえのカラオケボックスに入はいる。

「カラオケで、なにするの？」

「まーまー、いいからついてこいって──ちわーっす」

　コウスケ先せん輩ぱいがカウンターに声こえをかけると、大だい学がく生せいくらいの若わかい店てん員いんさんが応おう対たいしてくれた。

「よう、コウスケ。今日きょうは三人にんだっけ？　おふくろさんから電でん話わもらってるよ」

「ハイ、おねがいします」

　コウスケ先せん輩ぱいと親したしげに話はなす店てん員いんのお兄にいさん。

　知しり合あいなのかな？　と思おもってじーっと見みていたら、ぱちりと目めが合あった。

「あ、はじめまして。俺おれ、コウスケの兄あに貴きの友ともだちで、ヒラノっていいます。いちおう、今日きょうは三人にんの監かん督とく役やくを頼たのまれてるんだ。なんか困こまったことあったら気き軽がるに声こえかけてね」

「あっ……ありがとうございます！」

　ヒラノさんのやさしい笑え顔がおのおかげで、肩かたに入はいっていた力ちからがスッと抜ぬける。

　カラオケってあんまり来こないから、無む意い識しきに緊きん張ちょうしてたみたい。

「──では、準じゅん備びをするので、ふたりは先さきに飲のみ物ものを取とりに行いっていてください」

　部へ屋やに案あん内ないされるなり、りーちゃんはリュックを下おろしてなにやら作さ業ぎょうをはじめた。

〝準じゅん備び〟って、なんのだろう？

　いくら聞きいても、ふたりはニヤリと笑わらうばかりで、なかなか教おしえてくれない。




　ドリンクバーで飲のみ物ものをいれて部へ屋やにもどると、りーちゃんのノートパソコンが、ケーブルでカラオケのディスプレイとつながれていた。

　パソコンの画が面めんが、そのまま大おおきなディスプレイに映うつしだされるようになってる。

「え～、本ほん日じつは、おあつまりいただきありがとうございます！」

　暗くらくした部へ屋やの中なかで、マイクを手てに、あらたまったあいさつをするりーちゃん。

　なにがはじまるのか見けん当とうもつかなくて、息いきをのんで見み守まもっていると……？

「ただいまより……新しん生せいソライロの初はつ動どう画がとなる、『メロンソーダ（リミックスＶｅｒ．）』の、最さい速そく上じょう映えい会かいをおこないますっ！」

　その言こと葉ばに、どきん、と胸むねが高たか鳴なった。

「上じょう映えい会かいってことは……じゃあ、ついに完かん成せいしたんだ！」

「はいっ！　動どう画がは、すでにアップロードしてあります。『記き念ねんすべき第だい一回かい目めの再さい生せいは、みんなでそろって見みよう』と、アオイさんの提てい案あんです！」

　すごい！　とうとうきたんだ、待まちに待まった日ひが！

　絵え師しのわたしは先さきにイラストを仕し上あげて、そのあとは数すう日じつ間かん、動どう画が師しのりーちゃんが動どう画がを完かん成せいさせてくれるのを待まつだけだったから、どんな風ふうになってるのかぜんぜん知しらないんだ。





アオイ『こちらは準じゅん備びＯＫ！　今いまからちょうど30秒びょう後ごに、同どう時じに再さい生せいしよう』






　アオイさんからメッセージがくると、コウスケ先せん輩ぱいが、がばっと立たち上あがった。

「よっしゃ、カウントスタートだぜ！　30！　29！　28！……」

　まるで大おお晦みそ日かのカウントダウンみたいに、大おおきな声こえで秒びょう数すうを数かぞえていく。

　どきん、どきん

　カウントがすすむごとに、全ぜん身しんが汗あせばむような緊きん張ちょう感かんにつつまれる。

　生うまれてはじめて、仲なか間まと一いっ緒しょにつくる〝作さく品ひん〟として描かいたイラスト。

　大だい好すきなアオイさんの曲きょく。大だい好すきなソライロのみんなの作さく品ひん。

　大だい丈じょう夫ぶかな？　わたしの絵え、足あしを引ひっ張ぱったりしてないかな？

　期き待たいと不ふ安あんで心しん臓ぞうがバクバクと激はげしくはずんで、じりじり、体からだが熱あつくなってきて……、

「「「10！　９！　８！　７！……」」」

　気きづけば、わたしもりーちゃんも、立たち上あがってさけんでいた。

　不ふ安あんをかきけすように、めいっぱい、声こえをはりあげる。

「「「３！　２！　１っ！……」」」

「それでは、上じょう映えいスタートですっ！」




　──再さい生せいがはじまった瞬しゅん間かん、息いきをのんだ。




　絵え、メロディー、映えい像ぞう、歌うた声ごえ。

　バラバラにつくったはずのものがぴったりと重かさなりあい、それぞれが、見み事ごとにおたがいのよさを引ひき出だしあって……。

　声こえにならない感かん動どうが、胸むねの奥おくからふつふつとわきあがってくる。





アオイ『想そう像ぞう以い上じょうの完かん成せい度どだ！　みんなおつかれさま！』






　アオイさんからのメッセージで、うれしさが、一いっ気きにはじける。

「すごい……すごいすごいっ!!」

　わたしはとびあがって、りーちゃんの手てをとった。

「音おん楽がくも映えい像ぞうも、こんなにすごくなってるなんて思おもわなかった！　この映えい像ぞう、りーちゃんひとりで編へん集しゅうしたんでしょ!?」

　元もとになってる素そ材ざいは、わたしが描かいた、たった三枚まいのイラストのはずなのに。ズームとか特とく殊しゅ効こう果かがたくさん使つかわれていて、まるでアニメーションかと思おもっちゃうくらい！

　歌か詞しの表ひょう示じのさせ方かたにもいろいろな変へん化かがついてるから、最さい後ごの一秒びょうまでワクワクした気き持もちで見みられた。

「リイコは才さい能のうあんだよ！　なんせ、このオレサマがみとめた動どう画が師しだからな！」

　コウスケ先せん輩ぱいが得とく意いげにりーちゃんの頭あたまをぽんぽんとすると、りーちゃんは、まるでリンゴみたいに真まっ赤かになってうつむいた。

　かわいい！

　いつもはしっかりしてるけど、ほめられて照てれちゃうなんて、やっぱりまだ五年ねん生せいなんだなぁ。

「こういう動どう画がって、どうやってつくるの？」

「えっと……私わたしはごく普ふ通つうに、動どう画がが編へん集しゅうできるパソコン用ようソフトを使つかっています。シンプルな動どう画がなら無む料りょうのものでもできるので、まずはそれで勉べん強きょうして、いずれは、もう少すこし良いいソフトを買かえたらいいな～、って」

「あ、わたしも同おなじ！」

　パソコンで絵えを描かくイラストソフトは、フリーのものを使つかってるよ。

「オレも、マイクはこづかいで買かったけど、録ろく音おんソフトはフリーのやつだぜ」

　みんな、小しょう学がく生せいや中ちゅう学がく生せいだもんね。

　プロが使つかうような高こう価かなソフトや機き材ざいはさすがに使つかえない。

　でも、力ちからを合あわせて工く夫ふうすれば、こんなにすごいものができるんだ！

　なんだか誇ほこらしい気き持もちになっていると、ふいに、りーちゃんが「あっ！」と声こえをあげた。

「見みてください！　さっそくコメントがつきました！」

「マジでっ!?」

　ジュースを飲のんでいたコウスケ先せん輩ぱいが、ディスプレイにとびつく。

「どこだ？　なんて書かいてある？　オレの歌うた声ごえをほめたたえるコメントか？」

　興こう奮ふん気ぎ味みに騒さわぎ立たてるコウスケ先せん輩ぱいの頭あたまごしに、ちらりとその文も字じが見みえた。





『この絵えすきかも！』






　はっと息いきをのむ。

　絵え、ってことは……!?

「いっちーさんのイラスト、好こう評ひょうですよ！」

　りーちゃんがうれしそうにわたしの手てをにぎる。

　信しんじられないような気き持もちで画が面めんを見みつめるうちに、だんだん、じわじわ実じっ感かんがわいてくる。

　これは、わたしの絵えに対たいするコメント。

　つまりわたしの絵えを、「好すき」って思おもってくれた人ひとがいるってことだ！

　すごい！

　ネットでだれかからコメントをもらうなんて、はじめてだよ！
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「やったな、いっちー！　さすがウチの絵え師しだぜ！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、ぽんと肩かたをたたいてくれる。

「こうやって、見みた人ひとからすぐ感かん想そうもらえるのが投とう稿こうする楽たのしさのひとつだよな。オレも、はじめて歌うた声ごえほめられたときのことは、今いまでも忘わすれられねーもん」

　わたしのことを知しらない人ひとが、わたしの絵えだけを見みて、ほめてくれた。

　そう思おもうと、すごく、「みとめられた」って気き分ぶんになって、うれしさがこみあげてくる。

　この曲きょくの〝顔かお〟になるっていう大たい役やく……ちょっとは果はたせたんだ！

　今いままでにない達たっ成せい感かんに、ドキドキ、興こう奮ふんがおさえられない。





アオイ『新しん生せいソライロの初はつ動どう画が完かん成せいと、いっちーさんへの初はつコメントを祝いわって、みんなで乾かん杯ぱいしよう！』






　アオイさんの提てい案あんで、わたしたちはふたたびドリンクバーで飲のみ物ものをいれてきた。

　もちろん、全ぜん員いん、メロンソーダ！

「「「かんぱーい！」」」

　グラスをコツンと当あてて豪ごう快かいに一ひと口くち！　同どう時じにぷはーっと息いきをつく。

　こんなにおいしいメロンソーダ、はじめて！

「……アオイさんにも、会あえたらいいのになぁ」

　無む意い識しきに、ぽつりとつぶやいていた。

　四人にんで力ちからを合あわせて完かん成せいさせた『メロンソーダ（リミックスＶｅｒ．）』の試し写しゃ会かい。

　さっきみたいに、メッセージをもらうだけでもうれしかったけど、この場ばにアオイさんがいてくれたら、きっと、もっともっとうれしかっただろうなって思おもったから。

　個こ人じん情じょう報ほうは気き軽がるに教おしえちゃダメってことはわかるけど、わたしたちは仲なか間まなんだし、一いち度どくらい会あってくれてもいいのに……。

「んー……アオイさんが会あいたがらないのってさ、ちょっとワケアリなんだよ」

　コウスケ先せん輩ぱいが、眉み間けんにしわをよせて言いう。

「オレ、アオイさんのこと尊そん敬けいしてるし、『会あいたい！』って頼たのみまくったことあるんだ。でも……ちょっとフクザツな事じ情じょうがあってダメなんだって、すげー謝あやまられた。だから、べつにオレらを信しん用ようしてないとかじゃないんだよ。あせらなくても、いつか向むこうから『会あおう』って言いってくれるときがくるかもしれないじゃん？　それまで、信しんじて待まつのが仲なか間まってもんだ」

　まっすぐな言こと葉ばが、しぼんでいた心こころにじーんとひびく。

　りーちゃんも、感かん心しんしたようにうなずいてる。

「コウちゃんって、たまーにいいことを言いいますよね！」

「おいおい。オレは歩あるく名めい言げんメーカーだぞ？」

　わたしは、りーちゃんと目めを合あわせて、大おお笑わらいした。







　夕ゆう方がたになって家いえに帰かえると、ちょうど、アオイさんからメッセージが届とどいた。





アオイ『現げん在ざい、新しん曲きょくを制せい作さく中ちゅう。まとまったらみんなに知しらせるね』






　うれしいおしらせに、心こころがおどる。

　アオイさんの新しん曲きょく、はやく聴ききたいなぁ。





いっちー『そういえば、アオイさんは、どうしてワク動どうに曲きょくを投とう稿こうしようと思おもったんですか？』






　ふと気きになって質しつ問もんしてみた。

　たしか、りーちゃんたちとソライロを組くむ前まえは、ひとりで活かつ動どうしてたって言いってたよね。

　それも、動どう画がの編へん集しゅうはあまり上じょう手ずじゃないのに。

　しばらくそわそわと待まっていたら、新あたらしいメッセージが追つい加かされた。





アオイ『自じ分ぶんの曲きょくを、ある人ひとに聴きいてもらいたかったからかな』






　どきん。心しん臓ぞうが小ちいさくうずく。

　ある人ひと？……って、だれ？





Ｒｉｉりー『それはもしや、好すきなお相あい手てでは!?』

コウスケ『オレも知しりたい！』

アオイ『いやいや。そのへんは個こ人じん情じょう報ほうなのでナイショにさせて』






　みんなのやりとりが、頭あたまに入はいってこない。

　アオイさんの好すきな人ひと。

　もし、そんな人ひとがいるんだとしたら……。

（きっと、わたしみたいな平へい凡ぼん小しょう学がく生せいなんかじゃなくて、高こう校こう生せいくらいの、すごく大人おとなで、キレイな人ひとなんだろうなぁ……）

　ぼんやり思おもってから、「あれ？」と首くびをかしげる。

　わたし、なんでこんなにショックを受うけてるんだろう……？




　──そして、同おなじころ。

　ヘコんだわたしにトドメをさすような、最さい大だいのピンチがおとずれようとしていた。











８　ネットにひそむ悪あく魔ま






『メロンソーダ』に初はつコメントがついたあの日ひから、毎まい日にち、動どう画がのコメントをチェックするのがわたしの日にっ課かになっていた。

　といっても、ソライロは、まだ作さく品ひん数すうも少すくないできたてのサークル。

　ファンが大おお勢ぜいいる人にん気きサークルみたいに、たくさんのコメントをもらえるわけじゃないけど。

　それでも、再さい生せい回かい数すうがちょっぴり増ふえているだけでうれしいんだ。




　その日ひも学がっ校こうから帰かえってくると、いつものようにパソコンをつけて、動どう画がのページをひらいた。

（あれ……？　急きゅうにコメント数すうが増ふえてる!?）

　ワクワクしながら、コメントをチェックする。

　──ところが。

　わたしの目めにとびこんできたのは、思おもいもよらない言こと葉ばだった。





『この絵え、パクリだろ？』
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　どっくん

　期き待たいにときめいていた心こころが、一いっ瞬しゅんで凍こおりつく。





『他た人にんの絵えパクるとかサイテーすぎ！　恥はずかしくないの？』

『パクリ絵え師しは謝しゃ罪ざいしてください』

『絵え師しやめろ！』






　画が面めんをうめつくす悪わる口くちは、ぜんぶ、イラスト……ううん、わたしに向むけられたものだった。

「な、なにこれ……？」

　頭あたまが真まっ白しろになる。

　もちろんわたしは、パクリなんてした覚おぼえはない。それなのに……。

（どうして？　なんでこんなひどいこと言いわれなきゃいけないの？）

　どくん、どくん

　画が面めんの文も字じが、黒くろい渦うずのようにうごめいて襲おそいかかってくるようで。

　こわくなって、すぐにパソコンの電でん源げんを切きった。

　つい昨日きのうまであんなに楽たのしかったのに、天てん国ごくから地じ獄ごくにつきおとされたみたい……。

　ピロリーン♪

　しずかな部へ屋やの中なかに、携けい帯たいのお知しらせ音おんがひびいた。

　おそるおそる確かく認にんすると、アオイさんからのメッセージだった。





アオイ『いっちーさん、ワク動どうのコメント見みた？』






　……ってことは、もう、アオイさんも見みたんだ。

　ぼんやりしていたら、メッセージが追つい加かされる。





アオイ『じつは、原げん因いんと思おもわれるページを見みつけたんだ。確かく認にんしてもらえないかな』






　アオイさんから送おくられてきたＵＲＬ。

　アクセスすると、有ゆう名めいなイラスト投とう稿こうサイトだった。

　ワク動どうのような動どう画が投とう稿こうサイトのイラスト版ばんで、ユーザーが自じ分ぶんのイラストや漫まん画がを投とう稿こうして、コメントや感かん想そうをもらったり、交こう流りゅうしたりできるサイト。

　表ひょう示じされたのは、その中なかの、『ウイング』という名な前まえのユーザーのページ。

　そこに……そこに、わたしの絵えがあった。

　アップロードされている絵えは、どれも見み覚おぼえがある。

（ぜんぶわたしが描かいた絵えだ、まちがいない！　でも……いったい、どうして？）

　心しん臓ぞうが、ドキンドキンと嫌いやなリズムで脈みゃく打うつ。

　ページを見みていくと、下したのほうにコメント欄らんがある。

　そこには、こんなやりとりが書かかれていた。





『いつも応おう援えんしています！　ところでウイングさんって、ワク動どうのソライロって音おん楽がくサークルに別べつペンネームで参さん加かしてますよね？』

ウイング『いいえ、してませんよ』

『でも、キャラの描かき方かたも色いろの塗ぬり方かたも、ほぼ同おなじなんですけど』

『もしかしてパクリ？』

ウイング『ここにアップしているのはすべて自じ分ぶんが描かいた絵えです。こっちのほうが先さきに活かつ動どうしているので、パクったのはむこうだと思おもいます』

『パクリなんてファンとして許ゆるせません！』

『むこうに抗こう議ぎしてきますね！』






　──原げん因いんは、これだったんだ。

　わたしの絵えは、だれかの手てによって、知しらない間あいだにこのサイトに投とう稿こうされていた。

　ここを知しってる人ひとたちが、ワク動どうで見みかけたわたしの絵えをニセモノの仕し業わざだと思おもいこんで、動どう画がにあんなコメントを書かきこんでいたんだ。

〝疑うたがい〟は〝決きめつけ〟に変かわり、まちがった情じょう報ほうでふくらんだ悪あく意いが、わたしに牙きばをむいた……。
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いっちー『アオイさん、迷めい惑わくかけてごめんなさい。でもわたし、パクリなんてしてません！　なんでこんなことになってるのかわからないけど……お願ねがいします、信しんじてください！』

アオイ『心しん配ぱいしなくても大だい丈じょう夫ぶ。僕ぼくはいっちーさんの味み方かただ。

　あの絵えは正しょう真しん正しょう銘めいいっちーさんが描かいたものだって、僕ぼくたちがいちばんよく知しってるからね。

　一いっ緒しょに解かい決けつの道みちを考かんがえよう』






　アオイさんのやさしい言こと葉ばが、今いまは、かえってつらい。

　みんな、わたしを信しんじて、〝曲きょくの顔かおになる〟という大たい役やくを任まかせてくれたのに。

　初はつコメントをもらったときは、うまくできたと思おもって舞まい上あがってたけど……逆ぎゃくに、とりかえしがつかないほどの迷めい惑わくをかけちゃった。

　みんなががんばってつくった動どう画がに、泥どろをぬっちゃったんだ……。

（そうだ……コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんにも、謝あやまらなきゃ！）

　そう思おもったとき、ちょうど携けい帯たいのお知しらせ音おんが鳴なった。





Ｒｉｉりー『いっちーさん。ワク動どうのコメントの件けんについて、緊きん急きゅうミーティングをひらきたいのですが、今いまから、メッセージアプリのビデオ通つう話わをつかって話はなせますか？』






　りーちゃんからのメッセージ。すぐに、「大だい丈じょう夫ぶだよ」と返へん事じを書かきこむ。

　とにかく、まずはみんなの誤ご解かいをとこう。許ゆるしてもらえるかはわからないけど……。

　深しん呼こ吸きゅうをして、心こころを落おち着つけて……。

　少すこしして、りーちゃんからビデオ電でん話わがかかってきた。

『あっ、いっちーさん！　見みえてますか？』

　携けい帯たいの小ちいさな画が面めんのなかで、りーちゃんが手てを振ふる。

　となりには、不ふ機き嫌げんそうに、そっぽをむいてるコウスケ先せん輩ぱいもいた。

　ああ、やっぱり怒おこってる。

　でも……コウスケ先せん輩ぱいが怒おこるのも、ムリはないよ。

　せっかくつくった動どう画がが、わたしのせいで荒あらされちゃったんだから。

「……うん、見みえてるよ。りーちゃんと、コウスケ先せん輩ぱいも」

『その……ご気き分ぶんは、大だい丈じょう夫ぶですか？』

　心しん配ぱいそうにこちらを見みるりーちゃん。

　わたしは鼻はなの奥おくがツンとするのを我が慢まんして、笑え顔がおをつくった。

「うん。ちょっと、ビックリしたけど……」

『ふざけんな！』

　とつぜん、コウスケ先せん輩ぱいがさけんだ。

『どういうことだよ、このコメントはっ！』

　ビクッと肩かたがはねる。

　ものすごい剣けん幕まくに、うまく言こと葉ばが出でてこない。

「あの、ごごごごっ、ごめんなさい！　でも、わたし──」

『ありえねーだろ！　オレへのコメントが、ひとっつもねえじゃねーか！』

　………………えっ？

　わたしが目めを点てんにしていると、りーちゃんが苦にが笑わらいをうかべた。

『コウちゃん、さっき「コメントが一いっ気きに増ふえたから一いっ緒しょに見みようぜ！」ってゴキゲンでうちに来きたのですけど……歌うた声ごえをほめるコメントがひとつも見み当あたらなくて、荒あれているのです』

『ぬあああっ！　浮うかれたオレがバカみたいじゃねーかよおっ！』

　わ、わたしが落おちこんでるあいだ、そんなことでさわいでたなんて！

　こわばっていた体からだがふっとゆるんで、無む意い識しきのうちに、くすっと笑えみがもれた。

『いいか、いっちー。あんなくだらねーコメント気きにすんなよ！　批ひ判はんされるっつーのは、裏うらを返かえせば注ちゅう目もくされてるってことだ！　才さい能のうがあるやつはだれもが通とおる道みちなんだよ！　だから元げん気き出だせ！　なっ！』

「……はい」

　ひとまず、みんなが怒おこってなくてよかった。

　ただ……頭あたまが少すこし冷れい静せいさをとりもどしてくると、今こん度どは、べつの不ふ安あんに突つき当あたる。

　わたしは今いままで、ソライロの活かつ動どう以い外がいで自じ分ぶんの絵えをネットにアップロードしたことなんてない。

　絵えは自じ分ぶんが好すきで描かくのと、友ともだちに頼たのまれて描かくだけだった。

　ということは、つまり。

（この「ウイング」って人ひとは、わたしの知しってる友ともだちかもしれないってこと……？）

『いっちーさん。動どう画がの投とう稿こうやアカウントの管かん理りは私わたしが担たん当とうしているのですが、こちらから「パクリ疑ぎ惑わくは事じ実じつ無む根こん」というコメントを出だすこともできます。これ以い上じょう悪わるいウワサが広ひろまる前まえに、手てを打うった方ほうが……』

「それは待まって！」

　りーちゃんの提てい案あんにストップをかける。

「わたし、この騒さわぎの原げん因いんに少すこし心こころ当あたりがあるっていうか……もしかしたらわたしの知しってる人ひとかもしれないんだ。だからできれば、犯はん人にんがはっきりするまでは大おお事ごとにしたくないの」

『……わかりました。では、しばらくは様よう子す見みということにしましょう。アオイさんにも伝つたえておきますね』




　通つう話わが終おわってからも、いろんな感かん情じょうがごちゃごちゃ渦うず巻まいて、しばらく体からだが動うごかなかった。

　ただ……いつまでも落おちこんではいられない。

　これ以い上じょうみんなに迷めい惑わくがかかる前まえに、この問もん題だいを解かい決けつする方ほう法ほうを考かんがえなきゃいけないんだから。

（……そうだ！）

　こういうときこそ、絵えを描かこう！

　絵えを描かいてるときは、イヤなこともぜんぶ忘わすれられる。元げん気きになれるから。

　すぐに適てき当とうな紙かみを机つくえに広ひろげて、鉛えん筆ぴつをにぎる。

　なんでもいい。頭あたまの中なかに浮うかんだイメージを描かくんだ。

　なんでも…………。

（どうしよう……なにも、浮うかんでこない……！）

　なにか考かんがえようとすると、さっきのコメントが次つぎ々つぎにフラッシュバックして、胸むねがしめつけられるような息いき苦ぐるしさを感かんじる。

　それに……〝友ともだちのなかに犯はん人にんがいる〟なんて。

　そんなの、信しんじたくないよ……！

「…………うっ……グスッ……」

　涙なみだが次つぎから次つぎへと流ながれて、ぽたぽたとまっしろの紙かみをぬらしていく。

　今いままで、こまったときはいつだって、絵えを描かくことがわたしを助たすけてくれた。

　絵えは、わたしを世せ界かいとつないでくれた。

　それなのに、ずっと味み方かたでいてくれた〝絵え〟が、逆ぎゃくに、わたしを苦くるしめるなんて……。

　ピロリーン♪

　とつぜん鳴なった携けい帯たいのお知しらせ音おんに、びくっと体からだが震ふるえる。

　きっと、ソライロのだれかだ。

　携けい帯たいをじっと見みつめるけど、なかなか手てを伸のばすことができない。

（だって……もう、みんなに合あわせる顔かおがないもん……）

　メッセージを読よむのが、こわい。

　きっと、みんなはやさしい言こと葉ばをかけてくれる。それがわかるから、よけいに苦くるしくなる。

　ソライロが……みんなが大だい好すきだからこそ、もう迷めい惑わくはかけたくないのに。

　大たい切せつな作さく品ひんに泥どろをぬっちゃったうえに、「絵えを描かけなくなった」なんて、言いえるわけない……！

　わたしはぎゅっと唇くちびるをかむと、携けい帯たいを手てにとって、電でん源げんを切きった。

　気きをまぎらわせたくて絵えを描かこうとしても、けっきょく、なにも描かくことはできなかった。











９　敵てきは友ともだちの中なかに






　それから、携けい帯たいもパソコンのメールもまったく見みないまま、数すう日じつが過すぎた。

　学がっ校こうの人ひとは（冴さえ木きくんをのぞいて）だれもソライロのことを知しらないから、まるで何なに事ごともなかったみたいに、それまでと変かわらない日ひ々びがすぎていく。

　だけど……何なにをしていても、胸むねにぽっかり穴あながあいたみたいで、身みが入はいらない。

「ちょっとタケ！　そこの線せん、超ちょうにじんでるじゃん！」

「にじんだのはおれのせいじゃないって！　布ぬのにペンで書かくとにじむんだよ」

　休やすみ時じ間かん、教きょう室しつのうしろでにぎやかに言いい合あっているのは、ユキちゃんと武たけ宮みやくんのサッカークラブコンビ。

　床ゆかにフラッグを広ひろげて、色いろ塗ぬり作さ業ぎょうの真まっ最さい中ちゅうだ。

　二週しゅう間かん後ごにせまったサッカー大たい会かいのフラッグづくりは、順じゅん調ちょうにすすんでいる。

　少すこし前まえにあった学がっ活かつの時じ間かんで文も字じやデザインは決きまったし、下した書がきは、わたしがその日ひのうちに済すませた。

　清せい書しょはクラスみんなですすめてるから、フラッグ係がかりの出で番ばんは、ありがたいことに、今いまはあんまりないんだ。

　だから、わたしが「今いま絵えを描かけない」ってことは、まだ、だれにも知しられてないはず……。

「……でさ～。今いま、メッセージ無む視ししてるんだよね」

　ドキッ！

　ふいに耳みみにとびこんできた言こと葉ばに、背せ筋すじが冷つめたくなった。

　声こえのした方ほうをちらりと見みやると、フラッグを囲かこむにぎやかな輪わから少すこしはなれたところで、リリアちゃんたちオシャレ系けいグループの子こがあつまって話はなしていた。

「ウチもＳＮＳでウザい人ひといたから、ブロックしたわ」

「わかる。たまに超ちょうしつこく絡からまれるときあるよね」

「ま、ネット友ともだちはカンタンに切きれるから、気き楽らくでいいけど～」

　ネット友ともだちとか、ＳＮＳとか。

　少すこし前まえだったら、遠とおい世せ界かいの話はなしに感かんじていただろうけど、今いまのわたしには、まるで自じ分ぶんの話はなしをされているみたいで、心しん臓ぞうがキリキリと痛いたむ。

　あの日ひから、ソライロのみんなとの連れん絡らくは絶たったままだ。

　ひどいことをしてるってことも、このままじゃダメだってこともわかってる。

　でも……時じ間かんが経たてば経たつほど、「もう許ゆるしてもらえないかも」「絵えを描かけなくなったって知しられたらどうしよう」って不ふ安あんが浮うかんできて、メッセージを見みるのがこわくなってく。

　ソライロのことを……絵えのことを考かんがえるだけで、胸むねが苦くるしくなるんだ。

　このまま無む視ししつづければ、わたしたちのつながりは、あっけなく切れちゃうのに。

　だって、りーちゃんもコウスケ先せん輩ぱいも、そして……アオイさんも。

　だれひとり、わたしが『どこのだれなのか』、知しらないんだから……。
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「──ねぇ、一いち歌かちゃん！」

　ぼんやりしてたら、うしろから名な前まえを呼よばれた。

　ふりかえると、広ひろ海みちゃんと樹じゅ里りちゃんが、ちょいちょいっと手て招まねきをしてる。

　なんだろうと思おもいつつ、フラッグづくりの輪わからはなれて、ふたりのところへ行いく。

「こないだ頼たのんでた絵えって、そろそろ描かけた？」

　樹じゅ里りちゃんは口くち元もとに手てをそえて、ヒソッと小こ声ごえで言いった。

（あ……そういえば、『冴さえ木きくんの絵えを描かいて』って頼たのまれてたんだっけ）

　絵えのことを考かんがえると、胸むねの中なかがずっしりと重おもい痛いたみにつつまれる。

　わたしは、だまって首くびを横よこにふった。

　するとふたりは、残ざん念ねんそうに、「なーんだ」とため息いきをつく。

「樹じゅ里りの友ともだち、すごく楽たのしみにしてるんだよ～！　一いち歌かちゃんにしては、いつもよりずいぶん時じ間かんがかかってるけど、どうかしたの？」

「そうだよ。今いま、どれくらいまで描かけてるの？」

　ただの質しつ問もんのはずなのに、今いまのわたしには責せめられてるように感かんじられて、苦くるしくなる。

（そんなこと言いわれたって……わたし今いま、絵えは描かけないんだもん……）

　今いままで、ふたりにはたくさん絵えをプレゼントしてきたんだから、たまに、ちょっと描かくのが遅おくれてるくらい、我が慢まんしてくれたらいいのに。

　だいたい、そんなに急せかして、何なん枚まいも何なん枚まいもわたしの絵えを手てに入いれて、どうするの？

（──もしかして、このふたりが「ウイング」なんじゃ……？）

　一いっ瞬しゅん、頭あたまをよぎった考かんがえ。

　あわてて、ぶんぶん首くびを振ふって頭あたまの中なかから追おいはらう。

「ごめん。今いま、いろいろ忙いそがしいから！」

　わたしは、逃にげるように教きょう室しつをとびだした。

　──もしかしたら、樹じゅ里りちゃんたちが犯はん人にんかもしれない。

　そう思おもったら、こわくて。

　でもそれ以い上じょうに、証しょう拠こもなく友ともだちを疑うたがっちゃった自じ分ぶんの心こころが、もっとこわかった。







　家いえに帰かえっても、テンションは下さがりっぱなし。

　パソコンも漫まん画がも見みる気きになれなくて、ベッドの上うえに転ころがって、ぼんやりと時じ間かんをつぶす。

　前まえはヒマさえあれば机つくえに向むかって落らく書がきしてたのに、今いまは、鉛えん筆ぴつを持もつのさえ気きが重おもい。

（わたし……このまま、〝絵え〟を嫌きらいになっちゃうのかな……？）

　コンコン

　ノックのあとにドアが開ひらいて、ママが顔かおをのぞかせる。

「いっちゃん、学がっ校こうのお友ともだちから電でん話わよ～」

「……だれ？　ユキちゃん？」

「ううん。冴さえ木きくんって、男おとこの子こから」

「へっ…………さささ、冴さえ木きくん!?」

　なんでっ!?

　とびおきて受じゅ話わ器きを受うけ取とると、おそるおそる耳みみに当あてる。

「も、もしもし……？」

『係かかりのことで相そう談だんがあって電でん話わしたんだ。今いま、パソコンとかでネットって使つかえる？』

　受じゅ話わ器きの向むこうから聞きこえる声こえに、ドキッとする。

　いつも聞きく声こえと印いん象しょうがちがって、なんだか別べつの人ひとと話はなしてるみたい。

「ええと、ネットね。うん、ちょっと待まってて」

　とまどいながらも部へ屋やのパソコンの電でん源げんを入いれて、ネットの検けん索さくエンジンをひらく。

「なにか調しらべるの？」

『うん。布ぬのにペンで書かくとき、にじまない方ほう法ほうとかあったらいいなと思おもってさ。でも俺おれの家いえのパソコン、調ちょう子し悪わるくて。もし検けん索さくしていい方ほう法ほうがありそうだったら、明日あした教おしえて』

　冴さえ木きくんが手て短みじかに用よう件けんを言いい終おえると、しーんと沈ちん黙もくが流ながれた。

（あれ？　これって、もう切きっちゃっていいのかな……）

　気きまずくなって、受じゅ話わ器きを耳みみからはなそうとしたら、

『──秋あき吉よし、最さい近きん、なんか元げん気きないよね』

　やさしい、冴さえ木きくんの声こえ。

　予よ想そう外がいの言こと葉ばに、うまく返へん事じができなかった。

『……じゃ、また』

　それだけ言いって、冴さえ木きくんはアッサリ電でん話わを切きった。

　ツーツーツー……

　受じゅ話わ器きを耳みみに当あてたまま、ボケーッと棒ぼう立だちになる。

（な、なんだったんだろう。今いまの……？）

　冴さえ木きくんから電でん話わがかかってきたことも、もちろんおどろいたけど。

　あの他た人にんに興きょう味みがなさそうな冴さえ木きくんが、今日きょうの教きょう室しつでユキちゃんたちが騒さわいでいた「布ぬのにペンがにじむ」って話はなしを気きにして、その解かい決けつ策さくを調しらべようとしたこともビックリだし。

　しかも、おまけかもしれないけど……わたしのことまで、気きにかけてくれたなんて。

　冷ひえきっていた心こころの中なかが、ほんのりとあたたかさにつつまれたような気きがした。

　冴さえ木きくんって、本ほん当とうにナゾ。

　ナゾだけど。

　いいひと…………なのかも。




　受じゅ話わ器きをリビングに戻もどして部へ屋やに帰かえってくると、つけっぱなしのパソコン画が面めんが目めに入はいる。

（そういえば……パソコンつけるのも、ひさしぶりだな）

　ぼんやりながめてたら、ふと、『新しん着ちゃくメール』のお知しらせが表ひょう示じされた。

　差さし出だし人にんの名な前まえに、息いきをのむ。

（アオイさんからだ！）





『いっちーさんへ

　こんばんは。メッセージアプリの方ほうは見みてないみたいだから、メールしました。

　前まえに話はなした新しん曲きょくのメロディーができたんだ。歌か詞しはまだないけど、いっちーさんにいちばんに聴きいてほしいと思おもって、このメールにデータを添てん付ぷしたよ。

　僕ぼくは、いっちーさんがはじめて絵えを送おくってくれたとき、本ほん当とうにうれしかった。

　もしいっちーさんが嫌いやじゃなければ、これからも僕ぼくの曲きょくに挿さし絵えを描かいてほしいと思おもってる。

　無む理りにとは言いわないけど、僕ぼくの気き持もちは変かわらないから』






　メールには音おん楽がくファイルが添てん付ぷされていた。

（どうしよう、つい、読よんじゃったけど……）

　どきん、どきん。鼓こ動どうが速はやくなっていく。

　返へん事じをする勇ゆう気きなんて、今いまのわたしにはない。

　でも……アオイさんの新しん曲きょくは聴ききたい。すごく聴ききたい。

（返へん事じはしなくても、ちょっと聴きくだけなら……）

　さんざん迷まよったあげく、わたしは誘ゆう惑わくに負まけて、そっと再さい生せいボタンを押おした。





　バリバリ、ズドーンッ！






　イントロが流ながれだすと同どう時じに、頭ず上じょうに落おちるカミナリ。

　目めが覚さめるようだった。

　体からだ中じゅうの全ぜん神しん経けいがそのメロディーに集しゅう中ちゅうする。

　じりじり胸むねの奥おくが熱あつくなって、体からだ中じゅうがウズウズして。

　いてもたってもいられない、この感かん覚かく。

（わたし……やっぱり、描かきたい！　アオイさんがつくったこの曲きょくに、挿さし絵えを描かきたい！）

　素す直なおにそう思おもった瞬しゅん間かん、目めの前まえにかかっていたもやが、さあっとふきとんだ。

　顔かおの見みえない相あい手てから悪わる口くちを言いわれるのは、こわい。

　わたしの絵えを無む断だんでネットにアップしてるのが、身み近ぢかな友ともだちかもしれないってことも。

　連れん絡らくを無む視しして、いっぱい迷めい惑わくをかけちゃったソライロのみんなと、もう一いち度ど向むき合あうことも。

　ぜんぶぜんぶ、こわくてしょうがない。

　でも……心こころの奥おく底そこに、やけどしそうなくらいアツイ〝熱ねつ〟をたしかに感かんじる。

　──描かきたい。

　それは、すべての迷まよいをふきとばし、全ぜん身しんを突つき動うごかすようなパワー。

　胸むねがどきどきはりつめていくのを感かんじながら、わたしはキーボードに指ゆびを乗のせた。





『アオイさんへ

　新しん曲きょく聴ききました。色いろ々いろと迷めい惑わくかけてごめんなさい。

　わたしに、少すこし時じ間かんをくれませんか。

　もう一いち度ど、ソライロの絵え師しとして、胸むねをはってアオイさんの曲きょくに挿さし絵えを描かくために、




　──犯はん人にんと話はなし合あって、自じ分ぶんの力ちからでこの問もん題だいを解かい決けつしてみせます』













10　決けつ意いの待まち合あわせ






　日にち曜よう日びの、正しょう午ご過すぎ。

　晴はれわたる青あお空ぞらの下した、町まち外はずれにある時と計けい台だい広ひろ場ばで、わたしは約やく束そくの相あい手てを待まっていた。

　相あい手てというのはもちろん、パクリ騒そう動どうの原げん因いんをつくっている、犯はん人にんのこと。





『ウイングさんへ

　はじめまして。わたしは、ワクワク動どう画がで活かつ動どうしている音おん楽がく創そう作さくサークル「ソライロ」の絵え師しで、いっちーといいます。

　ウイングさんが投とう稿こうしている絵えは、どれも、わたしが昔むかし描かいた絵えとよく似にています。そのせいか、わたしが挿さし絵えを描かいた動どう画がに「パクリ」と悪わる口くちを書かかれて、とてもこまっています。

　もしできたら、一いち度ど、会あって事じ情じょうを聞きかせてくれませんか』






　ありったけの勇ゆう気きをふりしぼって送おくったメール。

　無む視しされるかと思おもったけど、意い外がいにもすぐ返へん事じがきて、わたしたちは本ほん当とうに会あうことになった。

　ネット上じょうの人ひとに、こっちから「会あいたい」なんて連れん絡らくするのは、もちろんこわかったけど……。

　犯はん人にんの心こころ当あたりは、少すこしだけある。

　あのサイトに投とう稿こうされていた絵えの雰ふん囲い気きからすると、たぶん、この一年ねんの間あいだに描かいたもの。

　ということはつまり、相あい手ては、今いまの晴せい天てん小しょうのだれかっていう可か能のう性せいが高たかいってことだ。

　五年ねん生せいのとき同おなじクラスだった子こ？

　それとも、今いまのクラスメイト？

　見み慣なれた顔かおが頭あたまの中なかに浮うかんでは消きえ、「だれが来くるんだろう？」ってヤキモキと考かんがえていたら、昨日きのうの夜よるは一いっ睡すいもできなかった。

　でも、逃にげるわけにはいかない。

　きっとこれは、最さい初しょで最さい後ごのチャンスだから。

　この問もん題だいをきちんと解かい決けつしないかぎり、わたしは前まえにすすめない。

　悪わる口くちコメントと犯はん人にんの影かげにおびえて、永えい遠えんに、絵えを描かけないままだ。

　ソライロの絵え師しをつづけるためには、勇ゆう気きを出だして犯はん人にんと向むき合あうしかないんだ……！




「──一いち歌か」

　聞きき覚おぼえのある声こえに、はっと顔かおを上あげる。

「ゆっ、ユキちゃん！」

　ひやりとした。

　まさか、こんな場ば所しょで偶ぐう然ぜん会あうとは思おもわなかった！

　知しり合あいとばったり会あうような場ば所しょだと相あい手ても来きにくいと思おもって、わざわざ学がっ区くから少すこしはなれたところを待まち合あわせ場ば所しょにしたっていうのに。

「ひとりでなにしてんの」

「えーっと……待まち合あわせ、かな」

「なに？　もしかして、カレシとか？」

「ちっ、ちがうよ！」

　かーっと顔かおが熱あつくなる。

　ユキちゃんは、アハハって手てをたたいて笑わらった。

「わかってるよ、ちょっとからかっただけ！　もし一いち歌かにカレシができたら、あたしに教おしえてくれないわけないもんね！」

　ちくんと胸むねが痛いたむ。

　本ほん当とうはぜんぶ打うち明あけてしまいたいけど……心しん配ぱいかけたくないし、ぜったいに言いえない。

「わたしね、ある人ひとを待まってるの……どうしても、話はなさなきゃいけないことがあるから」

「ある人ひと？　だれ？」

「それは……」

「なに？　かくさないで話はなしてよ、一いち歌か」

　遠とお回まわしにかわそうとしても、なかなかあきらめてくれないユキちゃんに、イライラとじれったさを感かんじる。

　こうしているあいだにも、待まち合あわせ相あい手てが来くるかもしれない。

　たぶん、相あい手てはユキちゃんも知しってる子こだ。

　ソライロのことも、パクリ事じ件けんのことも、大たい切せつな親しん友ゆうのユキちゃんには知しられたくないのに……！
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「……友ともだちだからって、話はなせないこともあるよ」

「え？」

「と、とにかく大だい事じな用よう事じなの！　その人ひととはふたりきりで話はなしたいから、もういいかな？」

　ユキちゃんの表ひょう情じょうがサッと変かわった。

　こわばった笑えみを浮うかべて、目めをふせる。

「……一いち歌かの言いうとおりかもね。友ともだちだからって、おたがいかくしごとをまったくしないなんて、ムリだもん。しつこく聞きいたりしてごめん」

「え、わたし、そういうつもりじゃ……」

「じゃ、また明日あしたね」

　口くちをはさむ間まもなく早はや口くちで言いうと、ユキちゃんはくるりときびすをかえし、歩あるき出だす。

　ポニーテールの背せ中なかが、ユラユラとゆらめく陽炎かげろうにとけるように、小ちいさくなっていく。

　罪ざい悪あく感かんが胸むねに押おし寄よせてきたけど、わたしはとうとう、ユキちゃんを追おいかけなかった。

　だって……待まち合あわせ相あい手てと入いれ違ちがいになっちゃったら、こまるから。

（ぜったい、今日きょう、決けっ着ちゃくをつけるんだ。ユキちゃんに謝あやまるのはそのあとでいい……）

　わたしの決けつ意いは固かたかった。




　けれども、待まっても待まっても、相あい手ては現あらわれない。

　真ま上うえにのぼった太たい陽ようは、ようしゃなく頭あたまに照てりつける。

　予よ報ほうによると、今日きょうは、今こ年とし初はじめての真ま夏なつ日びになるらしい。

　おでこに、じんわり汗あせがにじむ。

　それでもわたしは、ひたすら待まった。

　あの新しん曲きょくに挿さし絵えを描かきたい、もう一いち度ど、ソライロの絵え師しとして活かつ動どうしたい。その思おもいだけで、待まち続つづけた。

　そして。

　待まち合あわせの時じ間かんから、三時じ間かんが過すぎたころだった。

（…………あれ？）

　一いっ瞬しゅん、ふわりと白しろくなる視し界かい。

　おかしいな。

　ぎゅーっと強つよくまばたきしてみるけど、青あおいはずの空そらまでもが、まっしろに見みえてくる。

（──なに、これ？）

　ズキンッ

　頭あたまに、強つよい痛いたみが走はしった。

　こめかみがしめつけられて、まっしろの世せ界かいにぎゅーっと引ひっ張ぱられていくみたい。

（ああ、なんか気き持もち悪わるいかも……）

　そう思おもった瞬しゅん間かん──、

　ふ、と全ぜん身しんから、力ちからがぬけた。




「────っ！」




　遠とおくで、だれかの声こえが聞きこえる。

　でも、なんて言いってるのかは、よく聞きき取とれない。

（…………あれ？　冴さえ木きくん？）

　フワフワ宙ちゅうに浮うくような頭あたまの中なかに、なぜか、クラスメイトの冴さえ木きくんの顔かおが浮うかぶ。

　冴さえ木きくんがわたしになにか言いって、わたしは、冴さえ木きくんになにかを手て渡わたす。

　なんだか、ヘンな夢ゆめだなぁ………………。

「──いっちゃん！」

　肩かたを強つよくたたかれて、ふと、目めが覚さめた。

　白しろかった視し界かいが、ぼんやりと色いろをとりもどしていく。

「ママ……？」

　うっすら見みえるのは、ホッとしたようなママの顔かおだった。




　わたしは、「熱ねっ中ちゅう症しょう」だったらしい。

　よく覚おぼえてないんだけど、広ひろ場ばで意い識しきを失うしなったわたしを通とおりすがりの人ひとが助たすけてくれて、その人ひとが、わたしの携けい帯たいからママに連れん絡らくをしてくれたんだって。

　ママの車くるまに乗のせられて病びょう院いんにも行いったけど、そのころには体たい調ちょうもすっかりよくなっていて、お医い者しゃさんに、「応おう急きゅう処しょ置ちがよかったおかげですね」って言いわれた。

「あの子こ、すごいわねぇ。そのへんの大人おとなよりずっとしっかりしてて、びっくりしちゃった」

　家いえに帰かえると、ママはしきりに感かん心しんして、『助たすけてくれた通とおりすがりの人ひと』の話はなしをした。

　わたしは、冷つめたいスポーツドリンクをごくごく飲のみながら相あいづちをうつ。

「……わたしを助たすけてくれたのって、子こどもだったの？」

「そうよ～。あわててて名な前まえを聞ききそびれちゃったけど、たしか、いっちゃんと同おなじ学がく年ねんの子こよ。背せが高たかい男おとこの子こで……そうそう、ブルーのヘッドフォンをしてた」

「えっ、ブルーのヘッドフォン!?」

「芸げい能のう人じんみたいな、すごくかっこいい子こだったな～」

　それって…………もしかして、冴さえ木きくんじゃない!?

　そういえば、夢ゆめの中なかで冴さえ木きくんを見みた気きがするけど、あれは、夢ゆめじゃなかったんだ……。

「それにしても……いっちゃん、炎えん天てん下かで何なん時じ間かんも立たってたって聞きいたけど、なにしてたの？」

　ドキッ！

「あ、えっと……待まち合あわせしてたんだけど、時じ間かんを間ま違ちがえたというか……」

　もごもごと口くちの中なかで言いいながら、今日きょうのことを思おもい出だして気き分ぶんがしぼんでいく。

（そうだ……わたし、犯はん人にんとの待まち合あわせに失しっ敗ぱいしちゃったんだ……）

　帰かえってきてすぐ、「もう一いち度ど会あってほしい」とメールを送おくったけど、返へん事じはないままだ。

　絶ぜつ望ぼう感かんが、暗くらい雲くものように、どんよりと心こころをおおいつくす。

　自じ分ぶんの力ちからでこの問もん題だいを解かい決けつするんだ、って。そう決きめたのに。

　せっかく引ひき寄よせた最さい大だいのチャンスを、寝ね不ぶ足そくが原げん因いんの熱ねっ中ちゅう症しょうで、逃のがしちゃった……。

「……つかれたから、ちょっと寝ねてくるね」

　重おもい足あしを引ひきずって部へ屋やにもどる。

　わずかな望のぞみをかけて机つくえに向むかってみるけど、鉛えん筆ぴつをにぎってもキリキリと胸むねが苦くるしくなるばかりで、やっぱり、なにも描かくことはできない……。

『──絵え師しやめろ！』

　頭あたまの中なかにフラッシュバックする、あのコメント。

（このままずるずると引ひき延のばしても、ソライロのみんなに迷めい惑わくをかけつづけるだけだ……）

　これ以い上じょう、わたしひとりのせいで、ソライロの活かつ動どうを止とめたままにはできない。

　どんなに「描かきたい」って気き持もちがあったって、肝かん心じんの絵えが描かけないのなら……。

　ぎゅっと唇くちびるをかんで、鉛えん筆ぴつを置おく。

　かわりにパソコンをひらいて、メール画が面めんをたちあげて。

　あふれそうになる涙なみだをこらえながら、震ふるえる指ゆびで、文も字じを打うつ。





『アオイさんへ

　色いろ々いろ考かんがえたけど、わたしは、ソライロの絵え師しをやめます──』






　翌よく朝あさ。

　体からだは元げん気きになっても、心こころは最さい大だい級きゅうに落おちこんだまま、わたしは月げつ曜ようの学がっ校こうに出でかけた。

　本ほん当とうは学がっ校こうなんて休やすんじゃいたかったけど、ママに心しん配ぱいかけられないし。

　それに……今日きょうは、ちょっとした〝任にん務む〟を果はたさなきゃいけなくなっちゃったから。

　いつもどおりに授じゅ業ぎょうを受うけて、放ほう課か後ごになるのを待まってから、作さく戦せんを実じっ行こうに移うつす。

（まわりに、だれもいないよね……よしっ！）

「冴さえ木きくん！」

　廊ろう下かの途と中ちゅうで声こえをかけると、冴さえ木きくんは足あしを止とめてこちらを見みた。

「えっと……昨日きのう、時と計けい台だい広ひろ場ばでわたしを助たすけてくれたのって、冴さえ木きくん……だよね？」

「ああ、うん。元げん気きそうでよかった」

　やっぱり！

「あの……昨日きのうは、本ほん当とうにありがとう！」

　わたしは冴さえ木きくんにサッと近ちかづいて小ちいさな包つつみをわたすと、そのまま、サッと距きょ離りをとる。

　念ねんには念ねんを入いれて、もう一いち度どまわりを確かく認にん。

　よし。だれにも見みられてないね？

「それね、ママが冴さえ木きくんにって」

　きょとんとする冴さえ木きくんに説せつ明めいする。

「お礼れいのクッキー。うちのママ、お菓か子し作づくりが趣しゅ味みで……あ、もしかして甘あまいものニガテだった？」

「いや、大だい好すき」

　冴さえ木きくんは、「ありがとう」って、包つつみをかばんに入いれる。

　ふー、任にん務む完かん了りょうっ！

「それじゃあ、また明日あしたね」

　ホッと胸むねをなでおろして、わたしはくるりと回まわれ右みぎをした。

　そして、ある決けつ意いを胸むねに、ゆっくり歩あるき出だす。

（帰かえったら……あのメールを、アオイさんに送おくろう）

　これからは、ファンのひとりとして、ソライロのみんなを応おう援えんしていけばいい。

　きっと、そのほうがいい……。

「──ねぇ。秋あき吉よしのぶんは？」

　帰かえろうとしたら、冴さえ木きくんの声こえに引ひきとめられた。

　わたしのぶん？

　意い味みがよくわからなくて、首くびをかしげつつ、ふりかえる。

「これは秋あき吉よしのお母かあさんからのお礼れいでしょ。秋あき吉よしからのお礼れいは？」

「えっ、わたしからの？」

　つい、すっとんきょうな声こえが出でた。

　まさか、そんなこと言いわれるなんて思おもってもみなかったよ！

　でも、冴さえ木きくんの応おう急きゅう処しょ置ちがなかったら、わたし、今いまごろ病びょう院いんのベッドの中なかだったかもしれないわけだし……できることがあるなら、ちゃんと、お返かえししたい。

「ち、ちなみに、なにかほしいものとか、リクエストとかって……ある？」

　そろーり、探さぐりをいれてみてから、あわてて言いい直なおす。

「あっ、と言いっても、あんまり高たかいものはムリだからね！　うち、おこづかい月つき五百円えんだから、できれば、五百円えん以い内ないくらいにおさめてもらえると……」

「じゃあ、家いえ行いきたい」

　冴さえ木きくんは、ごく軽かるい口く調ちょうで言いった。

「…………へっ？」

　ぽかーん。

　びっくりしすぎて、口くちが全ぜん開かいになる。

（イエ、イキタイ……？）

　完かん全ぜんに、頭あたまがフリーズした。

　声こえの出だし方かたさえもわからなくなって、エサを食たべる金きん魚ぎょみたいに、ただ口くちをパクパクさせることしかできない。

　そんなわたしをよそに、冴さえ木きくんはたのしそうにほほえんで、言こと葉ばをくりかえした。




「秋あき吉よしの家いえ、行いきたい。招しょう待たいしてくれる？」




　こ、これは……？

　いったいどういうことなんでしょうか!?











11　ひみつの約やく束そく






　ピンポーン

　家いえ中じゅうに鳴なりひびくインターホンの音おと。

（きっ、きた────っ！）

　時と計けいを見みると、さっき学がっ校こうで別わかれてから、まだ三十分ぷんも経たってない。

　玄げん関かんで待まちかまえていたわたしは、呼こ吸きゅうを整ととのえてから、そーっとドアを開あけた。

「い、いい、いらっしゃい！」

「おじゃまします」

「あらあら、冴さえ木きくん！　昨日きのうは本ほん当とうにどうもね～！」

　冴さえ木きくんはきちんと靴くつをそろえて脱ぬぐと、ママとあいさつをかわす。

　おだやかで礼れい儀ぎ正ただしい冴さえ木きくんの姿すがたは、いつも以い上じょうに大人おとなびて見みえる。

「それじゃ、あとでおやつ運はこぶからね～」

　ママは、「ふふんふふ～ん♪」と調ちょう子し外はずれの鼻はな歌うたをうたいながら、キッチンに入はいっていった。

「わっ、わたしの部へ屋や！　は！　こっちです！」

　緊きん張ちょうで声こえが裏うら返がえりながら、冴さえ木きくんを自じ分ぶんの部へ屋やに案あん内ないする。

　ちなみに部へ屋やの中なかは、つい十分ぷん前まえくらいに超ちょう・猛もうスピードで片かたづけた（かたっぱしからクローゼットに押おしこんだ）ので、いちおうキレイ。

「そのへんに、どうぞ、座すわってください！」

「うん。ありがとう」

　わたしが用よう意いしたクッションの上うえに、ちょこんと座すわる冴さえ木きくん。

（……はぁ～、すごい、ヘンな感かんじ）

　バクバクとうるさく暴あばれまわる心しん臓ぞうをおさえつつ、わたしも正しょう面めんに腰こしを下おろす。

　最さい近きんなんだか、みょうに冴さえ木きくんと縁えんがある気きがするな。

　ソライロの顔かお合あわせに付つき合あってもらったのからはじまり、同おなじフラッグ係がかりになって、熱ねっ中ちゅう症しょうのピンチも助たすけてもらって。そのうえ……なんと、わたしの部へ屋やでふたりきり、だなんて。

　いちおう、冴さえ木きくんは〝目もく的てきがあって〟ここに来きたんだとわかっていても、男だん子しと自じ分ぶんの部へ屋やでふたりきりとなると、ヘンに意い識しきしちゃって落おち着つかないよ！

「あ、あの……ここにあるので、だいたいぜんぶだと思おもう。あんまり古ふるいのとか、ちっちゃい落らく書がきとかは、さすがにそろえられなかったけど……」

　わたしは、机つくえの上うえにならべてあるスケッチブックやノートの束たばを指ゆびさして言いった。

　──そう。

　冴さえ木きくんが「お礼れい」としてリクエストしたのは、なんと、

「わたしが今いままで描かいた絵えが見みたい（＝家いえに招しょう待たいして）」

　ってことだったの！

　冴さえ木きくんがわたしの絵えに興きょう味みがあったとは。家いえに来きたのとあわせて、ダブルでビックリ。

（えっと……こういうときって、なに話はなせばいいの!?　えーっと、えーっと……っ！）

　頭あたまの中なかで必ひっ死しに話わ題だいをさがすわたしをよそに、冴さえ木きくんは無む言ごんのまま、ノートを一冊さつずつ手てにとって、ぱらぱらとめくっていく。

　ズキンッ

　自じ分ぶんの絵えを目めにするだけで胸むねが痛いたんで、わたしは思おもわず下したを向むいた。

（……もう、こういうのも、ぜんぶ捨すてちゃおうかな）

　積つみ上あげられたスケッチブックやノートの束たばを見みて、そんな考かんがえがよぎる。

　絵えを描かくのをやめちゃえば、もう「パクリ」とかひどいことを言いわれることもないし。

　学がっ校こうの友ともだちのことを、「この子こが犯はん人にんかも」なんて疑うたがわずにすむ。

　こんなに苦くるしい思おもいするくらいなら、絵えなんて……もう、描かきたくない……。

「──やっぱ、上う手まいね」

　とつぜんの声こえに、暗くらく落おちこみだした思し考こうが、ぴたりと止とまる。

「前まえから思おもってたんだ。秋あき吉よしの描かく絵え、すごくいいなって」

　おどろいて顔かおをあげると、冴さえ木きくんはノートに目めを落おとしたまま、うっすらほほえんでいた。

　急きゅうにそんなこと言いわれて、正しょう直じき、すごくビックリしたけど……。

　お世せ辞じやうわべだけのほめ言こと葉ばじゃないってことは、はっきりと伝つたわってくる。

「あ、ありがとう……」

　心こころの中なかに、ポッとあったかい光ひかりが灯ともったみたい。

　やっぱり、絵えをほめられるのって、すごくうれしいなぁ……。

「……ん、このキャラ知しってる。俺おれ、たしか漫まん画が持もってた」

　ふたたび、冴さえ木きくんがつぶやく。

「えっ、冴さえ木きくんって漫まん画がとか読よむの？」

「まぁ、わりと」

　そうなんだ！　なんか意い外がいかも！

　共きょう通つう点てんが見みつかったとたん、「ナゾ」な冴さえ木きくんを、急きゅうに身み近ぢかに感かんじる。

「漫まん画がのキャラを描かくのって、すごく楽たのしいの！　漫まん画が家かさんによって、目めの描かき方かたとか色いろの塗ぬり方かたとかぜんぜんちがうから勉べん強きょうになるし、自じ分ぶんのタッチでアレンジするのも楽たのしいんだ！」

「じゃあ、アレ描かいてみてよ。俺おれ、けっこう好すきなんだけど」

「アレ？」

「んーと……ダメだ、名な前まえが出でてこない」

　冴さえ木きくんは机つくえに置おいてあったペンを手てにとって、メモ帳ちょうに落らく書がきをはじめた。

「ほら、こんな感かんじの青あおいやつ」

　丸まる顔がおに、丸まるい目め、丸まるい鼻はな。

　ぼんやりわかったけど、これって、ちょっと……！

「あははっ！」

　つい、ふきだしちゃった。

「冴さえ木きくんってなんでもできるのに、絵えはヘタなんだ！」

「そんなハッキリ言いわなくても」

「ふふ、ごめんごめん。これ、『クラえもん』だよね？」

　本ほん物ものとくらべると、かなりの極ごく悪あくフェイスだけど。

　笑わらいをこらえながら、わたしもとなりに描かいてみる。

「クラえもんは、目めと鼻はながぜんぶくっついてるんだよ。ほら、こうやって……」

「すげー。お手て本ほんなくても描かけるんだ」

「へへへ。まぁ、これくらいなら………………あれ？」

　ふと、気きづく。

　待まって！　わたし、絵え……描かけた！

　昨日きのうまでなんにも描かけなかったのに！　もう、描かきたくないとさえ思おもってたのに！

　心こころの奥おくにあったつっかえがとれて、うれしさが噴ふん水すいのようにふきだしてくる。

「やったあ！　ありがとう、冴さえ木きくん！　わたし描かけたよ！」

　大おおはしゃぎして顔かおを上あげると、冴さえ木きくんはこらえるように、くくっと笑わらっていた。

「なっ、なんで笑わらうの？」

「秋あき吉よしのはしゃぎかた、子こどもみたいだなと思おもって」

　カーッと、顔かおが熱あつくなる。

「だっ……だって、子こどもだもん！」

「あはは、それもそうだ」

　あ。冴さえ木きくんも、笑わらうと子こどもみたい！

　おかしくなって、わたしもつられて笑わらった。

「……じつをいうとね、わたし、ついさっきまで絵えが描かけなくなってたの」

　不ふ思し議ぎと素す直なおな気き持もちになれて、わたしは話はなしはじめた。

「こないだ、サークルで描かいた絵えをネットで批ひ判はんされてから、どんなに描かこうとしても、描かけなかった。『また悪わる口くちを言いわれたらどうしよう』とか、『みんなの足あしを引ひっ張ぱっちゃった』とか、いろいろ考かんがえたら、こわくて……これ以い上じょうみんなに迷めい惑わくかけたくないからって、仲なか間まからのメッセージも無む視ししちゃってたんだ。……でも、本ほん当とうはそういうときにこそ、仲なか間まのみんなに相そう談だんすればよかったんだよね……わたし、今いまになって、やっと気きづいた」

　すらすら言こと葉ばが出でてきて、自じ分ぶんでもびっくりする。

　なんでだろう。

　今いまの今いままで、ちっとも気きづけなかったことなのに。

「……うん。わかる気きがする、そういうの」

　冴さえ木きくんは、しずかにうなずいた。

「好すきだったはずのことが、まわりの反はん応のうばかり気きになって苦くるしくなったり、そのことをうまく相そう談だんできなかったり……俺おれ、わかる気きがするよ」

（──あ。また、あの顔かおだ）

　さみしそうな表ひょう情じょう。

　見みてると、こっちまでせつなくなって、胸むねがしめつけられる。

「あの……こないだ、音おん楽がく室しつでピアノ弾ひいてたの勝かっ手てに見みちゃって、ごめんね。しかもわたし、しつこく聞きいたりして」

　冴さえ木きくんはうつむいて、「ああ」と短みじかくうなずく。

「あのときは、べつのことでイライラしてて、秋あき吉よしに当あたっちゃったんだ。ごめん」

「ううん！　あやまるのはわたしの方ほうだから！」

「でもさ……これで、おたがいさまだね」

「え？」

「おたがいに、ヒミツを知しられちゃった同どう士しだ」

　どきん

　冴さえ木きくんの瞳ひとみが、まっすぐわたしを見みつめる。

　みんなに「氷こおりの王おう子じさま」なんて呼よばれるような、いつものクールな目めとはちがう。

　ちょっぴり強つよ気きで、いたずらっぽいまなざし。

（冴さえ木きくん……なんか、いつもとちがう!?）

　目めが合あったまま、うまく息いきができなくなる。

　ふたりのあいだに流ながれる、ヘンな沈ちん黙もく。

　そしてなぜか、ゆっくりと、冴さえ木きくんの手てがわたしのほうへ伸のびてくる。

（ななな、なに!?　なにこれ!?　なんなの～～～～っ!?）

　顔かおに火ひがついたみたいに、カーッと熱あつくなる。

　心しん臓ぞうが、どっきんどっきん暴あばれまわって、とびでそう！

（やばい！　このままじゃ、バクハツするっ！）

　完かん全ぜんにパニックになって、両りょう手てで頭あたまをかかえた瞬しゅん間かん──、

「俺おれは、だれにも言いわないよ？」

　わたしの顔かおの前まえにさしだされた、冴さえ木きくんの小こ指ゆび。

　…………こゆび？

「わっ……わたしも！　ぜったいだれにも言いわないよ！　約やく束そくする！　します！」

　沈ちん黙もくがやぶれたことに心こころの底そこからホッとして、わたしはとびつくようないきおいで、冴さえ木きくんの小こ指ゆびに自じ分ぶんの小こ指ゆびをからめる。

「ゆーびきーりげんまん……」

　小ちいさい子こがするみたいに約やく束そくを交かわしたあと、自し然ぜんと笑えみがもれた。
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　とくん

　やっと落おちついてきた鼓こ動どうが、さっきとは少すこしちがう音おとをたてる。

　なんか……ちょっと、うれしい。

　今いままで〝ナゾ〟だった冴さえ木きくんのことを、少すこし知しれたからかな。

　もちろん、まだまだ知しらないことだらけだけど。

　これからも、少すこしずつでいいから、冴さえ木きくんのことを知しれたらいいな……。

「そういえば、新しん作さくってつくらないの？」

　ふと、冴さえ木きくんが思おもい出だしたように言いった。

「秋あき吉よしが入はいってるサークルの動どう画が。俺おれ、ひそかに新しん作さくがくるの、たのしみにしてるんだけど」

「えっ……？」

　返へん事じにつまってしまう。

　わたし本ほん当とうは、もう、ソライロをやめようと思おもってた。

　アオイさんあてのメールもつくって、今日きょう、送おくるつもりだったんだ……。

　気き持もちが暗くらいほうへと沈しずみだして、しゅんとうなだれたとき。

　視し界かいのはしに、さっきふたりで描かいたクラえもんの落らく書がきが見みえる。

　手てを動うごかしてるあいだは、イヤなことなんてすっかり忘わすれて、たのしかった。

　冴さえ木きくんがわたしの絵えを「すごい」ってほめてくれたとき、すごく……すごく、うれしかった。

　……そうだ。

　わたしはやっぱり、絵えを描かくのが好すき。

　わたしの絵えで笑え顔がおになってくれる人ひとを見みると、本ほん当とうにしあわせな気き持もちになれる。

　批ひ判はんされたり、悪わる口くちを言いわれるのは、こわいけど……。

　それでもこうやって、また絵えを描かくことができた。絵えが大だい好すきって気き持もちを思おもい出だせた。

　だから……ソライロの絵え師しでいることも、あきらめたりなんかできない！

「……うん！　つくるよ、新しん作さく！　完かん成せいしたら、冴さえ木きくんにも知しらせるね！」

「楽たのしみにしてる。がんばれ」

　がんばれ。

　冴さえ木きくんの言こと葉ばを、心こころの中なかでくりかえす。

　そうすると、不ふ思し議ぎと勇ゆう気きがわいてくる。

（がんばれ、わたし！）

　もう一いち度ど……ううん、何なん度どだって、あきらめずに犯はん人にんにアタックするんだ！




　その夜よる、わたしは遅おそくまでパソコンに向むかっていた。

　犯はん人にんからの返へん事じがこない以い上じょう、自じ力りきで正しょう体たいを突つき止とめるしかない。

　相あい手てはたぶん、よく知しってる友ともだちのだれか。

　いざとなったら、一人ひとり一人ひとりに事じ情じょうを話はなして、打うち明あけてくれるまで粘ねばる覚かく悟ごもできてる。

（ちゃんと話はなせば、相あい手てだって、きっとわかってくれる……！）

　例れいのサイトに投とう稿こうされたわたしの絵えと、自じ分ぶんの手て元もとにある絵えの雰ふん囲い気きをくらべて、大だい体たいいつごろ描かいたものかを書かき出だしていく。

　すると、どうやら、五年ねん生せいの終おわりから六年ねん生せいのはじめのころまでに描かいたものがほとんどだってことがわかった。

（……ということは、二年ねん間かん同おなじクラスの子こかな？）

　二年ねん間かん同おなじクラスで、わたしが絵えをあげたことがある子こってなると、けっこうしぼれるかも！

　そうして調しらべていくうちに、ふと、引ひっかかることがあった。

　投とう稿こうされた絵えのなかに一枚まいだけある、フルカラーのデジタルイラスト。

　他ほかはぜんぶ、紙かみに描かかれた絵えをスキャンしたデータだから、その一枚まいだけ雰ふん囲い気きがちがうんだ。

　今いままで友ともだちに絵えを頼たのまれたときは、かならず紙かみに描かいたものをわたしてきた。

　だって、パソコンで色いろを塗ぬるのは時じ間かんがかかるし、待またせちゃうと悪わるいから。

（ということは、この絵えは頼たのまれて描かいたものじゃないってことだよね……）

　頼たのまれてもない絵えを、ただ見みてほしくて、データを送おくるほど仲なかがいい子こって──。

（──まさか）

　ハッとして、メールの送そう信しん履り歴れきを確かく認にんする。

　投とう稿こうされているのと同おなじ絵えを送おくった相あい手ては、ひとりしかいなかった。

　ぞくっと、悪わるい予よ感かんが背せ筋すじを走はしる。

（そんな……本ほん当とうに、あの子こが……？）

「──いっちゃん、まだ起おきてるの？」

　ドアの向むこうでママの声こえがして、ドキリとわれにかえる。

「い、いま寝ねるところだよ！　おやすみっ！」

　あわててパソコンの電でん源げんを切きって、ベッドにもぐりこんだ。

「はぁ……」

　暗くら闇やみの中なか、深ふかくため息いきをつく。

　目めを閉とじても、頭あたまに浮うかんだ〝悪わるい予よ感かん〟がぐるぐる回まわりつづけて、眠ねむれなかった……。











12　一いち歌か、走はしる！






　翌よく朝あさ。校こう門もんをくぐったあたりで、ユキちゃんに会あった。

　夜よ中なかじゅう、ずっと考かんがえていたことがまだ頭あたまのなかを埋うめつくしていて、寝ね不ぶ足そくなのに、目めは変へんにハッキリと覚さめている。

「おはよう、ユキちゃん」

「あー、うん。おはよ」

　いつもの「背せ中なかバシーン！」がない。

　今いま思おもい返かえすと、昨日きのうから、ユキちゃんは少すこし変へんだ。

　よそよそしいというか、距きょ離りがあるというか。

　昨日きのうは、「あの待まち合あわせのときのこと、怒おこってるのかな？」って思おもってたけど……。

「ねぇ、ユキちゃん。おとといの日にち曜よう日びのことだけど──」

「その話はなしはもういいから」

　ユキちゃんが、わたしの言こと葉ばをさえぎる。

「どうせ犯人なんて、待まっても来こなかったんでしょ？」

「え？」

「あの日ひのことはおたがい忘わすれて、今いままでどおり仲なかよくやろうよ。ね、一いち歌か！」

　悪わるい予よ感かんが、確かく信しんに変かわる。

　はりつけたような笑え顔がおのユキちゃんに、うまく笑わらい返かえせなくなる。

「今日きょうってなわとび朝ちょう礼れいだったよね？　一いっ緒しょに準じゅん備びしよ！」

「う、うん……」

　ユキちゃん。

　なんでわたしが〝犯はん人にんと〟待まち合あわせてたこと、知しってるの？

　わたし、ソライロのこともパクリ事じ件けんのことも、ひとことも話はなしてないよ……？







　ユキちゃんとはじめて会あったのは、教きょう室しつでみんなにあいさつをするよりも、前まえだった。

　一年ねん前まえ。転てん校こう初しょ日にちの朝あさに、わたしは下げ駄た箱ばこがどこにあるかわからなくなっちゃって、ひとりで校こう舎しゃのまわりをいったりきたりしてたんだ。

　新あたらしい学がっ校こう。知しり合あいなんて、もちろんひとりもいない。

　不ふ安あんで心こころ細ぼそくて、じわっと視し界かいがぼやけたとき。

　──ふいに、コロコロとサッカーボールが転ころがってきた。

「ごめーん！　それ、こっち蹴けって！」

　はきはきした大おおきな声こえで手てを振ふる女おんなの子こ。

　わたしは小ちいさく鼻はなをすすってから、ボールに向むかって、足あしを振ふりぬく。

「えいっ！……あれっ？　うわあっ!?」

　二回かいの空から振ぶりに、三回かい目めはまさかのズッコケ。

「ちょっと、大だい丈じょう夫ぶ!?」

　女おんなの子こはあわてて駆かけ寄よってきて、助たすけ起おこしてくれた。

「あれ？　あんた、うちの学がっ校こうの子こ？」

「あ……わたし、今日きょうからこの学がっ校こうに転てん校こうしてくることになった、秋あき吉よし一いち歌かっていいます。学がく年ねんは、新しん五年ねん生せいで……」

「マジで!?　あたしも今日きょうから五年ねんだよ！」

　女おんなの子こは、ニカッと白しろい歯はを見みせて笑わらう。

「あたし、和泉いずみ雪ゆき！　一いち歌かちゃんの友ともだち第だい一号ごうになってもいい？」

「は……はいっ！」

「アハハ！　同おない年どしだってば！　なんで敬けい語ごなのさ！」

　そう言いって、わたしの背せ中なかを、バシーンってたたいたユキちゃん。

　あいかわらず、手て加か減げんがヘタで痛いたかったけど……あの一いち撃げきは、わたしの不ふ安あんをキレイさっぱりふきとばしてくれた。

　それからわたしたちは、あっというまに、親しん友ゆうになった。

　まわりからは「でこぼこコンビ」なんて言いわれるくらい性せい格かくもシュミもぜんぜんちがうのに、ユキちゃんといると、すごくたのしくて、元げん気きが出でるんだ。
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　わたしの絵えを一いち番ばんほめてくれるのはユキちゃんだし、わたしも、一いっ生しょう懸けん命めいサッカーの練れん習しゅうをするユキちゃんのこと、心こころから応おう援えんしてる。

　おたがいに好すきなものをみとめあって、素す直なおにほめあうことができて。

　そして、わたしのためを思おもって、言いいづらいことも言いってくれる……。

　他ほかの子ことはちがう、特とく別べつな存そん在ざい。

　本ほん当とうに本ほん当とうに、大たい切せつな友ともだちなんだ。

　だから……ぜったいに、傷きずつけたくない。







　放ほう課か後ごのパソコンルーム。

　わたしはマウスに手てを乗のせて、じっと、メール画が面めんを見みつめていた。





『アオイさんへ

　色いろ々いろ考かんがえたけど、わたしは、ソライロの絵え師しをやめます。

　この前まえ投とう稿こうした「メロンソーダ（リミックスＶｅｒ．）」の動どう画がは消けしてください。

　迷めい惑わくをかけてごめんなさい。今いままでお世せ話わになりました』






　犯はん人にんとの待まち合あわせに失しっ敗ぱいしたあと、一いち度どつくって、そのままにしてあったメール。

　どうしても送そう信しんボタンをクリックできずに、もう数すう十分ぷんが経たっていた。

　──一いち度ど送おくっちゃったメッセージは、二に度どと取とり消けせない。

　頭あたまの中なかを、たのしかった思おもい出でがかけめぐる。

　ソライロのみんなと力ちからを合あわせて動どう画がをつくったこと。

　カラオケでの上じょう映えい会かいで、完かん成せいした動どう画がを見みたときの感かん動どう。

　夜よふかしして、夢む中ちゅうで絵えを描かいた時じ間かん。

　どれもこれも……胸むねが熱あつくなる思おもい出でだ。

（でも、ユキちゃんとの友ゆう情じょうを守まもるためだもん……しょうがないよ）

　迷まよいをふりはらうように首くびを振ふる。

　イラスト投とう稿こうサイトの「ウイング」の正しょう体たいは、ユキちゃんでまちがいない。

　投とう稿こうされた絵えの中なかにはユキちゃんにしかわたしてないものがあったし、わたしがこの前まえの日にち曜よう日びに〝犯はん人にんと〟待まち合あわせてたことも、ユキちゃんは知しっていた。

　だけど。

　もし、本ほん当とうにユキちゃんが犯はん人にんだったとしても……わたしはユキちゃんと今いままでどおり、友ともだちでいたいんだ。

　いちばんの友ともだちのユキちゃんを、失うしないたくなんてない。

　わたしが挿さし絵えを描かいたあの動どう画ががネット上じょうから消きえれば、もとどおりになれるなら。

　ぜんぶ忘わすれて、わたしがソライロの絵え師しになる前まえのふたりに、もどれるなら……。

（……ん？　新しん着ちゃくメール？）

　ふと、新あたらしいメールが届とどいたことに気きづく。

　未み送そう信しんの作さく成せい画が面めんをいったんとじて、受じゅ信しんボックスをひらく。

　差さし出だし人にんは、アオイさんだった。





『答こたえを出だす前まえに、この曲きょくを聴きいてほしい』






　短みじかい本ほん文ぶんが書かかれたそのメールには、動どう画がファイルが一件けん、添てん付ぷされていた。

　ファイル名めいは、『ＹＥＳＴＥＲＤＡＹイエスタデイ』。

　イエスタデイは、たしか、英えい語ごで「昨日きのう」って意い味みだっけ……？

　少すこし迷まよってから、クリックして、動どう画がを再さい生せいした。




　数すう秒びょう経たって鳴なりはじめたピアノの音おとに、ハッとなる。

（これ……、前まえに聴きかせてもらった、アオイさんの新しん曲きょく！）

　この前まえとちがうのは、メロディーをなぞるピアノの音おとにあわせて、白しろい画が面めんに歌か詞しが表ひょう示じされていくこと。

（新しん曲きょくの歌か詞し、できたんだ！）

　メロディーに耳みみをかたむけながら、歌か詞しを目めで追おう。





『昨日きのう

　キミについた　ちいさなウソ

　知しらん顔かおして　笑わらいかけたところで

　もう　もとどおりにはもどれない』






『ＹＥＳＴＥＲＤＡＹイエスタデイ』は、せつない、失しつ恋れんの歌うただった。

　片かた思おもいの末すえに失しつ恋れんした男おとこの子こが、なにもできなかった臆おく病びょうな自じ分ぶんを後こう悔かいするストーリー。

（この歌か詞し……今いまのわたし、そのものだ……）

　胸むねが、ズキンと強つよく痛いたみだす。

　あの日ひ、わたしが〝犯はん人にんに〟送おくったメールを受うけ取とったユキちゃんは、ひとりで待まち合あわせ場ば所しょにあらわれた。きっと勇ゆう気きを出だして、真しん実じつを打うち明あけようとしていたんだ。

　でもわたしは、ユキちゃんの話はなしをきちんと聞きこうともせず、自じ分ぶんのことしか考かんがえてなかった。

　ソライロのことや事じ件けんのことをかくすことで頭あたまがいっぱいで、「友ともだちだからって、話はなせないこともある」なんて、追おいはらうようなことまで言いっちゃったんだ。

　そして今いまも、ユキちゃんが犯はん人にんだってことに気きづいていながら、知しらん顔かおをしてやりすごそうとしている……。

　涙なみだが、つーっとほほをつたう。

　きっとユキちゃんは、もう、わたしに心こころを開ひらいてくれない。

　ウソをついてごまかしたって、もう、もとどおりにはもどれない……。




『──大だい丈じょう夫ぶだよ』




　ふいに。

　歌か詞しには書かかれていない言こと葉ばが、音おん楽がくにのって、直ちょく接せつ、心こころにひびいてきた。

『キミはまだ間まに合あう』

『さあ、勇ゆう気きをだして』

（これって……アオイさんの声こえ？）

　どんな声こえかなんてもちろん知しらないし、顔かおだって見みたことない。

　だけど、アオイさんの音おん楽がくは、いつだって力ちから強づよく、わたしの心こころにメッセージを伝つたえてくれる。

　遠とおくて近ちかいところから見み守まもってくれて、はげましてくれて。

　そして、背せ中なかを押おしてくれる──。




　ガタッ

　音おん楽がくが鳴なり終おわると、こぶしをかためて、席せきを立たった。

（……だって、好すきなんだもん）

　涙なみだでぬれたほっぺたをごしごしこする。

（「大だい好すき」なんだもん！）

　パソコンルームからとびだすと、早はや歩あるきで廊ろう下かを進すすむ。

　わきめもふらず、ただ、まっすぐ。




「──あっ、一いち歌かちゃん！」

　角かどを曲まがったところで、樹じゅ里りちゃんと広ひろ海みちゃんにばったり出でくわした。

　ふたりはちょっぴり気きまずそうに視し線せんを交かわすと、なにか言いいたそうに手てをもじもじさせる。

　わたしは話はなしの内ない容ように思おもい当あたって、先さきに切きり出だした。

「もしかして冴さえ木きくんの絵えのこと？　その話はなしなら……」

「この前まえはごめんっ！」

「え？」

　いきなり、そろって頭あたまを下さげたふたり。

　わたしは、キョトンとあっけにとられてしまう。

「冴さえ木きくんの絵えのこと、樹じゅ里りが無む理りに頼たのんだのに、文もん句く言いったりしてごめんね。一いち歌かちゃんにだって、描かきたくないものだってあるし、他ほかにやらなきゃいけないこともあるはずなのに」

「私わたしたち、一いち歌かちゃんがやさしいから、調ちょう子しに乗のっちゃってたんだと思おもう。一いち歌かちゃんの負ふ担たんも考かんがえないで、いつも好すき勝かっ手てに頼たのんだりして……ユキに言いわれて、気きづいたんだ」

（……ユキちゃんが？）

　じわっと、胸むねが熱あつくなる。

　ユキちゃんって、そういう子こなんだ。

　わたしだったら……ううん、ふつうは、なかなかできないよ。

　自じ分ぶんが嫌きらわれるかもしれないのに、友ともだちのことを思おもって、だれかを注ちゅう意いするなんて……。

「樹じゅ里りたち、もう、無む理りに絵えを頼たのんだりするのやめるから」

「でもね。私わたしたちは一いち歌かちゃんの絵え、本ほん当とうに好すきだよ！　今いままで描かいてもらった絵えも、ちゃんと大だい事じにしてる！」

　いっぺんに言いってから、ふたりは息いきをのんで、わたしの表ひょう情じょうをうかがう。

　そんなふたりの姿すがたを見みていたら、

「ありがとう」

　自し然ぜんと、言こと葉ばが出でた。

「ありがとうって、なんで？」

「お礼れいを言いうのは、樹じゅ里りたちの方ほうだよ～！」

　わたしは首くびを振ふって、ふたりの手てをとる。

「ううん、ちがうの。だって樹じゅ里りちゃんと広ひろ海みちゃん、いつもわたしの絵えを心こころからよろこんでくれたもん。わたし、それがすごくうれしかったんだよ！」

　ちょっと気きが乗のらなかったときだって、よろこんでくれる笑え顔がおを見みたときは、他ほかのどんなものにもかえられないくらいうれしかった。

　わたしが絵えを描かくのを大だい好すきになったのは、そうやってわたしの絵えを「好すき」って言いってくれる人ひとがいたからなんだ！

　それに……ふたりのおかげで、自じ分ぶんの気き持もち、しっかりと確かく認にんできた！

「ふたりともありがとう！　また明日あしたね！」

　歩あるくのがじれったくなって、そのまま廊ろう下かを走はしり出だした。




　走はしって、走はしって、走はしって。

　階かい段だんを駆かけ下おり、靴くつもはきかえないまま外そとへととびだす。

　校こう庭ていでは、サッカークラブが練れん習しゅうをしている。

　そのなかでもひときわ目め立だっているのは、男だん子しにまじって走はしり回まわる、女おんなの子この背せ中なか。

　わたしは大おおきく息いきをすいこんで、ちっぽけな勇ゆう気きを、めいっぱいふくらました。

　……さあ。

　がんばれ、わたし！

「──ユキちゃん！」

　力ちからいっぱいの声こえでさけぶ。

「ユキちゃん、話はなしがあるんだけど！」

　ユキちゃんは足あしを止とめて、ゆっくりとふりかえった。

　きつくしばったポニーテールが、ふわりとゆれた。











13　いちばん大たい切せつなもの






　校こう庭ていから少すこしはなれた校こう舎しゃ裏うらで、わたしたちは一対たい一で向むかい合あった。

　夕ゆう陽ひでオレンジ色いろに照てらされるユキちゃんの表ひょう情じょうは、とても険けわしい。

　サッカークラブのかけ声ごえが遠とおくに聞きこえているけど、この空くう間かんだけまわりから切きり取とられたみたいに、しんとしずまりかえっている。

　わたしは意いを決けっして、その沈ちん黙もくをやぶった。

「イラスト投とう稿こうサイトの『ウイング』って……ユキちゃんだよね？」

　その瞬しゅん間かん、空くう気きがピンとはりつめた。

　ユキちゃんは、おどろくでもあわてるでもなく、ただ、じっとだまっている。

「わたし、気きづいちゃったんだ。投とう稿こうされたなかに、ユキちゃんにしか送おくってない絵えがあったから……どうしてあんなことしたのか、言いいたくないなら言いわなくてもいいよ。でも、絵えはちゃんと消けしてほしい。これ以い上じょう、ソライロの……サークルのみんなに迷めい惑わくかけたくないから」

　ユキちゃんは、あきらめたように目めをふせて。

　ゆっくり、大おおきく息いきをついた。

「一いち歌かの気き持もちは、もうとっくにわかってたよ」

「え？」

「あたしとの友ゆう情じょうより、そのサークルの仲なか間まの方ほうが大だい事じなんだよね？」

　ユキちゃんは、淡たん々たんと言こと葉ばをつづける。

「一いち歌かの言いうとおり、あたしがウイング。一いち歌かの絵えを『自じ分ぶんが描かいた』ってウソついて、勝かっ手てにネットにアップしてた。今いままでだまっててごめん。こんなサイテーなあたしとは、もう友ともだちでいられないってんなら、絶ぜっ交こうしてくれていいから」

「ちがう、わたしは絶ぜっ交こうなんて……」

「もういいでしょ。じゃあね」

　言いうだけ言いって、逃にげるように歩あるき出だすユキちゃん。

　わたしはとっさに、その手てをつかむ。

「待まって！　わたしはまだ、言いいたいこと言いってないよ！」

「言いいたいこと？」

「うん。わたし、ホントはね……」

　ゆっくりと間まをとって、気き持もちを落おちつかせて……。




「ホントは、ユキちゃんがバシーンって背せ中なかたたくの、超ちょう痛いたくて、イヤだったの！」




　ユキちゃんは面めん食くらったように、「へ？」と目めを丸まるくした。

「あと、いつもわたしの悪わるいところ注ちゅう意いしてくるのに、自じ分ぶんの弱よわみはぜんぜん見みせないところ！　不ふ公こう平へいだし、もっとわたしに相そう談だんとかしてほしいって思おもってた！」

　あっけにとられていたユキちゃんの顔かおが、かーっと、赤あかくなっていく。

「いっ、一いち歌かだって、あたしにかくしごとしてばっかりじゃん！」

「そうだよ。でも、それってそんなにダメなこと？」

「なにそれ、開ひらき直なおるわけ!?」

　湯ゆ気げが出でそうなほど真まっ赤かになったユキちゃんが、怒いかりにまかせて、わたしのほっぺをぐにっとつねる。

「いたっ……ほら、ユキちゃんはそうやって、すぐ手てが出でる！」

　今日きょうだけは、ここで負まけるわけにはいかない。

　わたしもユキちゃんのほっぺを思おもいっきりつかみ返かえす。

「いっ……痛いたいなぁ！」

　変へん顔がおみたいになるのもおかまいなしに、ほっぺをつねりあうわたしたち。

　おたがい、どんどん涙なみだ目めになっていく。

　ちょー痛いたい！

　痛いたい、けど──、

「わたしはユキちゃんのこと好すき！」

「…………え？」

「でも、やっぱりソライロのみんなも大だい事じなの。どっちかなんてえらべないよ！　だって……ユキちゃんが言いってくれたんだよ、『もっとわがままになっていい。自じ分ぶんの本ほん音ねをぶつけるべき』って！　だからこれが、今いまのわたしの本ほん音ね！」

　自じ分ぶんの意い見けんを言いえば、嫌きらわれることもある。

　なにかに本ほん気きで打うちこめば、苦くるしいことだってある。

　それなのにわたしは、「ユキちゃんを傷きずつけたくないからソライロをやめる」なんて、自じ分ぶんが傷きずつかないための言いい訳わけをして、友ともだちからも、仲なか間まからも逃にげてた。

　でも、やっとわかったんだ。

　本ほん当とうに大たい切せつで大だい好すきなものからは──、逃にげちゃダメだって！

「わたしはユキちゃんのこと、親しん友ゆうだと思おもってる。もし、ユキちゃんもそう思おもってくれてるなら……わたしのわがままきいて！　これからもずっと、一いっ緒しょにいよう、ユキちゃん！」

　ユキちゃんの目めが大おおきく見み開ひらかれる。

　そして、何なん秒びょうかつづいた沈ちん黙もくのあと。

　わたしのほっぺをつねっていた手てから、すとんと力ちからが抜ぬけた。

「──ごめん！」

　ユキちゃんはいきおいよく、がばっと頭あたまを下さげた。




「あたし本ほん当とうは、漫まん画が、大だい好すきなんだ。だけど、そんなのキャラじゃないし……みんなにも一いち歌かにも、漫まん画がには興きょう味みないって言いって、本ほん当とうのこと言いいだせなかった」

　ユキちゃんが、ゆっくりとこれまでのことを話はなしはじめる。

　わたしはしずかに、その言こと葉ばに耳みみをかたむけた。

「ネットで好すきな絵え師しさんがいてね。その人ひとと少すこしでも近ちかづきたくて、同おなじイラスト投とう稿こうサイトに登とう録ろくしたんだ。でもあたし、絵えなんて描かけないじゃん？　それで、ためしに一いち歌かの絵えを投とう稿こうしたら、その絵え師しさんから直ちょく接せつコメントもらえてさ。舞まい上あがっちゃって、気きづいたら、やめるにやめられなくなっちゃって……」

[image: ]

　バツが悪わるそうにうなだれるユキちゃん。

　ユキちゃんがそういう行こう動どうをとっちゃった気き持もち……ちょっとわかるな。

　わたしも、アオイさんにはじめてメールを送おくったときは、考かんがえなしの勢いきおいまかせだったし。

　それに、あこがれの相あい手てから返へん事じをもらえば、だれだって舞まい上あがっちゃうよ。

「一いち歌かがサークルに入はいって、ワク動どうで動どう画が投とう稿こうはじめたのも知しってた。だから、一いち歌かの方ほうから話はなしてくれたら、あたしも投とう稿こうした絵えのことちゃんと話はなしてあやまろうって決きめて、待まってたんだ……だけど、一いち歌かは話はなしてくれないし、それに、すごくたのしそうだったし。なんか、一いち歌かをとられたみたいで、腹はらが立たってきてさ。『むこうの方ほうがパクリだ』なんて書かいちゃったんだ……。いろいろと迷めい惑わくかけて、本ほん当とうにごめん！　許ゆるして！」

　ユキちゃんは、心こころからすまなそうにあやまった。

　だけど、わたしにとっては、もう〝許ゆるす〟とかそういうことより、ユキちゃんが正しょう直じきに打うち明あけてくれたことがうれしくてしょうがなかった。

　こうして本ほん音ねをぶつけあっても、今いままでと同おなじように……ううん、今いままでより、もっともっとおたがいのことを「大たい切せつな友ともだち」だと思おもいあえてるって、感かんじるから。

　たとえ、おたがいに言いえないことや、イヤなところがあったとしても。

　それでも、「好すき」って気き持もちのほうが上うわ回まわって、「一いっ緒しょにいたい」って思おもえる。

　それが、本ほん当とうにうれしいんだ！

　だから……。

「これでおあいこっ！」

　ぺちんっ

　こみあげてくる気き持もちをこめて、わたしはユキちゃんの背せ中なかを、ちょっぴり強つよめにたたいた。

　ユキちゃんは、一いっ瞬しゅん、キョトンと固かたまってから、

「……ほんと、おひとよしだなぁ、一いち歌かは」

　ふっと、安あん心しんしたような笑えみを浮うかべた。




「──おーい、和泉いずみ！　いつまでサボってんだよーっ！」

　ふいに、遠とおくでユキちゃんを呼よぶ声こえがする。

「じゃ、あたし練れん習しゅうにもどるね！」

　ユキちゃんはニカッと白しろい歯はを見みせて笑わらうと、元げん気きに校こう庭ていへ駆かけていく。

　その笑え顔がおが、はじめて会あったあの日ひとまったく変かわってなくて、うれしくなる。

（ちゃんと仲なか直なおりできた！……やればできるじゃん、わたし！）

　清すが々すがしい気き分ぶんで、深しん呼こ吸きゅう。

　うーんと伸のびをして、きれいな夕ゆう焼やけ空ぞらを見み上あげる。

　──と、

「さっ…………冴さえ木きくん!?」

　二階かいの窓まどに、ほおづえをついてこちらを見み下おろす冴さえ木きくん。

　ばっちり目めが合あって、伸のびをしたかっこうのまま、ぴたりとフリーズする。

「もしかして……今いまの、見みてた？」

「だってそこ、パソコンルームの真ま下しただよ？　聞きくつもりなくても聞きこえちゃった」

　ひゃ～～～っ！

　はずかしくて、両りょう手てで顔かおをおおう。

　そういえば冴さえ木きくんって、クラブのときはいつも窓まど際ぎわのいちばん奥おくの席せきにいるもん。

　あれだけ大おお声ごえでさけびあってれば、聞きこえちゃってもムリはないよ。

「あの～、今いま見みたこと、できれば忘わすれてくれるとありがたいな～、なんて……」

　ダメもとで頼たのんでみると、冴さえ木きくんは、おかしそうに笑わらいだした。

「それよりも、そのほっぺた、はやく冷ひやしたほうがいいかも」

「えっ、そんなにヒドイ!?」

「うん、わりと」

　はずかしさ半はん分ぶん、うれしさ半はん分ぶん。

　もう笑わらうしかなくて、わたしは心こころの底そこから、冴さえ木きくんに笑わらい返かえした。











14　消きえない言こと葉ば






　ユキちゃんは、その日ひのうちに、イラスト投とう稿こうサイトにアップしたわたしの絵えすべてを、「ウイング」のアカウントごと削さく除じょしてくれた。

　これできっと、動どう画がへの悪わる口くちコメントもおさまるはず。

　パクリ事じ件けんにようやく決けっ着ちゃくをつけたところで、わたしはひさしぶりに、ソライロのグループトークにメッセージを書かきこんだ。





いっちー『ソライロのみんなへ

　ずっとメッセージを無む視ししててごめんなさい。

　わたしのせいでみんなに迷めい惑わくをかけちゃったことも、本ほん当とうにごめん。

　悪わる口くちコメントの原げん因いんになっていたイラスト投とう稿こうサイトのアカウントは、持もち主ぬしの子こと話はなし合あって削さく除じょしてもらいました。

　もし許ゆるしてもらえるなら、わたしはみんなとまた、動どう画がをつくりたい！

　だから……どうか、よろしくお願ねがいします！』






　ベッドの上うえに正せい座ざして、携けい帯たいと向むかい合あう。

　どんな反はん応のうがかえってくるのか、すごくこわい。

　それに……一いち度どは、わたしの方ほうからつながりを断たち切きろうとしちゃったんだもん。

　もしみんなが怒おこって、許ゆるしてくれなかったとしても、それは当とう然ぜんのことだ……。

　息いきがつまるほど緊きん張ちょうしながら返へん事じを待まつこと、数すう十じゅう秒びょう。

「ピロリーン♪」と、お知しらせ音おんが鳴なって、すぐに携けい帯たい画が面めんを見みる。





Ｒｉｉりー『おかえりなさい。いっちーさん！[image: ]』

コウスケ『元げん気きそうじゃん！　心しん配ぱいしてソンしたぜ！[image: ]』






　どちらも、にっこりマークの絵え文も字じつき。

　りーちゃんもコウスケ先せん輩ぱいも、メッセージを無む視ししてたこと、怒おこってないんだ！

　じわりと、目めの奥おくが熱あつくなる。

　そして、ふたたびひびいたお知しらせ音おん。

　そのメッセージを目めにした瞬しゅん間かん、涙なみだが一いっ気きにあふれでた。





アオイ『僕ぼくたちみんな、キミを待まってたよ』






　不ふ安あんでいっぱいだった心こころが、あたたかさにつつまれていく。

　本ほん当とうによかった。こんなに大たい切せつな人ひとたちのこと、失うしなわずにすんで。

　わたしは感かん謝しゃの気き持もちをこめて、そっと携けい帯たいを胸むねに抱だきしめた。




　──ところが。

　それから数すう日じつ経たっても、動どう画がへの悪わる口くちコメントはなかなかおさまる気け配はいがなかった。

　それどころか、「いっちーはウイングさんを脅おどしてアカウントを消けさせた悪あく人にん」なんて話はなしまでとびかって、誤ご解かいはますます広ひろがっていくばかり。

　一いち度どついたイメージは、そう簡かん単たんには消きえないらしい。

　ひどい言こと葉ば。

　攻こう撃げき的てきな言こと葉ば。

　気きにしないようにしようと思おもっても、目めにするたび、心こころは傷きずつけられていく。





Ｒｉｉりー『こういうときは、騒さわぎが静しずまるまでコメントの受うけつけを止とめて、アカウントの更こう新しんを休きゅう止しした方ほうがいいかもしれません。もしくは、動どう画がを削さく除じょして、ほとぼりが冷さめてからアップロードし直なおすという手てもありますね』

コウスケ『ほっときゃいいんだろうけど、これ以い上じょう荒あらされるのも腹はら立たつよな』






　みんなで対たい策さくを相そう談だんする。

　たしかに、これ以い上じょう、わたしたちの動どう画がが悪わる口くちにさらされるのはイヤだ。

　なにか、次つぎの手てを打うたなきゃいけないタイミングなんだと思おもうけど……。

　更こう新しんを休きゅう止ししたり動どう画がを削さく除じょしたら、「わたしたちが悪わるい」っていう誤ご解かいを、みとめたことになっちゃう気きがする。





アオイ『いっちーさんはどうしたい？』






　アオイさんに問といかけられた、そのとき。

　頭あたまの中なかに、あの曲きょく──『ＹＥＳＴＥＲＤＡＹイエスタデイ』が流ながれだした。

　わたしの背せ中なかを押おしてくれた曲きょく……。

　目めを閉とじて、「よし！」と決けつ意いする。





いっちー『わたしは、今いまこそ新しん曲きょくの動どう画がをつくって、投とう稿こうしたいと思おもってます！』






　誤ご解かいを解とくには、新しん作さくをつくるしかない。

　新あたらしい挿さし絵えで動どう画がを投とう稿こうすれば、「パクリなんてしてない」ってことの、なによりの証しょう明めいになると思おもうし。

　一本ぽんでダメだったら、二本ほん目め、三本ぼん目めをつくればいい。

　いい動どう画がをつくり続つづければ、いつかぜったいわかってもらえるはず。

　だってアオイさんの曲きょくには…………ううん。

　わたしたちソライロの動どう画がには、それだけのパワーがあるはずだから！





いっちー『みんな、お願ねがい。誤ご解かいも悪わる口くちもぜんぶふきとばせるような新しん作さくを、一いっ緒しょにつくってくれませんか!?』
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15　ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー






　日にち曜よう日び、わたしは春はる風かぜ駅えきの近ちかくで、ソライロのみんなとあつまることにした。

　もちろん、目もく的てきは新しん作さく動どう画がをつくるためのミーティング。

　いつもはグループトークや、ビデオ通つう話わで相そう談だんをすることが多おおいけど、今こん回かいは「スピード勝しょう負ぶで一いっ気きに完かん成せいさせよう！」ってことで、顔かおを合あわせて話はなしをすることになったんだ。

（え～っと、二番ばん目めの交こう差さ点てんを右みぎに曲まがって、左ひだり側がわの三軒げん目め……ここかな？）

　りーちゃんからの指し示じをたよりに集しゅう合ごう場ば所しょにつくと、そこは、まわりからちょっと浮うくくらいの、すごく立りっ派ぱな建たて物ものだった。

　白しろい石いし造づくりの壁かべにトンガリ屋や根ねという、外がい国こくの町まち並なみにありそうな外がい観かん。

　家いえというよりは、おしゃれな美び術じゅつ館かんみたいな感かんじだ。

　看かん板ばんや表ひょう札さつを探さがしてみるけど、それらしきものがなかなか見みつからない。

（……本ほん当とうに、ここで合あってるのかな？）

　不ふ安あんになってキョロキョロしていたら、

　ガチャン！

　とつぜん、黒くろい鉄てつ格ごう子しの門もんが、自じ動どうで開ひらいた。

「へっ!?　な、なんで!?」

　わたし、どこもさわってないよ!?

　あたふたとその場ばからはなれようとしたら、ふいに背せ中なかのほうから、「いっちーさん」と、聞きき覚おぼえのある声こえが聞きこえた。

『そちらからお入はいりください。階かい段だんを上あがって、右みぎ側がわのつきあたりの部へ屋やで待まってます！』

　りーちゃんの声こえだ！

　どうやら声こえは、門もん柱ちゅうについているインターホンから聞きこえてるみたいだった。

『オートロックですので、まっすぐ中なかに進すすんでいただいて大だい丈じょう夫ぶですよ』

　りーちゃんが言いうんだから大だい丈じょう夫ぶなんだろうけど……知しらないお家うちだし、ちょっとコワイかも。

　ごくり

　ちょっぴりしりごみしながら、大おおきな門もんをくぐる。

「お、おじゃましまーす……」

　吹ふき抜ぬけの明あかるい玄げん関かんで靴くつをそろえて脱ぬぐと、正しょう面めんに、階かい段だんを見みつける。

（階かい段だんを上あがって、右みぎ側がわのつきあたり……右みぎのつきあたり……）

　迷まよわないように頭あたまのなかでとなえつつ、そろーりそろーり、ぬきあしさしあしで廊ろう下かを進すすむ。

　そして。

　扉とびらが開ひらきっぱなしになっている『二階かいのつきあたりの部へ屋や』に、そっと足あしを踏ふみ入いれた瞬しゅん間かん──わたしはぽかーんと、その場ばに立たち尽つくした。

（な、なにこの部へ屋や…………ゲームショップ!?）

　広ひろ々びろとした部へ屋やは、そこらじゅう、ゲームで埋うめ尽つくされていた。

　壁かべ一いち面めんの棚たなには、ゲーム機きやソフトがずらり。お店みせみたいにディスプレイされている。

「よう、来きたか」

　ソファーに座すわるコウスケ先せん輩ぱいが、あんぐり口くちが開ひらきっぱなしのわたしを見みて、笑わらいだした。

「あぁ、この部へ屋や、はじめて見みるとビビるよなー！　リイコ、超ちょうがつくゲーマーなんだよ。チビのころはよく対たい戦せんとかしてたけど、最さい近きんはもう、どのゲームでも勝かてねーもん」

「ふふふ。今こん度ど、いっちーさんもご一いっ緒しょに、リズムゲームなどいかがですか？」

　りーちゃんの大おおきな瞳ひとみに、ぎらりと、いつもとはちがうかがやきが。

　わお。意い外がいな一いち面めんを知しれた。

　……って！　いやいや、そっちじゃなくて！

「この部へ屋や……というか家いえ！　りーちゃんのおうちなの!?」

「はい。あれ？　お伝つたえしていませんでしたっけ？」

　開あいた口くちが、なかなか閉とじない。

　りーちゃんのこと「お嬢じょう様さまっぽいなぁ」とは思おもってたけど、ここまでとは……。

「──んで。まずさいしょに、オレたちからいっちーに言いっときたいことがある」

　コウスケ先せん輩ぱいはソファーから立たち上あがると、こちらに向むかってずんずん歩あるいてくる。

　そして、とつぜん。

　わたしの顔かおの前まえに、ずいっと四し角かくい手て帳ちょうのようなものをつきつけた。

「野の々の井い幸こう介すけ。春はる風かぜ中ちゅう一年ねんＢ組ぐみ。血けつ液えき型がたはＯ型がたで誕たん生じょう日びは八月がつ八よう日か！　家いえはここのとなり！」

「……へ？」

　よく見みると、『生せい徒と手て帳ちょう』って書かいてある。

　ぽかんとしていると、りーちゃんも、学がっ校こうでつける名な札ふだをわたしに見みせる。

「私わたしは、清きよ藤ふじ里り衣い子こといいます。ここにあるとおり、春はる風かぜ小しょう学がっ校こう五年ねん一組くみ、出しゅっ席せき番ばん号ごうは八番ばんです」

　ふたりの顔かおを交こう互ごに見みる。

　これは、いったい……？

「オレの個こ人じん情じょう報ほう、知しりたきゃなんでも聞きけ。アオイさんには怒おこられるかもしれねーけど、いっちーにならぜんぶ話はなすぜ。オレ、いっちーのこと、仲なか間まとして信しん用ようしてるから！」

　わたしの肩かたをつかんで、真しん剣けんなまなざしで言いうコウスケ先せん輩ぱい。

　……冗じょう談だん、ではないみたい。

「私わたしもコウちゃんと同おなじです。だって……メッセージを無む視しすれば簡かん単たんに切きれちゃうような関かん係けいでいるの……もう、イヤだから」

　りーちゃんの言こと葉ばに、きゅっと胸むねが痛いたむ。

　メッセージを無む視ししてイヤな思おもいをさせたのに、ふたりはわたしに怒おこるより、わたしと関かん係けいが切きれることのほうを不ふ安あんに思おもってくれてたんだ。

　わたしのこと、大だい事じな仲なか間まだってみとめてくれてたんだ……。
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「みんなからの連れん絡らくを無む視ししちゃったこと、本ほん当とうにごめんなさい！　だけど……わたしも、ふたりと同おなじ気き持もちだよ！」

　ネットで知しり合あったとか、そんなの関かん係けいない。

　ソライロは……みんなは、わたしの大たい切せつな仲なか間ま。

　わたしのことを信しんじて待まっていてくれる、かけがえのない居い場ば所しょだもん！

「わたし、晴せい天てん小しょう学がっ校こう六年ねん二組くみの、秋あき吉よし一いち歌かです！　コウスケ先せん輩ぱい、りーちゃん。あらためて、よろしくお願ねがいします！」

　ふたりはうれしそうに顔かおを見み合あわせて、うなずいた。

「よっしゃ。じゃあ、いっちょはじめるか！」

　コウスケ先せん輩ぱいが、壁かべぎわにあるホワイトボードを、くるりとひっくり返かえす。

　ボードの上うえの方ほうには、大おおきく『ソライロ　新しん曲きょく制せい作さくミーティング』と書かかれている。

「今こん回かいはスピード勝しょう負ぶだ！　めざすは明日あした、月げつ曜よう日びのアップロード！　フルパワーでやりとげようぜ！　アオイさんも、じゃんじゃん意い見けん言いっちゃってください！」

「えっ!?　アオイさんも来きてるの!?」

　わたし、聞きいてないけどっ!?

　あわててキョロキョロするけど、広ひろい部へ屋やのなかにそれらしき姿すがたは見み当あたらない。

「あそこのテーブルの上うえに置おいてあるカメラの映えい像ぞうを、アオイさんがリアルタイムで見みられるようにしてあるのです。メッセージアプリの画が面めんはテレビに表ひょう示じされるので、いちいち携けい帯たいを操そう作さしなくても、会かい話わをするように相そう談だんができますよ」

　りーちゃんが言いったそばから、「ピロリーン♪」と音おとが鳴なる。

　壁かべぎわの大だい画が面めんテレビを見みると、そこには、見み慣なれたグループトークの画が面めんが映うつっている。





アオイ『いっちーさん、こんにちは。じつは、みんなが自じ己こ紹しょう介かいしてるところから見みてたよ』






　う、うそぉ～っ!?

　つまり、あのカメラの向むこうで、アオイさんがわたしたちを見みてるってこと!?

　アオイさんの視し線せんを意い識しきすると、急きゅうに緊きん張ちょうして、心しん臓ぞうがドキドキしてくる。





アオイ『まずは、いっちーさんのイメージを聞ききたいな。どんな雰ふん囲い気きのイラストにするかによって、曲きょくのアレンジや動どう画がの方ほう向こう性せいも決きめていこう』






　アオイさんに聞きかれて、目めを閉とじる。

　新しん曲きょく『ＹＥＳＴＥＲＤＡＹイエスタデイ』を、頭あたまの中なかで再さい生せいする……。

「さいしょに浮うかんだイメージは、『夕ゆう暮ぐれ』です」




　この歌か詞しに出でてくる男おとこの子こは、自じ分ぶんの気き持もちを伝つたえないまま失しつ恋れんして、後こう悔かいしてる。

　後こう悔かいはしてるけど、時じ間かんをもどせないこともわかってて。

　みんなの前まえじゃ平へい気きな顔かおして、失しつ恋れんする前まえと同おなじ毎まい日にちをくりかえす。

　だけど日ひが暮くれはじめると、ふと、悲かなしい気き持もちがよみがえってしまうんだ。

　ひとりぼっちでちょっぴりせつない。そんな、夕ゆう暮ぐれの帰かえり道みちの風ふう景けい……。




「──ひとつ、提てい案あんがあるんです」

　わたしは、まっすぐカメラに向むき合あう。

　そのむこうにいるアオイさんと目めを合あわせるつもりで、レンズを見みつめて──、

「この曲きょくのタイトル、変かえてくれませんか！」

　思おもい切きって言いうと、うしろで、コウスケ先せん輩ぱいとりーちゃんがざわついた。

　もちろん、アオイさんの曲きょくに文もん句くがあるとかそういうことじゃない。

　想おもいをこめた大たい切せつな作さく品ひんに、素人しろうとのわたしが口くちを出だすのは失しつ礼れいだってことも、わかってる。

　だけど。

「この曲きょくがあったから、わたしはユキちゃんと……親しん友ゆうと仲なか直なおりすることができました。ソライロのみんなとまた一いっ緒しょに活かつ動どうできるようになったのも、この曲きょくのおかげです」

『ＹＥＳＴＥＲＤＡＹイエスタデイ』は、わたしの〝未み来らい〟を変かえてくれた、大たい切せつな曲きょくなんだ。




「だから……『ＹＥＳＴＥＲＤＡＹイエスタデイ』じゃなくて、『ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー』にしてほしいんです」




　頭あたまを整せい理りしながら、ひとつずつ、自じ分ぶんの気き持もちを言こと葉ばにして、アオイさんに伝つたえる。

〝夕ゆう暮ぐれ〟ってせつないイメージがあるけど、ユキちゃんと仲なか直なおりしたあとに見みた夕ゆう焼やけ空ぞらは、明日あしたがくるのが待まち遠どおしくなるような、ワクワクした気き持もちにさせてくれたこと。

　だから、この男おとこの子この物もの語がたりも、悲かなしいだけのまま終おわらせてほしくないってことを。

　だれにでも、次つぎの瞬しゅん間かんがあるはず。

　勇ゆう気きを出だして、未み来らいに向むかって一いっ歩ぽを踏ふみ出だす瞬しゅん間かんが……。

　しばらくつづいた沈ちん黙もくのあと、テレビの画が面めんに、新あたらしいメッセージが追つい加かされる。





アオイ『わかった。タイトルは「ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー」に変へん更こうだ』






　アオイさんは、怒おこるどころか、こころよくＯＫを出だしてくれた。

「あっ……ありがとうございます、アオイさんっ！」

　遠とおくにいるはずのアオイさんと、また、心こころが通つうじ合あった！

　感かん動どうで全ぜん身しんが震ふるえるのを感かんじながら、わたしはカメラに向むかって、深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた。





アオイ『夕ゆう暮ぐれのイメージだと、曲きょくのアレンジはなるべくシンプルにしようかと思おもう。Ｒｉｉりーさんは、動どう画がの構こう成せいについてなにかアイディアはある？』






　みんなでイメージを共きょう有ゆうしたあとは、具ぐ体たい的てきな構こう成せいの相そう談だんにうつる。

「そうですね。イラストも、描かきこみが多おおいものよりは、キャラクターの表ひょう情じょうや雰ふん囲い気きを重じゅう視ししたものがいいかと思おもいます。いっちーさん、期き限げんを今日きょう中じゅうとして、何なん枚まいくらい描かけそうですか？」

「うーん、そうだなぁ……」

　色いろ塗ぬりまでと考かんがえると、がんばっても二枚まいがやっとかな。

「でも、二枚まいじゃ、ちょっと少すくないよね？」

「ん～、二枚まいでも問もん題だいはないですが……なるべくカットの種しゅ類るいが多おおい方ほうが、見みる人ひとの興きょう味みを引ひきつけやすいのはたしかです。メインイメージに加くわえて、片かた思おもいをしていた相あい手てとの思おもい出でなどを何なんシーンか描かいていただけると、構こう成せいは組くみやすいですね」

「わたし、下した書がきまでは速はやいんだけど、色いろ塗ぬりがなぁ……」

　うーん、と頭あたまを抱かかえる。

　特とくに、パソコンを使つかったデジタルでの色いろ塗ぬりをはじめてからは、慣なれてきたとはいえ、どうしても時じ間かんがかかっちゃう。

「色いろ塗ぬりですか……」

　りーちゃんは少すこし考かんがえこんで、ぽんと手てを打うった。

「たとえばですが、思おもい出でのシーンをモノクロにする、というのはどうですか？」

「モノクロ？」

「イラスト自じ体たいがモノクロでも、エフェクトをかければ、うまく回かい想そうシーンっぽくできると思おもいます」

　言いいながら、りーちゃんは部へ屋やの奥おくにあるパソコンデスクの前まえに座すわる。

　ディスプレイが三つも並ならんでて、キーボードもマウスもイスも、どれも近きん未み来らい的てきな形かたちをした、かっこいいデザインだ。

「たとえば、このイラスト全ぜん体たいに、光ひかりのエフェクトをかけると……」

　動どう画がソフトの編へん集しゅう画が面めんに表ひょう示じされているのは、わたしが描かいた『メロンソーダ』のイラスト。

　そこにりーちゃんが操そう作さを加くわえると、一いっ瞬しゅんで、イラスト全ぜん体たいがあわく発はっ光こうした。

　それだけで、どこか幻げん想そう的てきで、まるでファンタジーの世せ界かいみたいな印いん象しょうになる。

「カラー操そう作さをすれば、夕ゆう暮ぐれの雰ふん囲い気きに合あわせて全ぜん体たいをセピア色いろに変かえることもできます。色いろ塗ぬりの時じ間かんがとれないなら、あえてモノクロをそのまま使つかい、演えん出しゅつのひとつとしてしまうのはどうでしょう！」

「うん！　モノクロのままでいいなら、もっと枚まい数すうを増ふやせると思おもう！」

「──あのっ！　アオイさん、オレも提てい案あんがあるんですけど！」

　わたしたちが絵えコンテの相そう談だんをはじめると、さっきからそわそわした様よう子すだったコウスケ先せん輩ぱいが、手てを挙あげてアピールする。

「サビのとこ、コーラスでハモりを重かさねたら厚あつみが増ますと思おもうんですけど、どうですか？」

　コウスケ先せん輩ぱいの問といかけに対たいするアオイさんの返へん事じは、すぐだった。





アオイ『いいね。何なんパターンか録ろく音おんしてみて、データ送おくってくれる？』






「うおぉ！　よっしゃー、マジかよ！　おい、見みたかチビども！　オレだって、ただ、ぼーっと突つっ立たってたわけじゃないんだぜ！」

　ほめられた子こどもみたいに大おおはしゃぎするコウスケ先せん輩ぱい。

　マイクやヘッドフォンなどの機き材ざいを腕うでいっぱいに抱かかえて、「じゃ、行いってくる！」と、はりきって部へ屋やを出でて行いった。

「コウスケ先せん輩ぱい、どこ行いっちゃったの？」

「反はん対たい側がわのつきあたりにある、防ぼう音おんの音おん楽がくスタジオです。コウちゃんは、いつもその部へ屋やを使つかってレコーディングをしているのです」

「りーちゃんちって、音おん楽がくスタジオまであるんだ！」

「はい。母ははがピアニストなので」

　わ～、すごいっ！

　前まえに見みた、りーちゃんの神しん速そくキーボードタッチは、ママゆずりなのかな。

「でも、歌うたのレコーディングってどういう風ふうにするのか、興きょう味みあるなぁ」

「それなら、少すこし見けん学がくしてきますか？　コウちゃんもよろこぶと思おもいますよ」

　りーちゃんに言いわれて、首くびを横よこにふる。

「見けん学がくは今こん度どにするよ。今いまは、一枚まいでも多おおくイラストを描かきたいから！」

「……そうですね。私わたしも、負まけていられません！」




　それぞれが集しゅう中ちゅうして作さ業ぎょうをすすめること、数すう時じ間かん。

　日ひも暮くれてきたことだし、このへんで解かい散さんにして、あとは自じ宅たくで、ということになった。

　目もく標ひょうは明日あした、月げつ曜よう日びのアップロード。

　家いえに帰かえったわたしは、ごはんのとき以い外がいはずっと部へ屋やにこもって作さ業ぎょうをつづけた。

　夢む中ちゅうで描かいていると、時じ間かんがあっというまにすぎていく。

（……もう九時じか）

　最さい後ごに残のこったのは、メインイラストの色いろ塗ぬり。

　これまでにない緊きん張ちょう感かんにつつまれて、小ちいさく息いきをつく。

　今こん回かいつくるのは、「パクリ事じ件けんがあってからはじめての新しん作さく」っていう、ソライロにとって大だい事じな意い味みを持もつ動どう画がだ。

　絵え師しであるわたしの絵えは、そんな大だい事じな新しん作さく動どう画がの、〝顔かお〟になる。

　だからこそ、ぜったいに……最さい高こうのイラストを仕し上あげるんだ！

「……よしっ！」

　眠ねむくなってくる目めをゴシゴシこすって、気き合あいを入いれる。

　メロディーを聴ききながら、イメージをふくらませて。

　完かん成せいをめざして、ひたすら丁てい寧ねいに、丁てい寧ねいに色いろを塗ぬって……。




　──そして、夜よがあける少すこし前まえ。

　ついに、わたしたちの新しん曲きょく、『ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー』が完かん成せいした！











16　新しん曲きょくできました！






　翌よく朝あさ。

　わたしは人じん生せいでいちばんの寝ね不ぶ足そくとともに、月げつ曜ようの学がっ校こうへ向むかった。

　そしてこんな日ひにかぎって、今日きょうは『晴せい天てん小しょう　クラス対たい抗こうミニサッカー大たい会かい』当とう日じつだ。

　六年ねん生せいの三クラス総そう当あたりのリーグ戦せんで、試し合あい時じ間かんは三十分ぷんハーフ。前ぜん半はんは女じょ子しチーム、後こう半はんは男だん子しチームが戦たたかうというルールで、午ご前ぜん中ちゅうの授じゅ業ぎょう時じ間かんをいっぱいに使つかって行おこなわれる。

　第だい一試し合あいは、われらが二組くみと一組くみの対たい戦せんに決きまった。

「いけぇ、一組くみ！　団だん結けつ力りょくを見みせつけろーっ！」

「フレーフレー！　二組くみっ！」

　青あお空ぞらの下したで翻ひるがえる、応おう援えんフラッグ。

　見み上あげた空そらのまぶしさに、思おもわず目めを細ほそめる。

　運うん動どうがニガテなわたしは、パスで二回かいも空から振ぶりしたうえ途と中ちゅう交こう代たいというさんざんなありさまだったけど、そのぶん、必ひっ死しに声こえを出だして応おう援えんした。

　ユキちゃんがドリブルで切きりこんで一点てんをあげ、前ぜん半はんを１─１の同どう点てんで折おり返かえし。

　後こう半はんの男だん子しは、冴さえ木きくんのアシストから、武たけ宮みやくんがゴール！

　見み事ごと、一組くみとの試し合あいは勝しょう利りをおさめた。

　二組くみのみんなは大おお盛もり上あがりで、「この調ちょう子しなら優ゆう勝しょういけるんじゃない!?」「次つぎの試し合あいに向むけてミーティングしようぜ！」とワイワイあつまる。

「よっしゃああああっ！　ぜったい優ゆう勝しょうするぞ、二組くみィィィッ!!」

　……いちばん燃もえてたのは、まちがいなく、まるちゃん先せん生せいだったけどね。




　その後ごも白はく熱ねつの試し合あいが繰くり広ひろげられ、クラス対たい抗こうミニサッカー大たい会かいは、無ぶ事じに幕まくを閉とじた（ちなみに二組くみの結けっ果かは、惜おしくも二位いでした！）。

　給きゅう食しょくのあとの午ご後ごの授じゅ業ぎょうは、寝ね不ぶ足そくとサッカー疲づかれのダブルパンチでめちゃくちゃ眠ねむくなったけど、なんとか居い眠ねむりを我が慢まんして、無ぶ事じに乗のり切きる。

　だって、今日きょうのいちばんの楽たのしみは、このあと。

　授じゅ業ぎょうが終おわった、放ほう課か後ごに待まってるんだから！




「──で、なんで冴さえ木きがいんの？」

　あつまったメンバーの顔かおぶれを見みるや、ユキちゃんがけげんな顔かおをして言いった。

　ただいま放ほう課か後ごのパソコンルームにいるのは、わたしとユキちゃんと、冴さえ木きくんの三人にん。

「えーっと、話はなせば長ながくなるんだけど……まぁ、いろいろあって、冴さえ木きくんもわたしがソライロの絵え師しだってことを知しってるの」

「ふーん」

　不ふ審しんがって冴さえ木きくんをじろじろ見みるけど、ユキちゃんはそれ以い上じょうなにも聞きいてこなかった。

　冴さえ木きくんは、「ふぁ～」っと、いつも以い上じょうに眠ねむたそうにあくびをしてる。

「今こん回かいの新しん作さく動どう画がは、ユキちゃんと冴さえ木きくんがいなかったら、きっと完かん成せいできなかったと思おもう。だからどうしても、ふたりに、いちばんに見みてほしかったんだ」

　完かん成せいした動どう画がの公こう開かい時じ間かんは、今日きょうの午ご後ご四時じちょうど。

　ソライロのみんなも、きっと今いま、パソコンや携けい帯たいの前まえでスタンバイしているはずだ。

「……それじゃあ、再さい生せいするね！」

　四時じきっかり。

　ワク動どうに、ソライロの新しん作さく動どう画がが公こう開かいされた。





『【ソライロ】ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー【オリジナル曲きょく】』






　約やく五分ふん間かんの再さい生せい時じ間かんは、あっというまだった。




「やばい…………すっっっごくいいじゃん！」

　再さい生せいが終おわるやいなや、ユキちゃんが興こう奮ふん気ぎ味みに机つくえをたたく。

「メロディーも歌か詞しも超ちょうぐっとくるし、なにより一いち歌かの絵えがめちゃくちゃいい！　せつなくて泣なける！……って、なんで一いち歌かが泣ないてんの!?」

「えっ、わたし、泣ないてる？」

　ほっぺたに手てをあてる。

　気きづかないうちに、自し然ぜんと涙なみだがこぼれてた。

　今いままでの苦く労ろうとか、達たっ成せい感かんとかいろんな気き持もちが押おし寄よせてきて。

　そしてなにより、うれしかった。

　だって。

　わたしたちがつくった動どう画がは……まちがいなく、サイコーだったから！

「……でもなぁ。この主しゅ人じん公こうの男おとこ、なーんか、どっかで見みたことあるような気きがすんだよね」

「へっ？」

　ユキちゃんはじーっと画が面めんを見みつめたあと、ぽんと手てを打うった。

「これ、冴さえ木きに似にてない？」

「…………えええええぇっ!?」

　突とっ拍ぴょう子しもないユキちゃんの言こと葉ばにびっくりして、つい大おお声ごえでさけんじゃった。

　描かいてるときは、ぜんぜん意い識しきしてなかった！

　でも言いわれてみると、どことなく、似にてるような気きも……？

　そーっと横よこを見みる。

　冴さえ木きくんは、だまったまま、しずかに画が面めんをながめてる。

「あの、冴さえ木きくん。わたし、べつにそういうつもりで描かいたわけじゃないんだけど、もしイヤな思おもいさせちゃったら──」

「イヤじゃないよ」

　冴さえ木きくんが、わたしの言こと葉ばをさえぎる。

「俺おれ、好すきだから──秋あき吉よしの絵え」

　どきっ

　やさしいほほえみに、心しん臓ぞうが跳はねる。

　なんでだろう？　冴さえ木きくんのまわりが、キラキラ光ひかって見みえるような……？

「ええっ!?　冴さえ木き、いま笑わらった！　はじめて見みたかも！」

　めずらしい動どう物ぶつでも見みるようにまじまじと顔かおをのぞきこむユキちゃん。

　冴さえ木きくんは、照てれたように口くち元もとをかくして、そっぽをむく。

「……笑わらってない」

「いや、笑わらったじゃん！」

「あははっ！」

　ふたりのやりとりがおかしくて、わたしはこらえきれずにふきだした。

「──あっ！　一いち歌か、見みて！」

　ふいに、ユキちゃんが画が面めんを指ゆびさしてさけぶ。

　見みると、公こう開かいしたばかりの『ＴＯＭＯＲＲＯＷトゥモロー』の動どう画がに、さっそく初はつコメントが！


『いいね！』



[image: ]




　そのたった三文も字じは、一いっ瞬しゅんで、一〇〇の悪わる口くちをふきとばした。

　よろこびをかみしめるように、ぎゅっと唇くちびるをかむ。

　今いままで、いろいろあったけど……。

　今日きょうという日ひを、こんな清すが々すがしい気き持もちでむかえられて、本ほん当とうによかった！







　家いえに帰かえると、ソライロのグループトークにメッセージが届とどいていた。





コウスケ『コメント見みたか!?　オレの歌うた声ごえが絶ぜっ賛さんされてるぜ！』

Ｒｉｉりー『今いままででいちばんの好こう評ひょう価かですよ！　再さい生せい回かい数すうも順じゅん調ちょうに伸のびています！』






　すぐにパソコンをひらいて確かく認にんすると、好こう意い的てきなコメントがさらに増ふえていた。

　ひとつずつ読よんでいくたび、胸むねが熱あつくなっていく。





『タイトル画が面めんかっこいいな』

『歌うた声ごえいい感かんじ』

『なんだかんだいっちーさんのイラスト好すきだ』

『私わたしも失しつ恋れんして落おちこんでたけど、この曲きょくをきいて前まえ向むきな気き持もちになれました』






　ピロリーン♪

　部へ屋やにひびいたお知しらせ音おん。

　携けい帯たいを確かく認にんすると、「アオイ」という三文も字じが目めにとびこんでくる。

　それは、ソライロのグループトークじゃなくて、わたしだけに送おくられたメッセージだった。





アオイ『タイトル、変かえて正せい解かいだった。ありがとう』






　どきん、どきん

　ココロがはずみだす。

　今いますぐ走はしりだしたい気き持もちをおさえきれずに、わたしは部へ屋やの窓まどを開あけた。

　空そらを見み上あげると、西にしからさしこむ夕ゆう陽ひが、じんと目めにしみる。

　この気き持もちに、名な前まえをつけるとしたら……？





いっちー『アオイさん！　いきなりですが、わたし、夢ゆめができました！』






　携けい帯たいをにぎりしめて、返へん信しんメッセージに、ありったけの想おもいをこめる。

　今いまはまだ、この気き持もちをはっきりと言こと葉ばにはできない。

　でも、もしもいつか、アオイさんに直ちょく接せつ会あえる日ひがきたら。

　わたしは、「ありがとう」って伝つたえたい。

　ソライロにさそってくれて。

　夢む中ちゅうになれることに、出で会あわせてくれて。

　だから──、





いっちー『ソライロ、めざせ一〇〇万まん回かい再さい生せい！　ですっ！』






　それだけたくさんの人ひとに再さい生せいしてもらえるようになったら、アオイさんが「聴きいてほしい」と願ねがう〝ある人ひと〟にも、きっと届とどくはずだから。

　果はてしない数すう字じだけど、きっと不ふ可か能のうじゃないはず。

　……ううん。ぜったい、叶かなえられる！

　わたしたち四人にんなら！





アオイ『じつは今いま、つくりかけの新しん曲きょくがあるんだ』

いっちー『本ほん当とうですか!?　ききたいです！　新しん作さく動どう画がつくりましょう！』






　そしてまた、わたしたちは走はしり出だす。

　新あたらしいメロディーがひびきだす予よ感かんに、胸むねを高たか鳴ならせながら。




「よ～しっ！　がんばるぞ～～～！」




　真まっ赤かに燃もえる夕ゆう焼やけ空ぞらにむかって、わたしは大おお声ごえでさけんだ。











あとがき






　こんにちは、一いちノの瀬せ三み葉よです!!

『ソライロ♪プロジェクト』略りゃくして『ソラプロ』、楽たのしんでいただけたでしょうか？

　とつぜんですが、質しつ問もんです！

　もし、みんながソライロのメンバーになるとしたら、どの役やく割わりをしてみたい？

　私わたしは絵え師しさんになりたいですっ！

　絵えがうまくなって、ファンレターのお返へん事じに、もっとおしゃれなイラストを描かきたいなぁ、っていつも思おもってます……！（今いまも一いっ生しょうけんめい描かいてますよ！　笑わらい）

　みんなの答こたえも、よかったらおしえてくださいね～♪




　最さい後ごになりましたが、担たん当とうさま、夏なつ芽め先せん生せい、この本ほんにたずさわってくださったみなさま、本ほん当とうにありがとうございました。

　そして読よんでくれたあなたに、心こころからありがとう！

　では、また次つぎの物もの語がたりでお会あいしましょう♪♪

★インターネットは、先せん生せいやおうちの人ひとと相そう談だんしながら利り用ようしてね！（約やく束そくですよっ！）




＊一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せいへのお手て紙がみは、角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶに送おくってください！


〒１０２─８０７８　東とう京きょう都と千ち代よ田だ区く富ふ士じ見み１─８─19




株かぶ式しき会がい社しゃＫＡＤＯＫＡＷＡ　角かど川かわつばさ文ぶん庫こ編へん集しゅう部ぶ　一いちノの瀬せ三み葉よ先せん生せい係がかり



























一ノ瀬三葉／作

おうし座のＯ型。埼玉県在住。２０１６年、『トツゲキ!?　地獄ちゃんねる』で第４回角川つばさ文庫小説賞一般部門大賞を受賞し、デビュー。おふとんが大好きで早起きが苦手。好きなお菓子はチョコレートとたまごボーロ。




夏芽もも／絵

神奈川県在住のイラストレーター・漫画家。１月30日生まれの水瓶座Ｂ型。好きな食べ物はメロンと冷麺。少女漫画をよく読みます。

















装丁　ムシカゴグラフィクス












ソライロ♪プロジェクト




①初はつ投とう稿こうは夢ゆめのはじまり！








作さく　一いちノの瀬せ三み葉よ

絵え　夏なつ芽めもも
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